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精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
を
入
れ
て
お
き
、
子
供
た
ち

の
ピ
ン
チ
を
救
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
。

「
先
生
、
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
が
外
れ
ま
し
た
」

　

自
然
に
外
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
体
育
の

時
間
に
ボ
ー
ル
が
メ
ガ
ネ
に
当
た
っ
て
外
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
ん
な
時
に
も
精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
が
あ
れ

ば
、
簡
単
に
修
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
は
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も

購
入
で
き
る
。
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
が
、

プ
ラ
ス
の
方
が
わ
ず
か
な
力
で
し
っ
か
り
し
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
す
す
め
で
あ
る
。

実
践
前

4
　

授
業
中
に
コ
ン
パ
ス
が
ゆ
る
く
て
円
が
描
け

な
い
子
供
や
、
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
が
外
れ
て
し

ま
う
子
供
が
い
て
も
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
。

実
践
後

5
　

精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
を
常
備
す
る
こ
と
で
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
修
理
が
可
能
に
な
り
、
授
業
へ

の
悪
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
対
象
・
精
密
ド
ラ
イ
バ
ー

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

2
　

教
室
に
精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
を
置
い
て
お
く

と
、
授
業
中
に
起
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ

ル
を
瞬
時
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

算
数
の
授
業
中
に
コ
ン
パ
ス
を
使
わ
せ
る

際
、
ね
じ
が
ゆ
る
ん
で
コ
ン
パ
ス
が
す
ぐ
に
開

い
て
し
ま
い
、
上
手
に
円
が
描
け
な
く
な
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
ん
な
時
に
精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
が

一
本
あ
れ
ば
数
秒
で
し
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
教
室
の
筆
立
て
に
筆
記
用
具
と
一
緒
に

微差力
教師の

コ
ン
パ
ス
修
理
・
メ
ガ
ネ
修
理
が

授
業
中
に
完
結
す
る

精
密
ド
ラ
イ
バ
ー
を
教
室
に
常
備
す
る
と
緊
急
の
事
態
に
も
ラ
ク
ラ
ク
対
応
で
き
る
！

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し



2

　

私
は
、
外
国
語
（
英
語
）
の
授
業
で
は
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
う
こ
と

が
主
で
あ
る
。
口
頭
で
の
会
話
練
習
が
指
導
の

中
心
で
あ
り
、
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
の
よ
い
変
化

の
あ
る
繰
り
返
し
が
大
切
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
黒
板
を

使
う
こ
と
が
あ
る
。

１　

単
語
を
示
す
と
き
に
、
そ
の
絵
を
描

く
。

２　

単
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き

に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
貼
る
。

３　

会
話
の
や
り
取
り
カ
ー
ド
を
貼
り
、

会
話
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
。

４　

読
み
書
き
の
際
に
文
字
を
書
く
。

５　

会
話
の
や
り
取
り
数
を
記
録
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
３
と
５
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ

る
。会

話
の
や
り
取
り
カ
ー
ド
を
貼
り
、
会
話

の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

　

会
話
練
習
で
は
、

「
や
り
取
り
カ
ー
ド
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
英
語
教
育

研
究
所
で
入
手
可

能
）
が
便
利
で
あ

る
。
や
り
取
り
カ
ー

ド
と
は
、
二
人
の
会

話
の
状
況
を
一
枚
の

絵
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
の
場
合
は
、

左
側
の
子
が
「W

hat sport do you like?
」
と

尋
ね
、
右
の
子
が
「I like soccer.

」
と
答
え

て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　

三
枚
か
ら
、
多
い
時
は
五
、六
枚
分
、
会
話

が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
単
語
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

同
様
、
教
師
が
め
く
り
な
が
ら
発
話
さ
せ
る
。

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
練
習
し
、
す
ら
す
ら

言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と
、
必
要
で
あ
れ

ば
、
黒
板
に
貼
る
。
貼
る
こ
と
で
、
会
話
の
流

れ
が
一
目
で
分
か
る
（
写
真
１
）。

　

や
り
取
り
が
二
往
復
や
三
往
復
で
あ
れ
ば
覚

え
や
す
い
が
、
そ
れ
以
上
に
長
い
場
合
は
、
黒

板
に
貼
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
流
れ
を
確
認

で
き
、
安
心
し
て
会
話
練
習
が
で
き
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

愛
知
県
豊
田
市
立
中
山
小
学
校

井い

戸ど

砂さ

織お
り

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

英
語
の
授
業
に
お
け
る
黒
板
の
活
用
場
面

外
国
語
授
業
は
、
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
併
用
で
リ
ズ
ム
と
テ

ン
ポ
よ
く
進
め
る
。
黒
板
は
必
要
な
時
に
の
み
使
う
。
会
話
の
や
り
取
り
の
記
録
を

黒
板
に
書
い
て
見
せ
る
こ
と
は
効
果
が
あ
る
。

写真１
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カ
ー
ド
を
何
枚
か
貼
り
、
そ
れ
以
降
は
、
自

分
た
ち
で
既
習
の
会
話
を
つ
な
げ
て
、
会
話
の

や
り
取
り
が
長
く
続
く
よ
う
に
子
供
た
ち
を
励

ま
す
。

　

一
文
加
え
ら
れ
た
ら
Ａ
、
二
文
つ
な
げ
た
ら

Ａ
Ａ
な
ど
、
簡
単
に
で
も
よ
い
の
で
評
価
を
加

え
る
と
、
子
供
た
ち
は
よ
り
は
り
き
っ
て
、
会

話
の
や
り
取
り
を
長
く
続
け
る
こ
と
に
挑
戦
す

る
よ
う
に
な
る
。

会
話
の
や
り
取
り
数
を
記
録
す
る

　

子
供
た
ち
に
会
話
の
や
り
取
り
を
長
続
き
さ

せ
る
意
欲
を
も
た
せ
る
に
は
、
会
話
の
状
況
を

視
覚
化
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
種
類
の
発
話
を
何
回
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
を
記
録
す
る
の
で
あ
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
左
上
の
記
録
カ
ー
ド
の

よ
う
に
五
つ
で
あ
る
。「
①
質
問
」「
②
答
え
」

「
③
「
Ｏ
ｈ
〜
！
」
の
よ
う
な
反
応
」「
④
相
手

の
答
え
を
繰
り
返
す
」「
⑤
相
手
に
共
感
す
る

言
葉
」
の
う
ち
、
慣
れ
る
ま
で
は
、
①
②
だ
け

で
も
良
い
。

⑴　

教
師
が
黒
板
に
書
い
て
、
子
供
二
人
の
や

り
取
り
を
記
録
し
て
見
せ
る
。

⑵　

四
人
組
に
な
り
、
Ａ
Ｂ
二
人
が
会
話
、
三

人
目
が
Ａ
さ
ん
を
記
録
、
四
人
目
が
Ｂ
さ
ん

を
記
録
す
る
。

⑶　

前
で
何
人
か
挑
戦
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
を
見
せ

る
。
次
に
や
ら
せ
て
み
る
。
そ
し
て
、
前
で
挑

戦
す
る
。
こ
の
流
れ
で
や
れ
ば
、
や
り
方
が
理

解
し
や
す
い
。

　

再
度
、
四
人
組
で
挑
戦
す
る
。
何
度
か
挑
戦

す
る
う
ち
に
、
記
録
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
同
士
の
や
り
取
り
を
み
ん
な
の
前

で
見
せ
る
場
合
、
見
て
い
る
側
の
子
供
た
ち
は

音
声
だ
け
の
入
力
で
あ
る
た
め
、
集
中
が
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
子
供
に
も
記
録
を
さ

せ
る
こ
と
で
、
集
中
度
が
ぐ
ん
と
増
す
。
熱
中

す
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

Q…Question（質問）
A…Answer（答え）
〈以下はリアクション〉
Oh…OhやWowなどの感嘆詞
リピート…繰り返すリアクション
♡…相手がうれしくなる言葉
※回数を正の字で記録する。

A: What do you want to watch in Olympic?　B: I want to watch soccer.
A: Why?　B: Because I like soccer.
A: Can you play soccer ?　B: Yes, I can.
A: Oh are you good at soccer ? 　B: Yes, I am. I’m good at soccer.
A: Can you do dribble ?　B: Dribble? Yes, I can.
A: Where do you play soccer ? 　B: Oh. this place at school.
A: School! Do you go to soccer school?　B: No.　
A: School.　B: Elementary School.



大成功の
絵画工作
授業

4

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
創
造
モ
デ
ル

い
の
ち
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
、
よ
り

よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
人
間
の
育
成
。

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

い
の
ち
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
、
よ
り

よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
人
間
の
育
成
は
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な

基
盤
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
東
京
電
力
福
島
原
子

力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
『
国
会
事
故
調
報

告
書
』（
徳
間
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
に
は
、

福
島
原
発
事
故
の
直
接
的
原
因
は
地
震
・
津

波
、
根
本
的
原
因
は
い
の
ち
を
守
る
と
い
う
責

任
感
の
欠
如
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

生
活
環
境
の
創
造
に
か
か
わ
っ
て
、
本
誌
に

お
け
る
造
形
教
材
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
も
の
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
創
造
モ
デ
ル
を

提
起
し
て
き
た
。
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思

い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
「
発
想
か
ら
形
へ
」
と

い
う
方
向
で
進
め
る
。
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

が
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
逆
に
「
形
か

＊ガブガブワニワニ…佐藤昌彦「おしゃべりの達人」
　（『教育トークライン』2004年２月号、東京教育技術研究所、P.50-52）
＊ガブガブワニワニ…佐藤昌彦「おしゃべりの達人」
　（『教育トークライン』2004年２月号、東京教育技術研究所、P.50-52）
＊ガブガブワニワニ…佐藤昌彦「おしゃべりの達人」
　（『教育トークライン』2004年２月号、東京教育技術研究所、P.50-52）

発
想

価
値
観
の
形
成

双方向共存
発想から形へ＆形から発想へ

　　　　　　＊形…色、質、動き、音などと
　　　　　　　置き換えることができる

創造モデル
いのちを基本とする教育

形

　　　　　　＊形…色、質、動き、音などと

いのちを基本とする教育

①プラスチックコップを準備する

②線を引く
③切る
④口をつくる
⑤ 口以外の部分を
つくる

■未来のまちづくりの例：トヨタ（TOYOTA）による
　「ウーブン・シティ（Woven City）」（静岡県）
https://global.toyota/jp/newsroom/
corporate/31221882.html （2022.11.5）

ガブガブワニワニ

アヒルのピー子（左）、なかよしロボット（上）
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ら
発
想
へ
」
と
い
う
方
向
で
考
え
る
。
双
方

向
共
存
の
創
造
思
考
で
あ
る
。

　

中
心
軸
は
価
値
観
の
形
成
。
複
数
の
ア
イ
デ

ア
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
の
選
択
に
か
か
わ
る

最
終
判
断
は
自
分
自
身
の
価
値
観
に
基
づ
く
。

　

こ
う
し
た
創
造
モ
デ
ル
は
、
生
成
プ
ロ
セ
ス

と
探
索
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ジ
ェ
ネ

プ
ロ
ア
モ
デ
ル
」
の
ね
ら
い
と
重
な
る
（『
創

造
的
認
知
│
実
験
で
探
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
想
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
│
』、
著
者
：Ronald 

A
.Finke,T

hom
as B.W

ard and Steven 
M

.Sm
ith

、
訳
者
：
小
橋
康
章
、
森
北
出
版
、

一
九
九
九
）。
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
も
人
間
が
い

か
に
し
て
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
創
り
出
す
の

か
と
い
う
問
い
に
向
き
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
誌
の
造
形
教
材
は
、
自
然
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
有
り
余
る
ほ

ど
の
材
料
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
必

要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
多
様
な
発

想
を
生
み
出
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然
に
支
え
ら

れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

創
造
モ
デ
ル
を
通
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
教
育
の
面
か
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
 作品／北海道教育大学・学生

ア
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
の
選
択
に
か
か
わ
る

　

こ
う
し
た
創
造
モ
デ
ル
は
、
生
成
プ
ロ
セ
ス

プ
ロ
ア
モ
デ
ル
」
の
ね
ら
い
と
重
な
る
（『
創

造
的
認
知
│
実
験
で
探
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然
に
支
え
ら

創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
 作品／北海道教育大学・学生 作品／北海道教育大学・学生

な
発
想
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
│
』、
著
者
：Ronald 

A
.Finke,T

hom
as B.W

ard and Steven 

、
訳
者
：
小
橋
康
章
、
森
北
出
版
、

一
九
九
九
）。
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
も
人
間
が
い

か
に
し
て
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
創
り
出
す
の

か
と
い
う
問
い
に
向
き
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
誌
の
造
形
教
材
は
、
自
然
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
有
り
余
る
ほ

ど
の
材
料
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
必

要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
多
様
な
発

想
を
生
み
出
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

造
的
認
知
│
実
験
で
探
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

Ronald 
A
.Finke,T

hom
as B.W

ard and Steven 

、
訳
者
：
小
橋
康
章
、
森
北
出
版
、

一
九
九
九
）。
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
も
人
間
が
い

か
に
し
て
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
創
り
出
す
の

か
と
い
う
問
い
に
向
き
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
誌
の
造
形
教
材
は
、
自
然
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
有
り
余
る
ほ

ど
の
材
料
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
必

要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
多
様
な
発

想
を
生
み
出
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然
に
支
え
ら
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創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）

れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

創
造
モ
デ
ル
を
通
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
教
育
の
面
か
ら
考
え
て
い

　

創
造
モ
デ
ル
を
通
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

　

創
造
モ
デ
ル
を
通
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

創
造
モ
デ
ル
を
通
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
 作品／北海道教育大学・学生
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創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
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創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
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創造モデルと教材「おしゃべりの達人」（創造のプロセスと多様な発想例）
 作品／北海道教育大学・学生

イロトリドリ

オオカミ
マドンナ

地味にすごい
ダンディー

長い
まつげ
のアリー

ひとつ目
おばけ

カエルの紳士



28 国語 かたかなのかたち �
� 勇　和代

29 算数
「10のまとまり」で考える�
� 田丸義明

30 国語 見たこと、かんじたこと�
� 加藤綾乃

31 算数
図をつかって考えよう �
� 加藤雅成

32 国語 班で協力してスピーチを行う�
� 竹岡正和

33 算数
教師は説明しない　写させる �
� 林　健広

34 国語 達意の文の基本「主語と述語を�
正しく対応させる」� 佐藤智彦

35 算数
考えは１つだけ扱うのか�
２つとも扱うのか� 赤塚邦彦

36 国語 「この本、おすすめします」�� 吉川たえ

37 算数
見える化し、�
直径をなぞらせる � 石坂　陽

38 国語 ２番と３番の歌詞を活用する�
� 利田勇樹

39 算数
変化のある繰り返しで徐々に�
手放していく� 太田政男

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営　大﨑美穂
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　五十嵐貴弘
55　堀田和秀
55　高見澤信介
56　宮森裕太

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　阿部秀也
53　福田恵美子

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　五十嵐貴弘
58　松島博昭
59　水本和希
60　安江　愛
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　田上大輔
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　長谷川博之
66　吉永順一
67　林　健広

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　溝端達也

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　吉田沙智

社会貢献活動への 
取り組み

77　溝端達也

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 映像と統計資料の比較から�
問いを導く � 小塚祐爾

41 社会 １つの事例で学び、�
各自の学習へ展開する � 小塚祐爾

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 討論に奥行きをもたせる�
デジタル教材の活用法 � 津田泰至

43 英語 Lesson 8-1「予定について伝えたり、�
たずねたりしよう。」� 加藤　心

44
オンライ
ン

オンラインでの心地よいリズム�
� 許　鍾萬

45 読解 グーグル・レンズで画像情報の信頼性を�
チェックさせよう � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 数学 向山実践「台形の面積を求める授業」の�
追試 � 星野優子

47 理科 １人１台端末を活用した�
実習の授業 � 森川正彦

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「熱中するルーブリックとは」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

ひどい指導案の処方箋

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 優れた教師は「学び方」をマネジメントする⑹� 谷　和樹

1　教師の微差力 　村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　井戸砂織

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第42回　A　向山洋一

No.554

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈指導案改善のポイントベスト10〉 	
14　「ごんぎつね」は単元名ではない、教材名である	 田丸義明
15　目標と評価とは、表裏一体である 	 上木信弘
16　「知る」「気付く」「理解する」「できる」を区別する 	 水本和希
17　「教えたい内容」と「身に付けさせたい学習方法」を書こう	 太田政男
18　児童の実態は具体的な数値で示す	 松島博昭
19　「教師が教えたい内容」に迫るための手立てをイメージできるように書く 	 許　鍾萬
20　指導計画には、研究課題解明に向けた学習活動を段階的に書く	 松﨑　力
21　適切で評価できる文末表現が不可欠だ 	 川原雅樹
22　指導案の「展開」には「発問と指示」を明確に記載すること	 手塚美和
23　「留意点」には「具体的な手立て」を書く 	 小原嘉夫

〈校内研の実物指導案を公開（解説コメント付き）〉 	
24　〈小学校〉指導案は、提案と根拠を書く 	 林　健広
26　〈中学校〉第１学年□組国語科学習指導案 	 長谷川博之
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お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる５分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
動画でも視聴できる！ 高段者が答えるQ&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

67ページの「高段者
が答えるQ&A」は、
動画でも視聴できる
ようになりました。

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
IDとパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定
公開！  

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

q 5 k ym z
（キュウ・ご・ケー・ワイ・エム・ゼット）
ID：TL2 ※有効期間：

2023年1月15日～
2023年4月14日

熱中するルーブリックとはやる気を引き出す褒め方のポイント
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特
集
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ひ
ど
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指
導
案
の
処
方
箋

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 ひどい指導案の
処方箋

令和5年1月15日発行（毎月1回15日発行）第554号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちが熱中して
子供たちの力を伸ばす授業を！
子供たちが熱中して
子供たちの力を伸ばす授業を！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かたかなのかたち」 算数　「10のまとまり」
小学2年　国語　「オノマトペ」 算数　「図をつかって考えよう」
小学3年　国語　「わたしたちの 算数　「□をつかった式」
小学4年　国語　「主語と述語」 算数　「小数のかけ算」
小学5年　国語　「この本、おすすめします」 算数　「円周の長さを求める」
小学6年　国語　「人を引きつける表現」 算数　「算数のしあげ」

中学校の授業実践
数学　「向山実践『台形の面積を求める授業』の追試」
理科　「1人1台端末を活用した実習の授業」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

2
2023
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教育技術研究所
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巻 頭 論 文

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

な
ら
な
い
学
力
は
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。

先
日
、
日
本
教
育
技
術
学
会
静
岡
大
会
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
合
田

哲
雄
氏
（
文
化
庁
次
長
）
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

評
価
観
の
大
転
換
が
必
要

私
も
同
じ
パ
ネ
ル
の
中
で
「
熱
中
す
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
に
つ
い
て
述
べ
た

と
こ
ろ
、
合
田
次
長
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の

コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
。

T
O
S
S
の
印
象
が
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
た
。

今
後
、
我
が
国
の
教
育
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
の
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」。

そ
れ
を
「
熱
中
さ
せ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
と
い
う
観
点
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
非
常
に
新
鮮
で
、
興
味
深
く
、

示
唆
深
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、「
子
供
た
ち
が
熱

中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
続
く
）

く
説
明
す
る
必
要
な
ん
て
な
い
で
し
ょ

う
？
」（https://sciencelessonsthatrock.

com
/tips-for-m

aking-and-using-rubrics-
htm

l/

）
実
に
納
得
で
き
る
。

三

熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
か
ら
そ
の

先
へ

T
O
S
S
は
、「
子
供
た
ち
が
熱
中
す
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
開
発
し
た
い
。

子
供
た
ち
が
教
師
と
一
緒
に
創
り
出
す

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
ほ
し
い
。

さ
ら
に
い
え
ば
、

そ
の
子
だ
け
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
。

全
て
の
子
供
が
全
く
同
じ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

で
、
全
く
同
じ
ゴ
ー
ル
を
、
全
く
同
じ
締
切

で
目
指
す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

①

空
欄
は
自
分
で
埋
め
る
。

②

ゴ
ー
ル
を
自
分
で
決
め
る
。

③

時
間
を
自
分
で
決
め
る
。

も
ち
ろ
ん
、
最
低
限
習
得
さ
せ
な
け
れ
ば

ど
と
思
っ
た
。

教
師
が
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て

く
る
子
供
は
必
ず
い
る
。
良
い
も
の
も
あ
れ

ば
、「
意
味
不
明
だ
け
ど
お
も
し
ろ
い
！
」

と
い
う
も
の
も
あ
る
。
授
業
の
中
で
、
そ
う

し
た
意
見
を
中
心
に
討
論
が
活
性
化
す
る
よ

う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
「
雪
小
モ
デ

ル
」
の
「
そ
の
他
」
の
欄
の
よ
う
な
機
能
を
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
も
も
た
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

二

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に「
空
欄
」を
つ
く
る

し
か
も
、「W

O
W

」
の
一
部
の
欄
は
空

白
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
あ
え
て
空
白
に
し
て
い
る
の
だ
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
あ
え
て
空
白
を
つ
く
る

こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
海
外

の
ブ
ロ
グ
が
あ
っ
た
。

「
い
く
つ
か
の
ボ
ッ
ク
ス
を
空
欄
に
し
て
お

く
と
、
生
徒
た
ち
が
そ
こ
に
何
を
入
れ
る
か

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
一
番
低
い
評
価
ボ
ッ
ク
ス
を
空
欄
に
す
る

子
も
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
悪
い
評
価
を
詳
し

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
６
）

複
雑
で
難
し
そ
う
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
本
か
ら
変
え
よ
う
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
本
来
子
供
た
ち

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
柔
軟
で
、
創
造
的
で
、
分
か
り
や
す
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
開
発
し
よ
う
。

「W
O
W

」
と
い
う
評
価

で
あ
る
。

こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

最
下
位
の
場
所
に
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
低

い
評
価
で
は
な
い
。
逆
で

あ
る
。

同
書
の
説
明
に
よ
る
と
、

「
教
師
に
よ
る
加
点
」
と

な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
示
さ
れ
て
い
る

基
準
よ
り
も
さ
ら
に
高
度

な
、
あ
る
い
は
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
に
到
達
し
て
い
る

子
に
与
え
ら
れ
る
イ
メ
ー

ジ
の
よ
う
だ
。

ひ
と
目
見
て
、
な
る
ほ

一

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
「
W
O
W
！
」

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く
る

海
外
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
調
べ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
を
発
見
し
た
。

『D
ifferentiated

A
ssessm

ent

』（2013
D
eborah

Blaz

）
と
い
う
書
籍
に
あ
っ
た
次

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

私
が
目
を
惹
か
れ
た
の
は
、
一
番
右
に
あ

る
「W

O
W

」
と
い
う
評
価
基
準
で
あ
る
。

ち
な
み
に
一
番
左
か
ら
「O

utstanding

」

「O
n
T
rack

」「Em
erging

」「O
ffT

rack

」

と
な
っ
て
い
る
。
左
の
「O

utstanding

」

が
一
番
高
い
評
価
で
あ
り
、「O

ffT
rack

」

が
一
番
低
い
評
価
で
あ
る
。

そ
の
一
番
低
い
「O

ffT
rack

」
の
さ
ら

に
右
側
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が

オピニオン

今教育界で起こっていること

010-011_TalkLine02_TNB_02.indd   全ページ010-011_TalkLine02_TNB_02.indd   全ページ 2022/12/21   14:412022/12/21   14:41

67 2023. 2

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

　A
」

Q 林
先
生
が
意
識
し
て
い
る
「
子
供
の
や
る
気
を

引
き
出
す
褒
め
方
」
の
ポ
イ
ン
ト

四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
、
笑
顔
で
褒
め
る
こ
と
。

「
ノ
ー
ト
に
三
文
字
も
書
い
て
る
ん
だ
ね
。
偉

い
ね
ー
」
の
よ
う
に
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
４
が
、「
多
様
性
」
で
す
。「
い
ろ

い
ろ
な
や
り
方
で
褒
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
和
久
田
先
生
の
本
で
一
番
好
き
な
言
葉

が
「
叱
る
熱
量
で
褒
め
な
さ
い
」
で
す
。

叱
る
時
は
、
教
師
は
も
の
す
ご
い
熱
量
で
子

供
を
叱
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
熱
量
で
褒
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

３

音
声
で
は
な
く
文
字
情
報
で
褒
め
る

お
す
す
め
な
の
は
向
山
洋
一
氏
か
ら
学
ん
だ

一
筆
箋
で
す
。

最
近
、
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
授
業
中
に

ノ
ー
ト
に
褒
め
言
葉
を
書
く
こ
と
で
す
。

「
わ
ー
、
す
ご
く
頑
張
っ
て
る
ね
」

と
音
声
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
と
し
て
残
し
ま
す
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
時
に
「
頑
張
っ
て
い

て
す
ば
ら
し
い
ね
」
と
書
い
て
あ
げ
ま
す
。「
お

母
さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
い
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
質
問
を
さ
れ
た
方
は
、
高

学
年
女
子
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
高
学
年
の
女
子
は
音
声
で
褒
め

る
よ
り
も
、
こ
う
い
っ
た
文
字
で
褒
め
た
方
が

喜
ぶ
よ
う
な
経
験
則
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
教
師
自
身
が
笑
顔
で
褒
め
る
練
習

を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

１

褒
め
よ
う
と
す
る
感
度
を
も
つ
大

切
さ

ま
ず
、
前
提
条
件
と
し
て
こ
の
質
問
を
下

さ
っ
た
先
生
。
す
ご
く
い
い
先
生
で
す
。
絶
対

に
。
こ
う
い
う
感
度
を
も
っ
た
先
生
は
少
な
い

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

普
段
か
ら
こ
の
先
生
は
、
す
ご
く
褒
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

２

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
４

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、

和
久
田
学
先
生
の
『
科
学
的
に
考
え
る
子
育

て
』（
緑
書
房
）
が
お
す
す
め
で
す
。

褒
め
る
ポ
イ
ン
ト
１
は
、「
即
時
性
」
で
す
。

「
す
ぐ
褒
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
２
が
「
明
示
性
」
で
す
。「
あ
な

た
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
」
と
は
っ
き
り
言
う
。

「
松
島
君
偉
い
」
の
よ
う
に
名
前
を
呼
び
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
３
が
「
具
体
的
に
褒
め
る
」
で
す
。

「
偉
い
」「
す
ご
い
」
ば
か
り
で
は
な
く
て

毎
日
一
回
は
子
供
た
ち
を
褒
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
一
人
の
お
と
な

し
い
女
の
子
を
笑
顔
に
し
た
く
て
褒
め

て
い
る
の
で
す
が
、
本
人
は
褒
め
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
（「
今
日
先
生
に

褒
め
ら
れ
た
人
？
」
と
尋
ね
て
も
挙
手

し
ま
せ
ん
。
授
業
中
の
挙
手
は
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
「
Ａ
さ
ん
褒
め

ら
れ
て
い
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
挙

手
し
ま
せ
ん
）。
ど
う
し
た
ら
子
供
が
褒

め
ら
れ
た
と
い
う
実
感
が
も
て
る
よ
う

な
褒
め
方
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市

立
清
末
小
学
校

A

動画
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

朝礼で静かにさせる技術
第42回

静
か
で
は
な
い
か
ら
怒
鳴
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
こ
の
人
は
こ
れ
ま
で
怒
鳴
っ
て
静
か
に

さ
せ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
校
長
の
中
に
は
、
き
ち
ん
と
静
か
に
さ
せ
て
、

子
供
た
ち
に
き
ち
ん
と
話
を
聞
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
人
も
い
ま
す
し
、
楽
し
い
話
か
ら
始
め

て
子
供
た
ち
を
惹
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
ご
く
当
た
り
前
の
方
法
で
す
が
、

「
さ
す
が
に
六
年
生
は
静
か
だ
な
あ
。
あ
、
二

年
生
も
静
か
だ
ね
」

な
ど
と
言
う
程
度
の
こ
と
で
も
、
子
供
た
ち
は

静
か
に
な
り
ま
す
。

　
校
長
な
ら
、
そ
れ
ぐ
ら
い
は
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　
私
の
場
合
は
、
特
に
静
か
に
さ
せ
よ
う
と
し

な
く
て
も
、
子
供
た
ち
は
静
か
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
も
す
ご
く
騒
が
し
い
時
は
、
次
の
よ

う
に
し
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
立
っ
て
い
た
ら
「
み
ん
な
座
っ

て
」
と
言
い
、
座
っ
て
い
た
ら
「
全
員
起
立
」

と
言
い
ま
す
。
遅
れ
る
子
が
い
た
ら
、

「
あ
あ
、
早
い
子
は
偉
い
な
あ
。
も
う
一
回
練

習
し
て
み
よ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
座
っ
て
。
み
ん

な
上
手
。
全
員
起
立
。
あ
あ
、上
手
。
静
か
だ
ね
」

　
も
の
の
一
分
程
度
で
静
か
に
な
り
ま
す
。

　
朝
礼
の
時
に
子
供
た
ち
が
騒
が
し
く
、
校
長

が
怒
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
る
学
校
で
の
出
来
事
で
す
。
朝
会
で
子
供

た
ち
が
騒
が
し
く
、
校
長
が
壇
上
か
ら
怒
鳴
る

と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
向
山
先
生
は

校
長
が
壇
上
か
ら
怒
鳴
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
静
か
に
さ
せ
る
技
術
を
、
身
に
付
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
校
長
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
一
般

の
教
師
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
校
長
が
壇
上
で
話
を
す
る
前
に
、
進

行
役
の
教
師
が
壇
上
に
上
が
っ
て
、
子
供
た
ち

を
静
か
に
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
子
供

た
ち
を
静
か
に
さ
せ
て
か
ら
、
壇
上
を
降
り
て
、

校
長
に
話
を
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

　
次
に
、
こ
の
校
長
の
話
で
す
。
子
供
た
ち
が

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
６
）

複
雑
で
難
し
そ
う
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
本
か
ら
変
え
よ
う
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
本
来
子
供
た
ち

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
柔
軟
で
、
創
造
的
で
、
分
か
り
や
す
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
開
発
し
よ
う
。

「W
O
W

」
と
い
う
評
価

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

　

最
下
位
の
場
所
に
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
低

い
評
価
で
は
な
い
。
逆
で

あ
る
。

　

同
書
の
説
明
に
よ
る
と
、

「
教
師
に
よ
る
加
点
」
と

な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
示
さ
れ
て
い
る

基
準
よ
り
も
さ
ら
に
高
度

な
、
あ
る
い
は
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
に
到
達
し
て
い
る

子
に
与
え
ら
れ
る
イ
メ
ー

ジ
の
よ
う
だ
。

　

ひ
と
目
見
て
、
な
る
ほ

一
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
「
W
O
W
！
」

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く
る

　

海
外
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
調
べ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
を
発
見
し
た
。

『D
ifferentiated

A
ssessm

ent

』（2013
D
eborah

Blaz

）
と
い
う
書
籍
に
あ
っ
た
次

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

私
が
目
を
惹
か
れ
た
の
は
、
一
番
右
に
あ

る
「W

O
W

」
と
い
う
評
価
基
準
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
一
番
左
か
ら
「O

utstanding

」

「O
n
T
rack

」「Em
erging

」「O
ffT
rack

」

と
な
っ
て
い
る
。
左
の
「O

utstanding

」

が
一
番
高
い
評
価
で
あ
り
、「O

ffT
rack

」

が
一
番
低
い
評
価
で
あ
る
。

　

そ
の
一
番
低
い
「O

ffT
rack

」
の
さ
ら

に
右
側
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

な
ら
な
い
学
力
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

先
日
、
日
本
教
育
技
術
学
会
静
岡
大
会
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
合
田

哲
雄
氏
（
文
化
庁
次
長
）
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

評
価
観
の
大
転
換
が
必
要

　

私
も
同
じ
パ
ネ
ル
の
中
で
「
熱
中
す
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
に
つ
い
て
述
べ
た

と
こ
ろ
、
合
田
次
長
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の

コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
。

T
O
S
S
の
印
象
が
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
た
。

　

今
後
、
我
が
国
の
教
育
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
の
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」。

　

そ
れ
を
「
熱
中
さ
せ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
と
い
う
観
点
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
非
常
に
新
鮮
で
、
興
味
深
く
、

示
唆
深
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、「
子
供
た
ち
が
熱

中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
続
く
）

く
説
明
す
る
必
要
な
ん
て
な
い
で
し
ょ

う
？
」（https://sciencelessonsthatrock.

com
/tips-for-m

aking-and-using-rubrics-
htm
l/

）

　

実
に
納
得
で
き
る
。

三
　
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
か
ら
そ
の

先
へ

T
O
S
S
は
、「
子
供
た
ち
が
熱
中
す
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
開
発
し
た
い
。

　

子
供
た
ち
が
教
師
と
一
緒
に
創
り
出
す

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
ほ
し
い
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、

そ
の
子
だ
け
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
。

　

全
て
の
子
供
が
全
く
同
じ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

で
、
全
く
同
じ
ゴ
ー
ル
を
、
全
く
同
じ
締
切

で
目
指
す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

①　

空
欄
は
自
分
で
埋
め
る
。

②　

ゴ
ー
ル
を
自
分
で
決
め
る
。

③　

時
間
を
自
分
で
決
め
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
低
限
習
得
さ
せ
な
け
れ
ば

ど
と
思
っ
た
。

　

教
師
が
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て

く
る
子
供
は
必
ず
い
る
。
良
い
も
の
も
あ
れ

ば
、「
意
味
不
明
だ
け
ど
お
も
し
ろ
い
！
」

と
い
う
も
の
も
あ
る
。
授
業
の
中
で
、
そ
う

し
た
意
見
を
中
心
に
討
論
が
活
性
化
す
る
よ

う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

　

向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
「
雪
小
モ
デ

ル
」
の
「
そ
の
他
」
の
欄
の
よ
う
な
機
能
を
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
も
も
た
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

二
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に「
空
欄
」を
つ
く
る

　

し
か
も
、「W

O
W

」
の
一
部
の
欄
は
空

白
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
あ
え
て
空
白
に
し
て
い
る
の
だ
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
あ
え
て
空
白
を
つ
く
る

こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
海
外

の
ブ
ロ
グ
が
あ
っ
た
。

「
い
く
つ
か
の
ボ
ッ
ク
ス
を
空
欄
に
し
て
お

く
と
、
生
徒
た
ち
が
そ
こ
に
何
を
入
れ
る
か

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
一
番
低
い
評
価
ボ
ッ
ク
ス
を
空
欄
に
す
る

子
も
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
悪
い
評
価
を
詳
し
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イラスト：中濱麻美

指導案改善のポイント 
ベスト10

校内研の実物指導案を公開
（解説コメント付き）

2023年

2月号
特集ひ

ど
い
指
導
案
の

処
方
箋

1

2



　

ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

特集

13   2023. 2

１　

指
導
案
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
ベ
ス
ト
10

若
い
先
生
方
の
「
指
導
案
を
書
く
力
」
が

落
ち
て
い
る

そ
う
い
う
声
を
、
最
近
の
T
O
S
S
中
央
事

務
局
会
議
で
聞
き
ま
し
た
。
事
実
だ
と
し
た
ら

問
題
で
す
。

指
導
案
に
は
、
教
師
と
し
て
の
専
門
性
の
高

さ
が
反
映
し
ま
す
。
素
人
が
感
覚
で
書
く
文
章

と
は
違
う
の
で
す
。

医
師
は
カ
ル
テ
や
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
入
院

治
療
計
画
書
）
な
ど
を
書
き
ま
す
。
こ
れ
は
感

覚
で
適
当
に
書
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使

用
す
る
用
語
も
書
き
方
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
医
師
が
見
て
も
、
そ
の
意
図
を
正
確
に
判

断
で
き
る
は
ず
で
す
。

教
師
が
書
く
指
導
案
も
同
じ
で
す
。

例
え
ば
、
指
導
案
の
目
標
に
「
気
付
く
」
と

書
い
て
あ
れ
ば
、
ど
の
教
師
も
そ
の
意
図
を
正

確
に
判
断
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

気
付
か
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
な
ら
、
今
回

の
学
習
に
は
「
豊
富
な
体
験
活
動
」
が
必

ず
組
み
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

と
い
っ
た
こ
と
が
瞬
時
に
分
か
り
ま
す
。

「
気
付
く
」
は
教
師
に
と
っ
て
の
テ
ク
ニ
カ
ル

タ
ー
ム
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と
が
、
初
任
の
先
生

方
に
教
え
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
に
は
、
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、
基
本
を

踏
ま
え
て
い
な
い
指
導
案
を
書
く
人
が
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

専
門
家
と
し
て
の
教
師
の
指
導
案
、
そ
の
初

歩
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
特
集
で
は
次

の
一
〇
項
目
を
挙
げ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
教

師
に
と
っ
て
は
本
来
常
識
的
な
内
容
で
す
。

①
「
単
元
名
」
と
「
教
材
名
」
は
違
う
。

②
「
目
標
」
は
評
価
可
能
な
形
で
書
く
。

③�

「
知
る
」「
気
付
く
」「
理
解
す
る
」「
で

き
る
」
を
区
別
す
る
。

④�

「
教
材
観
」
は
教
え
る
内
容
を
明
確
に

書
く
。

⑤�

「
児
童
・
生
徒
観
」
は
そ
の
単
元
に
つ

い
て
の
実
態
を
書
く
。

⑥�

「
指
導
観
」
は
実
態
を
ふ
ま
え
て
ど
う

指
導
す
る
か
を
書
く
。

⑦�

「
指
導
計
画
」
の
一
次
・
二
次
・
三
次

は
ロ
ジ
ッ
ク
を
貫
け
。

⑧�

「
本
時
目
標
（
一
時
間
の
目
標
）」
に

「
身
に
付
け
る
」「
育
成
す
る
」
は
使
わ

な
い
。

⑨�

「
展
開
」
に
は
「
発
問
と
指
示
」
を
書
く
。

⑩�

「
留
意
点
」
に
は
「
具
体
的
な
手
立
て
」

を
書
く
。

２�　

校
内
研
の
実
物
指
導
案
を
公
開
（
解
説
コ

メ
ン
ト
つ
き
）

さ
ら
に
、
超
実
力
派
の
お
二
人
に
実
物
指
導

案
を
公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
特
集
を
資
料
に
、
各
地
で
指
導
案
勉
強
会

を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
本
誌
編
集
長

　
谷
和
樹
）
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神奈川県川崎市立小学校 田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

「ごんぎつね」は単元名ではない、
教材名である
どのような学習活動を展開するか、一言で言い表したものが単元名である。

指導案改善のポイントベスト10─「単元名」と「教材名」は違う

１

教
材
名
と
単
元
名

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
は
、
単
元
名
で
は
な
い
。
教
材
名
で
あ

る
。
単
元
名
は
「
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
お
う
」

で
あ
る
。

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
は
、「
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
話
し
合

う
」
た
め
の
教
材
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
光
村
図
書
五
年
「
や
な
せ
た
か
し
」
で
は
、

「
や
な
せ
た
か
し
」
が
教
材
名
で
あ
り
、「
伝
記
を
読
み
、

自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
が
単
元
名
で
あ
る
。

で
は
、
単
元
と
は
何
か
。
単
元
と
は
、

学
習
活
動
の
一
連
の
「
ま
と
ま
り
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
単
元
名
と
は
、

ど
の
様
な
学
習
活
動
を
展
開
す
る
か
、
一
言
で
言
い

表
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

先
の
例
で
は
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
と
い
う
教
材
を
用
い

て
、「
１
読
ん
で　

２
考
え　

３
話
し
合
う
」
と
い
う
学

習
活
動
、
言
語
活
動
を
し
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
る
。

単
元
名
は
、
目
標
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、
教
科
書
に

あ
る
単
元
名
で
な
く
と
も
良
い
。「
物
語
を
読
ん
で
、
感

想
を
発
表
し
よ
う
」
で
も
良
い
。

２

系
統
性

単
元
名
か
ら
は
、
系
統
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

教
材
名
か
ら
は
で
き
な
い
。

光
村
図
書
五
年
四
月
教
材
の
「
な
ま
え
つ
け
て
よ
」
で

は
、「
登
場
人
物
ど
う
し
の
関
わ
り
を
と
ら
え
、
感
想
を

伝
え
合
お
う
」
が
単
元
名
で
あ
る
。
七
月
教
材
の
「
た
ず

ね
び
と
」
で
は
、「
物
語
の
全
体
像
を
と
ら
え
、
考
え
た

こ
と
を
伝
え
合
お
う
」
が
単
元
名

で
あ
る
。

四
月
は
「
感
想
を
伝
え
合
う
」

だ
が
、
七
月
に
は
「
考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う
」
に
な
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

「
な
ま
え
つ
け
て
よ
」
と
「
た
ず

ね
び
と
」
で
は
、
そ
れ
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
師
は
、

教
材
名
だ
け
で
な
く
、
単
元
名
ま

で
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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福井県越前市立武生東小学校 上
うえ

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

目標と評価とは、表裏一体である
目標記述には、どんな状態になれば到達したかとハッキリ分かるように、具体的に書く。

指導案改善のポイントベスト10─「目標」は評価可能な形で書く

　

ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
、
六
年
「
ハ
ー
ド
ル

走
」
の
指
導
案
を
取
り
上
げ
る
（
※
①
）。
八
時
間
配
当

の
五
〜
七
時
間
目
の
目
標
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

練
習
の
方
法
を
考
え
、
自
分
の
め
や
す
の
記
録
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
習
活
動
を
見
る
と
、
子
供
た
ち
が
工
夫
を
し
て
、
し

か
も
、
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し
て
い
く
様
子
が
浮
か
ん
だ
。

た
だ
、
こ
の
目
標
で
は
、
評
価
が
で
き
な
い
。
特
に
分

か
ら
な
い
の
が
、「
挑
戦
す
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

・
走
っ
た
回
数
で
評
価
す
る
の
か
。

・「
自
分
の
め
や
す
の
記
録
に
ど
れ
だ
け
迫
っ
た
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
評
価
す
る
の
か
。

・
タ
イ
ム
が
上
が
っ
た
こ
と
で
評
価
す
る
の
か
。

　

つ
ま
り
、
ど
ん
な
状
態
に
な
れ
ば
、「
挑
戦
す
る
」
を

評
価
で
き
る
の
か
、
明
確
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
な
ら
、
目
標
を
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
自
分
の
め
や
す
の
記
録
に
挑
戦
し
、
こ
れ
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
指
導
案
を
取
り
上

げ
る
。
三
年
「
段
ボ
ー
ル
跳
び
越
え
リ
レ
ー
」
で
あ
る
。

箱
四
個
の
置
き
場
所
を
チ
ー
ム
で
考
え
、
リ
レ
ー
競
走
を

す
る
。
箱
の
置
き
場
所
次
第
で
、
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
と
の

勝
敗
が
変
わ
っ
た
り
、
タ
イ
ム
が
変
わ
っ
た
り
す
る
と
こ

ろ
が
楽
し
い
。
リ
ズ
ム
よ
く
障
害
を
跳
び
越
え
る
、
障
害

走
の
素
地
づ
く
り
に
も
な
る
。

　

目
標
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
段
ボ
ー
ル
箱
の
置
き
場
所
を
考
え

リ
レ
ー
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
等

間
隔
に
置
い
た
方
が
リ
ズ
ム
よ
く
跳

べ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
目
標
は
、
評
価
で
き
る
。

ノ
ー
ト
に
「
等
間
隔
に
置
い
た
方
が

リ
ズ
ム
よ
く
跳
べ
る
こ
と
」
に
関
す
る
記
述
が
書
か
れ
て

い
る
か
否
か
、
を
見
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
何
か
に
気
付
か
せ
る
」
に
は
、
授
業
中

に
、
体
験
の
場
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
案

を
見
る
と
、
リ
レ
ー
の
回
数
が
二
回
、
観
察
の
回
数
が
二

回
設
定
さ
れ
て
い
る
。
リ
レ
ー
の
前
に
練
習
を
す
る
の
で
、

回
数
は
も
う
少
し
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
に
「
等
間
隔
に

置
い
た
方
が
リ
ズ
ム
よ
く
跳
べ
る
こ
と
」
に
気
付
か
せ
る

授
業
の
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　

目
標
と
評
価
と
は
、
表
裏
一
体
で
あ
る
。
目
標
記
述
に

は
、
ど
ん
な
状
態
に
な
れ
ば
到
達
し
た
か
と
ハ
ッ
キ
リ
分

か
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

①https://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/taiiku/gakutai/

jugyou/tenkai/docum
ents/9

syou6
-2
-0
.pdf
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あ
る
市
が
公
開
し
て
い
る
指
導
案
で
あ
る
。

I
C
T
活
用
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
思
考

ツ
ー
ル
の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
大
変
意
欲
的
で
、
分

か
り
や
す
い
授
業
展
開
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

指
導
案
の
用
語
は
気
に
な
る
。

右
図
に
も
記
し
た
が
、「
醤
油
工
場
で
働
く
人
の
願
い

に
気
付
き
」
と
あ
る
。「
気
付
く
」
た
め
に
は
、「
豊
か
な

体
験
活
動
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
醤

油
工
場
で
働
く
人
の
願
い
に
「
気
付
く
」
前
に
、
資
料
を

読
み
取
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
す
る
「
体
験

活
動
」
が
豊
富
に
設
定
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

指
導
案
だ
け
で
は
、
そ
の
蓄
積
が
分
か
ら
な
い
。〈
思
考

ツ
ー
ル
で
の
整
理
〉
と
い
う
手
立
て
に
埋
も
れ
て
、
十
分

な
体
験
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。

一
方
で
、
他
の
指
導
案
を
見
る
と
、「
理
解
す
る
」
と

い
う
用
語
が
あ
る
。「
理
解
す
る
」
た
め
に
は
、「
異
な
る

意
見
の
検
討
」
が
必
要
で
あ
る
。
指
導
案
で
は
手
立
て
と

し
て
、「
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
」「
消
費
者
の
願
い
と
店

の
工
夫
を
比
較
さ
せ
る
」「
他
の
写
真
を
提
示
し
、
工
夫

点
を
仲
間
分
け
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
、「
異
な
る
意
見
」

を
前
提
に
し
た
学
習
活
動
が
き
ち
ん
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
指
導
案
の
用
語
に
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
が
あ

る
。
そ
の
用
語
を
使
う
な
ら
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
の
手
立
て

が
必
要
だ
と
い
う
論
理
が
通
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
代
表
的
な
用
語
を
四
つ
取
り
上
げ
る
。

知
る
：
情
報
の
提
示
（
例
：
資
料
や
動
画
を
見
せ
る
）

気
付
く
：
豊
か
な
体
験
活
動
の
保
障
（
例
：
所
・
時
・

物
の
準
備
）

理
解
す
る
：
異
な
る
意
見
の
検
討
（
例
：
話
合
い
、

討
論
）

で
き
る
：
お
手
本
の
模
倣
と
反
復
に
よ
る
習
熟

　
用
語
を
区
別
し
、
ロ
ジ
カ
ル
な
授
業
設
計
を
し
た
い
。

指導案改善のポイントベスト10

「知る」「気付く」「理解する」「できる」
を区別する
指導案の用語にはロジックがある。ロジックを踏まえることで、手立てが明確になり、意
図的・計画的な授業づくりにつなげることができる。

神奈川県横浜市立高田小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

※山口県HPより引用
　 https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/
attachment/115214.pdf
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島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

「教えたい内容」と「身に付けさせたい
学習方法」を書こう
学習指導要領の記述をもとに、目の前の子供たちに何を教えていくのかを書いていくこと
が必要である。

指導案改善のポイントベスト10─「教材観」は教える内容を明確に書く

こ
の
指
導
案
の
教
材
観

を
見
て
驚
い
た
。
こ
の
続

き
は
な
い
。
学
習
指
導
要

領
の
「
コ
ピ
ペ
」
で
終
了

で
あ
る
。

教
え
る
内
容
が
端
的
に

示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、「
明

確
」
と
は
い
え
な
い
。

例
え
ば
、「
分
数
の
意

味
や
表
現
に
着
目
し
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的

に
は
何
を
ど
う
教
え
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
そ
う
し
た

部
分
を
授
業
者
が
補
っ
て
書
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

こ
こ
（
注
・
教
材
観
の
こ
と
）
で
は
「
教
え
た
い

内
容
」
と
「
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
学
習
方
法
」
の
２

つ
を
書
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
は
、
ど
の
時
間
で
も
通
用
す
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
単
元
で
し
か
指
導
で
き
な
い
内
容
や

方
法
を
書
く
必
要
が
あ
る
。（『
演
習
式　

合
格
す
る

〝
指
導
案
・
学
級
経
営
案
〞
の
た
て
方
・
つ
く
り
方
』

谷
和
樹
編
著　

明
治
図
書　

22
頁
）

私
な
ら
、
谷
氏
の
言
う
「
２
つ
」
を
入
れ
て
、
次
の
文

章
を
上
の
教
材
観
に
追
加
す
る
。

　

こ
の
単
元
の
中
心
は
、「
異
分
母
の
分
数
の
加
法

及
び
減
法
の
計
算
」
で
あ
り
、
そ
の
計
算
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
形
式
的
に
通
分
を
計
算
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
分
数
の
意
味
や
表
現
に
着
目
し
、
計
算
の
仕

方
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
分
母
の
異
な
る
分
数
の
大
き
さ
を

比
べ
る
場
合
に
用
い
た
方
法
を
振
り
返
り
、
通
分
を

用
い
た
計
算
の
仕
方
を
考
え
出
さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
単
元
で
は
、「
も
と
に
す
る
数
に
注

目
し
て
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
も
意
識
さ
せ
た
い
。

　

小
数
の
場
合
に
は
、「
０
．１
」
を
も
と
に
し
て
考

え
て
い
た
が
、
分
数
の
場
合
に
は
、「
単
位
分
数
」

を
も
と
に
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
通
分
を
す
る
」
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
に
分
母
を

そ
ろ
え
る
の
で
は
な
く
、「
同
じ
単
位
分
数
に
す
る
」

と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
単
位
分
数
を
そ
ろ
え
る

こ
と
で
既
習
事
項
と
同
じ
に
な
り
、
計
算
が
可
能
に

な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。
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群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

児童の実態は具体的な数値で示す
数値があるから「可測可能となり」「具体的な手立て」が考えられる

指導案改善のポイントベスト10─「児童・生徒観」はその単元についての実態を書く

１

よ
く
あ
る
児
童
の
実
態

「
本
学
級
の
児
童
は
、
明
る
く
素
直
な
子
が
多
く
…
」

「
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
な
子
が
い
て
…
」

こ
の
タ
イ
プ
の
児
童
の
実
態
の
問
題
は
、

１　

単
元
と
関
係
な
い
児
童
の
実
態

２　

何
人
い
る
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

で
あ
る
。
体
育
「
表
現
運
動
」
の
授
業
の
指
導
案
で
あ
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、「
明
る
く
素
直
な
子
が
多
い
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
単
元
で
教
え
る
内
容
と
関
係
が
な
い
の
で

あ
る
。
単
元
で
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
に
対
し
て
の
実
態

調
査
が
必
要
に
な
る
。

２

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
に
関
連
し
た
実
態
調
査

体
育
六
年
「
表
現
運
動
」
の
単
元
で
身
に
付
け
さ
せ
た

い
力
は
、

・
踊
り
方
を
理
解
し
、
力
強
い
踊
り
が
で
き
る
力

・
自
己
や
仲
間
の
考
え
た
こ
と
を
他
者
に
伝
え
る
力

・
踊
り
の
楽
し
さ
に
気
付
き
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
互

い
の
良
さ
を
認
め
合
お
う
と
す
る
力

こ
の
力
に
関
連
し
た
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
数
値
を
入

れ
て
記
述
す
る
。

【
知
識
及
び
技
能
】

五
年
時
に
ソ
ー
ラ
ン
節
を
既
習
し
て
い
る
。
し
か
し
、

七
月
に
一
度
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
っ
て
み
る
と
全
部
の
踊
り

を
覚
え
て
い
た
児
童
は
０
名
で
あ
っ
た
。
力
強
く
踊
ろ
う

と
低
い
姿
勢
で
踊
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
子
が
三
名
、
低

い
姿
勢
に
な
ろ
う
と
し
て
い
な
い
子
が
六
名
い
た
。
踊
り

方
を
も
う
一
度
確
認
し
、
低
い
姿
勢
で
力
強
さ
を
表
現
で

き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
】

四
月
か
ら
体
つ
く
り
運
動
で
グ
ル
ー
プ
で
の
動
き
の
工

夫
を
相
手
に
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
恥

ず
か
し
さ
か
ら
自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
る
児
童
が
四
名
い
る
。
自
分
の
動
き
の
良
さ
に
気
付

か
せ
る
学
習
を
通
し
て
、
相
手
に
伝
え
る
力
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

【
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
】

踊
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
児
童
が
八
名
い
る
。

一
方
、
踊
る
こ
と
に
苦
手
意
識
が
あ
る
児
童
が
四
名
い
る
。

理
由
は
「
踊
る
こ
と
が
好
き
じ
ゃ
な
い
」「
う
ま
く
踊
れ

な
い
」
で
あ
る
。
互
い
の
良
さ
を
見
付
け
合
え
る
活
動
を

し
た
り
、
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
を
感
じ
た
り
す
る

活
動
を
通
し
て
苦
手
意
識
で
な
く
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

「教師が教えたい内容」に迫るための
手立てをイメージできるように書く
指導観の文型は決まっている。「～することによって」「～させる（ようになる）」。前半は手
段（教師の手立て）を書き、後半は児童の実態（児童の姿）を書く。

指導案改善のポイントベスト10─「指導観」は実態をふまえてどう指導するかを書く

指
導
案
は
通
常
、

次
の
流
れ
で
書
く
。

①　

教
材
観

　
　
　

←

②　

児
童
観

　
　
　

←

③　

指
導
観

あ
る
教
材
に
つ

い
て
、
教
師
は
教
え

具
体
的
な
場
面

③　

予
想
さ
れ
る
子
供
の
反
応

　

例
え
ば
次
の
よ
う
に
指
導
観
を
書
い
た
と
す
る
。

「
ぱ
っ
と
立
っ
て
発
表
す
る
子
も
い
る
が
、
な
か
な

か
立
ち
上
が
っ
て
発
表
し
な
い
子
も
い
る
。
そ
こ
で

指
名
な
し
発
表
の
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
発
表
を
し

た
子
、
譲
り
合
い
を
し
た
子
を
ほ
め
る
」

　

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
と
良
く
な
る
。

「
本
時
の
授
業
で
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
か
ら
立
ち

上
が
っ
て
発
言
す
る
と
い
う
学
習
方
法
を
身
に
付

け
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、教
材
の
「
◯
◯
◯
」

と
い
う
部
分
で
「
△
△
△
」
の
よ
う
な
学
習
活
動
を

取
り
入
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
自
分

か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
Ａ
児
、
Ｂ

児
、
Ｃ
児
な
ど
の
子
供
た
ち
が
、
お
そ
ら
く
立
ち
上

が
っ
て
発
言
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
場
面
を
書
く
。
な
お
、
指
名
な

し
発
表
に
関
す
る
「
一
時
に
一
事
」
な
ど
の
段
階
的
な
指

導
に
つ
い
て
の
内
容
は
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
て
い
る
。

た
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
（
教
材
観
）。
学
習
指
導
案
は
、

そ
の
教
え
た
い
内
容
を
教
師
が
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
と

い
う
「
指
導
の
設
計
図
」
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

指
導
は
教
師
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
開
始
さ
れ
る
。

指
導
を
受
け
る
子
供
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
が
あ
る

（
児
童
観
）。
教
師
が
教
え
た
い
内
容
と
、
子
供
の
実
態
と

の
間
に
差
が
う
ま
れ
る
。

こ
の
差
を
埋
め
る
の
が
指
導
で
あ
る
（
指
導
観
）。「
ど

の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
」「
具
体
的
な
指
導
の
手
だ
て
」

を
書
く
。
し
た
が
っ
て
、
指
導
観
に
は
次
の
内
容
を
書
く
。

①　

教
材
で
教
え
た
い
内
容
と
方
法

②　

教
材
で
指
導
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
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関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

指導計画には、研究課題解明に向けた
学習活動を段階的に書く
単元を通して育成すべき能力がある。それをどのような学習活動で子供に身に付けさせて
いくのか、どういった手順で展開していくのか等を、段階的に記していく。そのことで、ロ
ジックが貫かれた指導計画になる。

指導案改善のポイントベスト10─「指導計画」の一次・二次・三次はロジックを貫け

指
導
案
の
指
導
計
画
を
自
分
で
作
成
し
た
と
い
う
人
は
、

か
な
り
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
場
所
で
は
、
教

科
書
会
社
が
提
供
す
る
指
導
計
画
を
そ
の
ま
ま
丸
写
し
し

て
い
る
。
誰
が
書
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
な
の
で
、
指
導

案
を
見
る
時
に
、
興
味
を
も
っ
て
指
導
計
画
に
着
目
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
学
習
指
導
要
領
の
目
標
を
ど
の

よ
う
な
学
習
活
動
で
、
ど
の
よ
う
に
指
導
を
し
て
い
く
か
、

そ
の
手
順
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
、
指
導

計
画
こ
そ
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

学
校
に
は
必
ず
研
究
課
題
が
あ
る
。
学
校
課
題
と
呼
ん

で
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
重
点
的
に
研
究
す
る
内
容
で
あ

る
。
そ
の
課
題
を
い
か
に
達
成
す
る
か
を
、
指
導
計
画
の

中
に
表
現
し
て
い
く
。
例
え
ば
、「
表
現
力
の
育
成
」
が

研
究
主
題
と
な
っ
た
場
合
、
指
導
計
画
に
は
、
そ
の
教
材

を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
表
現
力
を
育
成
す
る
の
か
、
そ
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
授
業
を
す
る

の
か
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
段
階
的
に
書
か
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
段
階
が
、
一
次
、
二
次
、
三
次
で

あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
最
終
目
標
で
あ
る
表
現
力
の

育
成
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
が
貫
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

教
科
書
会
社
の
指
導
計
画
は
、
学
校
の
課
題
を
踏
ま
え

て
作
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
明
ら
か
に
整
合
性

が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
指
導
計
画

の
一
部
に
研
究
主
題
に
関
わ
る
内
容
を
埋
め
込
ん
で
く
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
一
部
で
あ
る
た
め
に
、

ロ
ジ
ッ
ク
と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
い
。

た
だ
し
、
使
用
教
材
に
は
、
研
究
主
題
と
異
な
る
指
導

内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
全
て
に
お
い
て
研
究
主
題
に
関

わ
る
こ
と
を
書
け
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
研
究
主
題

解
明
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
ば
い
い

か
分
か
る
よ
う
に
書
い
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

具
体
例
で
示
す
。
物
語
文
と
す
る
。

一
次
は
、
音
読
と
設
定
理
解
が
中
心
に
な
る
。
こ
こ
に

表
現
力
育
成
の
観
点
で
学
習
活
動
を
組
む
。
強
弱
、
抑
揚
、

間ま

等
を
考
え
さ
せ
な
が
ら
音
読
を
さ
せ
る
が
、
内
容
理
解

が
あ
っ
て
な
し
得
る
こ
と
な
の
で
、
方
向
性
を
示
す
程
度

に
す
る
。
設
定
は
、
書
き
方
を
指
導
し
て
、
記
述
さ
せ
る
。

例
と
し
て
、「
○
○
は
〜
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
〜
」
等
。

二
次
は
、
音
読
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
て
、
小
グ

ル
ー
プ
内
で
の
発
表
と
互
い
に
検
討
す
る
場
を
設
け
る
。

内
容
理
解
で
は
、
中
心
人
物
の
行
動
変
化
及
び
主
題
等
を

考
え
さ
せ
書
か
せ
る
。
話
合
い
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の

意
見
を
共
有
し
た
の
ち
に
、
自
己
決
定
さ
せ
る
。

三
次
は
、
音
読
発
表
会
を
行
い
、
さ
ら
に
学
習
内
容
を

評
論
文
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

表
現
力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
一
貫
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
。
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兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

適切で評価できる文末表現が不可欠だ
指導案の文末表現は適切で計測可能でなければならない。それぞれに評価規準が必要で
ある。

指導案改善のポイントベスト10─「本時目標（１時間の目標）」に「身に付ける」「育成する」は使わない

１

一
時
間
で
は
達
成
で
き
な
い

「
身
に
付
け
る
」
と
は
「
知
識
・
習
慣
・
技
術
等
を
自
分

の
も
の
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
（『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』

小
学
館
）。「
育
成
す
る
」
と
は
「
育
て
上
げ
る
こ
と
・
立

派
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
同
右
）。

「
身
に
付
け
る
」「
育
成
す
る
」
に
は
長
い
時
間
が
必
要

だ
。
年
間
を
通
し
て
、
六
年
間
を
通
し
て
「
身
に
付
け

る
」「
育
成
す
る
」
な
ら
ま
だ
分
か
る
。
ど
ち
ら
も
一
時

間
で
は
達
成
で
き
な
い
。
一
単
元
で
も
難
し
い
。

指
導
案
の
文
末
表
現
は
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
育
て
る
」「
育
む
」「
養
う
」
な
ど
も
同
様
だ
。
一
時
間

で
無
理
な
こ
と
を
目
標
に
す
べ
き
で
は
な
い
。

２

評
価
で
き
な
い

目
標
は
評
価
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

目
標
の
文
末
表
現
は
「
計
測
可
能
」
な
言
葉
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
身
に
付
い
た
」「
育
成
す
る
」
は
、
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
た
ら
「
身
に
付
い
た
の
か
」「
育
成
で
き

た
の
か
」
が
曖
昧
だ
。
そ
も
そ
も
大
人
で
も
技
能
や
知
識

が
「
身
に
付
い
た
」「
育
成
で
き
た
」
か
は
不
明
で
あ
る
。

前
述
し
た
「
育
て
る
」「
育
む
」「
養
う
」
も
同
様
だ
。

目
標
の
文
末
表
現
に
は
、
全
て
計
測
可
能
な
評
価
規
準

が
必
要
と
な
る
。

３

指
導
案
に
関
す
る
構
造
図
＆
実
際
の
指
導
案

　

本
特
集
で
「
知
る
」「
気
付
く
」「
理
解
す
る
」「
で
き

る
」
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
目
標
の
文

末
表
現
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
四
つ
と
な
る
は
ず
だ
。

　

上
記
は
、
指

導
案
の
書
き
方

を
一
枚
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
言
葉
の
意
味

や
必
要
な
学
習

活
動
、
向
山
洋

一
氏
の
言
葉
を

ま
と
め
て
あ
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
、
資
料
と

研
究
授
業
の
指

導
案
（
国
語
、

社
会
、
体
育
）
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。
ご
批
正
く
だ
さ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ

指導案の「展開」には「発問と指示」を
明確に記載すること
「発問と指示」をセットにして書くことで、授業が見えてくる

指導案改善のポイントベスト10─「展開」には「発問と指示」を書く

指
導
案
の
「
展
開
」
に
は
「
発
問
と
指
示
」
を

明
確
に
記
載
す
る
こ
と

こ
れ
が
基
本
で
あ
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
指
導
の
準
備
は
、『
発
問
』『
指
示
』
に
集
約

さ
れ
る
」（
向
山
洋
一
『
国
語
の
授
業
が
楽
し
く
な
る
』

一
八
六
ペ
ー
ジ
、
明
治
図
書
）
の
で
あ
る
。

「
発
問
」
を
書
い
た
ら
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
「
指
示
」
を

書
く
。
た
と
え
ば
、
次
の
発
問
が
あ
る
。

発
問  

む
か
し
、
電
車
の
車
掌
さ
ん
は
笛
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。
誰
に
聞
か
せ
た
で
し
ょ
う
。

『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
で
、

向
山
氏
が
、
良
い
発
問
の
一
つ
と
し
て
、
と
り
あ
げ
て
い

る
も
の
だ
。
こ
ん
な
発
問
な
ら
、
ど
の
子
も
手
を
挙
げ
て

発
言
す
る
だ
ろ
う
。
初
任
の
頃
の
私
は
そ
う
考
え
て
い
た
。

私
の
初
任
の
頃
の
指
導
案
を
見
返
し
て
み
る
。「
発

問
」
は
書
い
て
あ
る
が
、「
指
示
」
は
な
い
。
発
問
を
し

た
ら
、
ク
ラ
ス
全
員
が
、
直
後
に
、
発
問
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
だ
ろ
う
と
安
直
に
考
え
て
い
た
の

だ
。大

き
な
間
違
い
だ
。
発
問
後
、
教
師
の
考
え
た
通
り
に
、

発
問
に
つ
い
て
思
考
を
す
る
子
は
そ
れ
ほ
ど
い
な
い
。
ほ

と
ん
ど
考
え
て
い
な
い
子
も
少
な
く
な
い
。

発
問
だ
け
で
は
授
業
の
動
き
は
ま
だ
見
え
な
い
の
だ
。

「
指
示
」
を
セ
ッ
ト
で
記
述
す
る
の
で
あ
る
。
先
の
発
問

で
向
山
氏
が
あ
げ
た
指
示
の
例
が
三
つ
あ
る
。

①　

子
供
た
ち
に
意
見
を
言
わ
せ
る
。

②　

班
で
話
し
合
わ
せ
る
。

③　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

「
発
問
」
だ
け
の
と
き
と
は
、
思
い
浮
か
ぶ
授
業
の
光
景

が
変
わ
る
。
向
山
氏
は
、
①
②
で
は
な
く
、
③
を
選
ん
だ
。

な
ぜ
③
な
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
ま
で
考
え
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

・
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

・
お
隣
の
人
に
言
い
な
さ
い
。

・
思
い
つ
い
た
ら
、
手
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

・
思
い
つ
い
た
ら
、
立
ち
ま
す
。

・
指
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

・
ノ
ー
ト
に
書
い
た
ら
、
先
生
に
見
せ
に
き
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
発
問
を
準
備
し
、
指
示
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
す
こ
と
。
そ
れ
ら
の
発
問
と
指
示
を
指
導
案
に
明
確

に
記
載
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。



ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

特集

23 2023. 2

兵庫教育大学大学院 小
お

原
はら

嘉
よし

夫
お

「留意点」には
「具体的な手立て」を書く
「谷（2001）の指導案」を授業の原則10カ条という尺度で分析する。

指導案改善のポイントベスト10

　

谷
氏
の
指
導
案
に
お
け
る
「
留
意
点
」
に
は
、「
具
体

的
な
手
立
て
」
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
仮
説
を
設
定

し
、
質
的
に
分
析
し
、
検
証
を
行
っ
た
。

　

分
析
対
象
は
、
谷
（
二
〇
〇
一
）
第
五
学
年
一
組
国

語
科
・
算
数
科
学
習
指
導
案
で
あ
る
。

　

分
析
の
視
点
は
、
向
山
氏
の
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ

条
」
で
あ
る
。

　

分
析
方
法
は
、
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
に
よ
り
谷
氏
の
留
意
点

を
付
箋
に
し
、
Ｋ
Ｊ
法
※
で
分
類
し
た
。

【
結
論
】

全
て
の
留
意
点
が
追
試
可
能
な
具
体
的
文
章
で
書

か
れ
て
お
り
、
か
つ
、
質
的
に
多
様
性
が
見
ら
れ
た
。

　

分
類
し
て
み
る
と
、
多
様
性
が
明
ら
か
に
確
認
で
き
た
。

谷
氏
の
留
意
点
は
、
授
業
の
原
則
の
多
様
な
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

谷
氏
の
授
業
は
、
指
導
案
の
留
意
点
だ
け
か
ら
見
て
も
、

的
を
射
た
様
々
な
策
が
練
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
指
導
案
の
留
意
点
を
見
た
り
書
い
た
り
す
る

際
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
授
業
の
原
則
に
当
て
は
ま
っ
て

い
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
多
様
化
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
効
果
的
な
授
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

谷
和
樹
（
二
〇
一
二
）『
谷
和
樹
准
教
授
式　

教
員
の
書
く
指
導
案
は
医

者
の
書
く
カ
ル
テ
と
同
じ
で
す
‼
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
）

※
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
整
理
・
分
類
す
る
方
法
。

※「所・時・物の原則」は紙幅の関係で画像に入っていない。
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山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

指導案は、提案と根拠を書く
その提案に根拠はあるのか？　読み手を納得させるのが指導案である。

校内研の実物指導案を公開（解説コメント付き）─小学校

校
内
研
の
指
導
案
の
一
部
で
あ

る
。
全
文
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
し
た
。

ぜ
ひ
読
ん
で
頂
き
た
い
。

１

校
内
の
研
究
主
題
に
そ
っ
た

指
導
案
を
書
く

校
内
研
で
あ
る
か
ら
、
校
内
の

研
究
主
題
に
そ
っ
た
提
案
を
す
る
。

勤
務
校
は
「
主
体
的
・
対
話
的

に
学
ぶ
児
童
の
育
成
〜
深
い
学
び

に
つ
な
が
る
対
話
の
工
夫
〜
」
で

あ
る
。

ま
ず
は
、「
深
い
学
び
」
と
は

何
か
を
校
内
で
定
義
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
研
究
主
題
を
決
め
る
、

そ
し
て
言
葉
の
定
義
を
決
め
る
こ

と
か
ら
、
研
修
は
始
ま
る
。

そ
の
上
で
、「
指
導
法
の
工

夫
」
を
指
導
案
に
書
く
。



ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

特集

ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

ひ
ど
い
指
導
案
の

特集

ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

特集

25 2023. 225 2023. 2

２　

提
案
す
る

私
は
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
を
子
供
た
ち
に
使
わ
せ
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

ノ
ー
ト
に
意
見
を
書
か
せ
る
↓

シ
ー
ト
に
入
力
さ
せ
る
↓
シ
ー
ト

の
意
見
を
読
ま
せ
る
↓
質
問
・
反

論
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
↓
討
論

と
い
う
手
順
で
あ
る
。

３　

根
拠
を
示
す

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
わ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た

の
で
、
な
ぜ
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
わ
せ
る
と
良

い
の
か
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
学
習
指

導
要
領
」
を
根
拠
に
す
る
。
例
え
ば
、「
総
則
」

に
「
児
童
が
自
ら
学
習
課
題
や
学
習
活
動
を
選
択

す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
児
童
の
興
味
・
関
心

を
生
か
し
た
自
主
的
、
自
発
的
な
学
習
が
促
さ
れ

る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
も
根
拠
に
す
る
。

「デジタル・トークライン」には、全７ページの画像と
共に、ダウンロードいただけるPDFも掲載している。
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埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

第１学年□組国語科学習指導案
生徒数　〇名　　指導者　長谷川 博之　　場　所　１年□組教室

校内研の実物指導案を公開（解説コメント付き）─中学校

１

単
元
名
・
教
材
名

　

考
え
を
共
有
す
る
「
四
季
の
詩
」

２

生
徒
の
実
態
と
本
単
元
の
意
図

⑴
　
生
徒
の
実
態

　

教
務
主
任
ゆ
え
週
四
時
間
の
授
業
だ
け
の
関
わ
り
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
条
件
下
で
、
教
科
指
導
に
積
極
的
生
徒
指
導
を
埋

め
込
ん
で
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

四
月
に
は
音
読
も
た
ど
た
ど
し
い
状
態
の
生
徒
が
半
数
以

上
存
在
し
た
。
流
暢
な
音
読
は
理
解
の
大
前
提
で
あ
る
。
音

読
・
暗
唱
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
初
秋
に
よ
う
や
く
、

す
ら
す
ら
と
読
め
る
生
徒
が
増
え
て
き
た
。

　

文
学
的
文
章
、
説
明
的
文
章
問
わ
ず
内
容
の
読
み
取
り
に
拒

否
感
や
嫌
悪
感
を
抱
く
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
教
科

書
教
材
や
「
あ
か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
を
活

用
し
て
読
解
の
方
略
そ
の
も
の
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
読
解
を
苦
手

と
し
た
生
徒
も
成
功
体
験
を
積
み
、
嫌
が
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

本
単
元
で
は
詩
の
分
析
・
批
評
に
挑
ま
せ
る
。
年
度
初
め

の
「
ふ
し
ぎ
」（
金
子
み
す
ゞ
）、「
河
童
と
蛙
」
や
持
ち
込
ん

だ
作
品
（「
ふ
る
さ
と　

室
生
犀
星
」
等
）
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
た
と
こ
ろ
、
詩
を
分
析
し
批
評
す
る
上
で
の
レ
デ
ィ
ネ
ス

（
学
習
を
可
能
と
す
る
条
件
）
は
ほ
ぼ
無
い
状
態
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
構
想
し
た
授
業
は
き
わ
め
て
難
易
度
の
高
い
挑
戦
と
な
る
。

　

な
お
、
討
論
型
の
授
業
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
は
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
主
張
や
質
問
、
反
論
を
発
表
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
黒
板
を
活
用
し
視
覚
的

な
説
明
を
す
る
生
徒
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
ら
司

会
の
役
割
を
担
お
う
と
す
る
生
徒
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
教
師
の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
自
律

的
学
習
者
と
し
て
着
実
に
成
長
し
て
い
る
と
考
え
る
。

⑵
　
単
元
、
教
材
に
つ
い
て

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
四
季
を
代
表
す
る
四
つ
の
短
詩
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

指
導
書
で
は
一
時
間
扱
い
と
さ
れ
て
お
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の

詩
と
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
」
と
い
う
曖
昧
な
学
習
活

動
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
自
分
に
と
っ
て
の
お
気
に
入

り
の
季
節
の
詩
を
探
し
て
ク
ラ
ス
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
作
る
」

活
動
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
時
間
で
読
み
取
り
か
ら
詩

集
づ
く
り
ま
で
行
う
な
ど
、
到
底
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

私
は
五
時
間
単
元
と
す
る
。
第
一
時
は
自
力
分
析
で
あ
る
。

現
在
の
力
量
を
存
分
に
発
揮
し
て
各
詩
を
読
み
取
り
、
論
点

を
明
確
に
し
、
全
体
で
共
有
す
る
。

第
二
時
〜
第
四
時
は
共
有
し
た
論
点
の
検
討
を
行
う
。
こ
こ

で
集
団
思
考
が
生
ま
れ
、
思
考
の
深
化
が
促
さ
れ
る
と
予
想
す
る
。

　

第
五
時
で
は
残
っ
た
論
点
の
検
討
を
済
ま
せ
た
の
ち
、
選

ん
だ
一
作
品
に
つ
い
て
学
習
の
ま
と
め
を
さ
せ
る
。
こ
の
場

合
の
ま
と
め
と
は
、
短
い
評
論
文
の
執
筆
を
指
す
。

　

こ
の
流
れ
で
、
初
見
の
詩
を
自
力
で
読
み
解
く
力
の
土
台

づ
く
り
を
行
う
。
こ
れ
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
完
成
し
た
評
論
文
は
国
語
科
通
信
「
言
の
葉
」（
十

一
月
二
一
日
現
在
九
二
号
）
に
掲
載
し
、
ふ
り
か
え
り
と
新

た
な
学
び
の
素
材
と
す
る
。

　

ち
な
み
に
教
材
（
四
つ
の
詩
）
に
関
し
て
は
別
途
作
成
し

紙幅の関係で「４評価規
準」「５指導の評価の計
画」「６本時の学習指導」
については「デジタル・
トークライン」に掲載し
ています。



ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

特集

ひ
ど
い
指
導
案
の
処
方
箋

処
方
箋

特集

27 2023. 227 2023. 2

※
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
。

６

本
時
の
学
習
指
導
（
本
時
３
５
時
）

⑴
　
目
標　

級
友
の
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
解
釈
を
深
化
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
読
む
こ
と
）

⑵
　
展
開

年
間
を
通
し
た
計
画
と
し
て
、
帯
単
元
形
式
で
学
習
活
動

を
配
置
す
る
。

漢
字
学
習
↓
辞
書
引
き
↓
教
科
書
教
材
（
読
解
教
材
、
文

法
教
材
を
含
む
）
↓
か
る
た
を
基
本
型
と
す
る
。

か
る
た
は
「
五
色
名
句
百
選
か
る
た
」
と
「
五
色
百
人
一

首
」
を
行
う
。

※
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
。

７

板
書
計
画

教
室
前
面
に
テ
レ
ビ
を
置
き
、
Ｐ
Ｃ
コ
ン
テ
ン
ツ
（
Ｐ
Ｐ

フ
ァ
イ
ル
）
を
提
示
す
る
。
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
は
、
発
問
・

指
示
、
生
徒
の
提
出
し
た
論
点
一
覧
等
で
あ
る
。
検
討
す
る

順
番
に
論
点
を
提
示
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

黒
板
は
生
徒
に
開
放
す
る
。
生
徒
自
身
の
考
え
を
自
ら
板

書
さ
せ
る
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

授
業
で
も
、
板
書
し
な
が
ら
説
明
す
る
生
徒
が
い
た
り
、
生

徒
の
か
い
た
意
見
（
例
え
ば
詩
の
情
景
の
図
示
）
に
対
し
て

前
に
出
て
指
さ
し
な
が
ら
質
問
・
反
論
す
る
生
徒
が
い
た
り

し
た
。

た
だ
し
、
本
時
に
彼
ら
が
黒
板
を
活
用
す
る
か
否
か
は
「
神

の
み
ぞ
知
る
」
で
あ
る
。

「
主
題
と
主
材
」
等
、
分
析
の
観
点
を
教
え
る
。
た
と
え
ば
、「
話

者
」
を
教
え
る
な
ら
ば
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
用
い
る
。「
視

点
」
を
教
え
る
な
ら
ば
「
某
は
案
山
子
に
て
候
雀
殿
」
を
用
い
、

「
対
比
」
な
ら
ば
「
虹
も
ま
た
消
え
ゆ
く
も
の
か
わ
が
た
め
に
こ

の
地
こ
の
空
恋
は
残
る
に
」
や
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
を
用
い
る
。

　

分
析
の
観
点
を
教
え
た
ら
、
活
用
の
機
会
を
設
け
て
習
熟

を
図
る
。「
分
か
る
」
か
ら
「
で
き
る
」
へ
と
発
展
さ
せ
る
。

そ
れ
が
現
段
階
で
あ
る
。

　

分
析
の
観
点
の
入
門
編
を
教
え
た
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て

作
品
を
ど
こ
ま
で
分
析
的
に
読
め
る
か
。
分
析
し
た
内
容
を

共
有
し
つ
つ
、
集
団
で
検
討
す
べ
き
論
点
に
つ
い
て
討
論
型

の
話
し
合
い
で
真
理
に
ど
れ
だ
け
迫
れ
る
か
。
出
会
っ
て
八

か
月
の
生
徒
た
ち
と
私
と
の
挑
戦
で
あ
る
。

３　

単
元
の
目
標

⑴　

作
品
を
進
ん
で
分
析
し
、
自
分
の
考
え
を
も
と
う
と
し

て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

⑵　

文
脈
の
中
に
お
け
る
語
句
の
意
味
を
的
確
に
と
ら
え
、
作

品
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
読
む
こ
と
）

⑶　

自
身
の
解
釈
を
適
切
に
伝
え
る
た
め
に
、
語
句
を
選
ん

で
話
す
こ
と
が
で
き
る
。（
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
）

４

単
元
の
評
価
規
準
と
学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

※
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
。

５

指
導
と
評
価
の
計
画
（
全
五
時
間
）

た
資
料
（
教
材
研
究
シ
ー
ト
）
を
添
付
し
、
絶
え
ざ
る
研
究

過
程
へ
の
連
帯
の
証
と
す
る
。

⑶
　
指
導
に
つ
い
て

「
考
え
を
共
有
す
る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
。

　

そ
の
大
前
提
は
個
々
人
が
考
え
を
「
も
つ
」
こ
と
で
あ
る
。

学
習
を
苦
手
と
す
る
生
徒
も
自
身
の
考
え
を
も
ち
、
綴
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
状
態
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
主
張
・

根
拠
・
理
由
」
の
型
で
「
書
か
せ
る
」
活
動
を
ほ
ぼ
す
べ
て

の
時
間
で
設
け
て
き
た
。

次
に
、「
共
有
」
で
あ
る
。
共
有
す
る
た
め
に
は
、
発
表
が
要
る
。

た
だ
、
目
の
前
の
生
徒
は
こ
の
発
表
に
対
す
る
耐
性
が
き
わ
め
て

脆
弱
だ
っ
た
。
自
ら
の
考
え
を
書
く
こ
と
も
難
し
く
、
そ
の
考
え

を
級
友
の
面
前
で
述
べ
る
こ
と
は
輪
を
か
け
て
困
難
な
の
だ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
四
月
当
初
か
ら
、「
発
言
耐
性
」
の
育
成
に
努
め

て
き
た
。
初
期
に
は
音
読
と
暗
唱
活
動
を
積
み
重
ね
た
。
あ

る
程
度
声
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
指
名
な
し
の
朗
読
と

指
名
な
し
で
の
自
論
の
発
表
を
組
み
入
れ
た
。
隣
近
所
の
話

し
合
い
も
多
用
し
た
し
、
四
人
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
共
有
の

場
も
意
図
的
計
画
的
に
設
定
し
た
。
全
員
で
一
つ
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
し
合
う
討
論
型
の
話
し
合
い
活
動
も
、
少
し
ず

つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

私
の
指
導
の
未
熟
さ
ゆ
え
、
成
長
は
亀
の
歩
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
経
験
は
、

確
か
に
増
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
詩
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
て
と
指
示
し
て
も
、
何

を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
が
不
明
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
私
は
「（
話
者
の
）
視
点
」「
イ
メ
ー
ジ
」「
対
比
」
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①
　
教
科
書
の
「
付
録
」
を
見

て
、
似
て
い
る
字
を
な
ぞ
る
。

②
　
教
科
書
の
「
付
録
」
を
見

て
、
似
て
い
る
字
を
ノ
ー
ト

に
書
く
。

③
　
似
て
い
る
字
を
思
い
出
し

て
、
ノ
ー
ト
に
書
く
。

⑶
　
文
を
書
く

①
　
文
が
一
つ
書
け
る
（
教
科

書
の
言
葉
を
使
う
）。

②
　
文
が
三
つ
書
け
る
（
教
科

書
の
言
葉
を
使
う
）。

③
　
文
が
五
つ
書
け
る
（
自
分

で
見
付
け
た
か
た
か
な
を
使

う
）。

⑷
　
見
せ
合
う

①
　
書
い
た
文
を
先
生
に
見
せ

る
。

②
　
書
い
た
文
を
先
生
と
友
達

に
見
せ
る
。

③
　
書
い
た
文
を
み
ん
な
の
前

で
発
表
す
る
。

　
個
別
最
適
な
学
習
と
し
て
、
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
学
習
で
行
う
。

　
三
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。「
い
い

ね
」「
す
ご
い
ね
」「
か
ん
ぺ
き
」
で

あ
る
。
今
回
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、

た
て
に
進
む
こ
と
が
大
事
だ
。
進
度

が
遅
い
子
も
、「
よ
む
」「
に
て
い
る

か
た
ち
の
字
を
か
く
」「
文
を
か
く
」

「
見
せ
あ
う
」
の
学
習
が
一
回
は
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
指
導
目
標
に
従
い
四
項
目
と
し
た
。

⑴
　
読
む

①
　
先
生
の
後
に
つ
い
て
読
む
。

②
　
指
で
押
さ
え
な
が
ら
、
ひ

と
り
で
読
む
。

③
　
教
科
書
を
立
て
て
、
自
分

で
読
む
。

⑵
　
似
て
い
る
か
た
ち
の
字
を
書
く

一
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
学
習

二
縦
に
進
む

三
学
習
項
目

かたかなのかたち
ひらがなとカタカナでかたちの
似ている字を見付けて、ルーブ
リックを使って学習していく。

1年指示 かたちの似ている字を見付け
ましょう。見付けた文字や言葉を
ノートに練習しましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・１年下・P86-87

Japanese
国語
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国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

「10のまとまり」で
考える
１つずつ数えることの「不便さ」
「不正確さ」から「まとまり」
にすることの「便利さ」へ。

教育出版・１年・P142-145

1年
Mathematics
算数発問 いくつあるか分からないよ。

どうしたら正確に数えられるかな。
※ 教科書のイラストを10ずつ○で囲ませて、
十のまとまりを意識させる。

で
囲
ん
で
ご
ら
ん
」
と
指
示
す
る
よ

り
も
、「
ど
う
し
た
ら
良
い
か
な
」

と
問
い
、
子
供
か
ら
考
え
を
出
さ
せ

た
い
。

　

一
〇
ず
つ
囲
め
た
ら
、

指
示  

一
〇
の
ま
と
ま
り
が
、

三
つ
と
、
一
が
八
つ
で
三
八

だ
ね
。
み
ん
な
で
言
っ
て
み

よ
う
。

「
一
〇
の
ま
と
ま
り
が
三
つ
と
、

一
が
八
つ
で
三
八
で
す
」

と
「
一
〇
の
ま
と
ま
り
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
言
わ
せ
る
。
こ
れ
が

「
十
の
位
」
に
つ
な
が
る
。
こ
の
後
は
、

　

あ
さ
が
お
の
種
が
ブ
ロ
ッ
ク

に
変
身
し
た
よ
。

と
、具
体
物
（
あ
さ
が
お
）
↓
ブ
ロ
ッ

ク
（
半
具
体
物
）
↓
三
八
（
抽
象
）

と
抽
象
化
さ
れ
て
い
く
。

指
示  

あ
さ
が
お
の
種
が
た
く

さ
ん
あ
る
ね
。
い
く
つ
あ
る

か
先
生
に
教
え
て
。

　

一
斉
に
数
を
数
え
出
す
が
、
答
え

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。

発
問  

み
ん
な
の
言
っ
て
い
る

数
が
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
か
ら
い

く
つ
あ
る
か
分
か
ら
な
い
よ
。

ど
う
し
た
ら
正
確
に
数
え
ら

れ
る
か
な
。

　

様
々
な
数
え
方
が
挙
が
る
中
、
一

〇
ず
つ
数
え
て
、
◯
で
囲
む
意
見
を

取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
考
え
が
出
る
の
は
、
そ
れ
ま

で
の
学
習
で
、

　

教
科
書
の
イ
ラ
ス
ト
を
○
で

囲
ま
せ
、
い
く
つ
あ
る
の
か
数

を
書
き
込
ま
せ
る
指
導
を
し
て

き
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

最
初
か
ら
教
師
が
「
一
〇
ず
つ
○
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ざ
ー
／
ぽ
つ
ぽ
つ
／
ジ
ャ
バ
ジ
ャ
バ

説
明
１  

雨
の
音
で
も
い
ろ
い
ろ
な

表
し
方
が
で
き
ま
す
。

　

別
の
場
面
で
も
挑
戦
す
る
と
よ
い
。

指
示
１  

「
ま
る
で
◯
◯
の
よ
う
な

◯
◯
」
◯
◯
に
入
る
言
葉
を
ノ
ー

ト
に
書
き
ま
す
。

反
応
例  

ま
る
で
鬼
の
よ
う
な
母
／

ま
る
で
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
よ
う
な
雲

　

考
え
る
こ
と
が
難
し
い
子
供
に
は
、

ど
ち
ら
か
の
◯
を
教
師
が
設
定
し
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。

説
明
１  

雨
を
テ
ー
マ
に
詩
を
作
り

ま
す
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
組
み
合
わ

せ
る
だ
け
で
簡
単
に
詩
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
き
た
子
供
の
作
品
を
一
人
一
台

端
末
等
で
共
有
す
る
と
、
参
考
作
品

が
集
ま
り
、
更
に
作
り
や
す
く
な
る
。

比
喩
表
現
集
め

同
じ
テ
ー
マ
で
詩
作
り

　

こ
の
単
元
は
、
自
分
の
身
の
回
り

の
出
来
事
を
テ
ー
マ
に
詩
を
作
る
単

元
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
り
方
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
前
単
元
で
あ
る
「
よ
う

す
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
」
で
学
習
し

た
こ
と
を
生
か
し
た
授
業
展
開
を
以

下
に
示
す
。

第
一
時　

オ
ノ
マ
ト
ペ
・
比
喩

を
使
っ
た
表
し
方
の
練
習
を

す
る
。

第
二
時　

同
じ
テ
ー
マ
で
詩
を

作
る
。

第
三
時　

自
分
で
考
え
た
テ
ー

マ
で
詩
を
作
る
。

　

第
一
時
、
第
二
時
で
、
様
々
な
表

し
方
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
詩
を
作

る
時
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

発
問
１  

雨
が
降
る
音
を
言
葉
に
し

ま
す
。
ど
ん
な
音
が
し
ま
す
か
。

反
応
例  
ざ
あ
ざ
あ
／
し
と
し
と
／

オ
ノ
マ
ト
ペ
集
め

見たこと、かんじた
こと
オノマトペ、比喩を使って、知
的で楽しい詩を作ろう。

2年発問１ 雨が降る音を言葉にします。
どんな音がしますか。
指示１ 「まるで◯◯のような◯◯」
◯◯に入る言葉をノートに書きま
す。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

光村図書・２年下・P98-99

Japanese
国語

作
品
例  
雨
が
ふ
っ
て
き
た

　
　
　

   
ぽ
つ
ぽ
つ
ぽ
つ

　
　
　

   

強
く
な
っ
て
き
た

　
　
　

   

ざ
あ
ざ
あ
ざ
あ

　
　
　

   

ざ
ざ
ざ
ざ
ざ

　
　
　

   

ざ
ー
ー
ー
ー
ー

　
　
　

   

い
つ
ま
で
ふ
る
の
か
な
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な
子
で
も
理
解
し
や
す
く
な
る
。

　

問
題
文
の
順
番
で
数
を
書
い
て
い

く
。

「『
み
か
ん
が
15
個
あ
り
ま
す
』
こ

れ
は
、全
体
で
す
か
。
部
分
で
す
か
」

（
部
分
で
す
）

「
部
分
で
す
。
上
に
15
と
書
き
な
さ

い
」

「『
何
こ
か
買
っ
て
き
た
』
部
分
で

す
か
。
全
体
で
す
か
」（
部
分
で
す
）

「
分
か
ら
な
い
の
で
、□
と
し
ま
す
」

「『
ぜ
ん
ぶ
で
32
こ
で
す
』
全
部
は
、

図
の
ど
こ
に
書
き
ま
す
か
。
指
を
置

き
な
さ
い
」

「
下
に
32
と
書
き
な
さ
い
」

「
□
を
求
め
る
式
を
書
き
な
さ
い
」

（
し
き　

32－

15
）

「
筆
算
も
書
い
て
計
算
し
な
さ
い
」

「
答
え
は
ど
う
な
り
ま
す
か
」

〈
参
考
文
献
〉

『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
』

二
〇
〇
一
年
六
月　

向
山
洋
一
氏

二
〇
一
〇
年
七
月　

大
関
貴
之
氏

二
〇
一
三
年
三
月　

中
田
幸
介
氏

　

図
を
使
っ
て
、
加
法
や
減
法
の
立

式
を
す
る
学
習
で
は
、
テ
ー
プ
図
の

か
き
方
を
教
え
る
。教
科
書
で
は
、「
ぜ

ん
ぶ
」
を
書
く
場
所
が
テ
ー
プ
図
の

上
に
来
た
り
下
に
来
た
り
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
下
に
固
定
す
る
こ
と
で

混
乱
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ノ
ー
ト
に
横
七
マ
ス
、
縦
一
マ
ス

の
四
角
形
を
か
き
な
さ
い
」

「
隣
同
士
確
認
し
な
さ
い
」

「
三
マ
ス
と
四
マ
ス
に
分
け
な
さ
い
」

「
上
下
に
チ
ョ
ン
、
チ
ョ
ン
と
書
き

な
さ
い
」

　

ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー

ト
で
手
順
を
示
す
と
、
実
際
の
子
供

の
ノ
ー
ト
と
同
じ
罫
線
な
の
で
苦
手

授
業
の
展
開

東京都公立小学校

加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

図をつかって
考えよう
テープ図の型を示すことで、ど
の子もできるようにする。

東京書籍・２年下・P75-76

2年
Mathematics
算数指示 横７マス、縦１マスの四角形

をかきなさい。
指示 ３マスと４マスに分けなさい。
指示 「チョンチョン」と書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
学
習
で

学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
な
が
ら

発
表
さ
せ
る
。
例
え
ば
、「
校
庭
に
あ

る
も
の
」「
校
舎
内
に
あ
る
も
の
」「
そ

の
他
」
の
よ
う
な
分
類
、「
遊
ぶ
場
所
」

「
学
ぶ
場
所
」
の
よ
う
な
分
類
を
さ
せ

て
、
大
雑
把
に
絞
っ
て
か
ら
、
具
体

的
に
何
を
じ
ま
ん
す
る
か
決
め
る
方

法
も
あ
る
。
ま
た
、「
何
時
ま
で
に
一

つ
に
絞
れ
た
ら
合
格
で
す
」
の
よ
う

に
時
間
制
限
を
す
る
方
法
も
あ
る
。

こ
の
単
元
は
、
決
め
る
の
が
メ
イ
ン

の
学
習
で
は
な
い
の
で
、
時
間
を
か

け
ず
決
め
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

指
示  

そ
れ
で
は
一
班
か
ら
、
ど
こ

を
じ
ま
ん
す
る
こ
と
に
決
め
た

か
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

全
て
の
班
が
発
表
を
終
え
た
ら
、

今
後
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
。

説
明  

ど
う
し
て
そ
の
場
所
が
一
番
な

の
か
理
由
が
な
い
と
聞
い
て
い
る

人
は
納
得
で
き
な
い
よ
ね
。
こ
れ

か
ら
班
で
相
談
し
て
、
そ
の
場
所

を
じ
ま
ん
す
る
理
由
を
考
え
ま
す
。

　

光
村
「
わ
た
し
た
ち
の
学
校
じ
ま

ん
」
を
扱
う
。

指
示  

こ
の
学
校
の
じ
ま
ん
を
三
つ

探
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
隣
の
人
と

お
互
い
に
言
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
じ
ま
ん
と
言
わ
れ
て
も
思
い

つ
か
な
い
子
も
い
る
。
情
報
交
換
す

る
こ
と
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
学
校
の
じ
ま
ん
を

三
つ
書
き
ま
す
。
一
つ
書
け
た
ら

ノ
ー
ト
を
先
生
に
見
せ
に
来
ま
す
。

　

丸
を
付
け
る
と
き
に
、「
な
る
ほ

ど
！　

校
庭
の
◯
◯
山
ね
。
あ
そ
こ

は
こ
の
学
校
に
し
か
な
い
小
さ
な
山

だ
か
ら
ね
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
す
る

と
他
の
子
の
参
考
に
な
る
。

指
示  

三
つ
書
い
た
中
で
一
番
じ
ま

ん
し
た
い
も
の
に
◯
を
付
け
ま
す
。

　

こ
の
指
示
で
一
つ
に
絞
る
。

説
明  

今
度
は
班
で
相
談
し
て
一
つ

に
絞
り
ま
す
。
で
き
る
か
な
。

指
示  

班
で
集
ま
っ
て
、
ど
の
学
校

じ
ま
ん
を
発
表
し
よ
う
か
決
め

ま
し
ょ
う
。

班で協力してスピーチを行う
じまんする場所を決めたら、スピー
チ原稿を分担させる。役割分担を
決めると負担なくスムーズにいく。
端末でその場所を撮影し、スピー
チの時に使用させるとよい。

3年発問 この学校のじまんを３つ探し
ます。まずは、隣の人とお互いに
言い合いましょう。
指示 ノートに学校のじまんを３つ
書きます。１つ書けたらノートを
先生に見せに来ます。

埼玉県さいたま市立植竹小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

光村図書・３年下・P116-120

Japanese
国語
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「
そ
の
下
。
ひ
な
た
さ
ん
の
考
え
が

あ
り
ま
す
。
一
回
、
読
み
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
に
読
ま
せ
る
。

「
写
し
な
さ
い
。
写
し
た
ら
、

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
」

　

前
も
っ
て
、
布
石
も
う
っ
て
お
く
。

「
□
は
定
規
を
使
っ
て
か
き
ま
す
。

定
規
を
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
か
き

直
し
で
す
」

　

丁
寧
さ
が
、
大
事
で
あ
る
。
正
し

く
写
せ
て
い
た
ら
、
○
を
付
け
る
。

「
だ
い
ち
さ
ん
を
写
し
な
さ
い
」

　

ひ
な
た
さ
ん
、
だ
い
ち
さ
ん
、
ど

ち
ら
も
写
せ
た
子
供
は
、
黒
板
に
も

書
か
せ
る
。
時
間
調
整
で
あ
る
。

「
二
つ
の
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
ひ

な
さ
ん
は
、
こ
つ
こ
つ
数
字
を
入
れ

て
い
く
、
こ
つ
こ
つ
式
。
だ
い
ち
さ

ん
は
、
線
分
図
を
使
う
、
線
分
図
式
。

ど
ち
ら
の
や
り
方
が
好
き
で
す
か
？
」

「
練
習
問
題
。
二
つ
の
や
り
方
の
自

分
が
好
き
な
ほ
う
で
解
き
な
さ
い
」

　

教
師
が
ゆ
っ
く
り
読
む
。

「
あ
め
が
１
ふ
く
ろ
と
、
ば
ら

で
４
こ
あ
り
ま
す
。
あ
め
は
全

部
で
18
こ
あ
る
そ
う
で
す
。
１

ふ
く
ろ
の
あ
め
の
数
を
□
こ
と

し
て
式
に
か
き
、
□
に
あ
て
は

ま
る
数
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。」

「
み
ん
な
で
読
み
ま
す
。
さ
ん
、
は

い
」
子
供
た
ち
に
も
読
ま
せ
る
。

　

子
供
た
ち
が
読
み
終
え
た
瞬
間
に

指
示
す
る
。

「
式
を
書
き
な
さ
い
」

　

指
名
す
る
。

（
□
＋
４
＝
18
で
す
）

「
同
じ
人
？
」

　

子
供
た
ち
が
嬉
し
そ
う
に
手
を
挙

げ
る
。「
よ
ぉ
し
！
」

「
こ
れ
は
簡
単
だ
。
ど
う
し
て
簡
単

か
、
説
明
で
き
る
人
？
」

（
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
）

「
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
、

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
の
が
分
か
る

の
も
勉
強
の
う
ち
」

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

教師は説明しない
写させる
子供は写すと、考え方を身に付ける。

啓林館・３年下・P96

3年
Mathematics
算数指示１ 写しなさい。

指示２ こつこつ式、線分図式。自
分が好きなほうで解きなさい。

授業　ちょこっと動画

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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が
よ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

指
示
３  

あ
る
い
は
次
の
文
で
も
い

い
で
す
ね
。
四
角
を
埋
め
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。「
先
生
の
夢
は
、
□

□
□
□
□
□
。」

「
世
界
一
周
旅
行
」
が
入
る
。
体
言

止
め
で
あ
る
。

指
示
４  

次
の
文
章
に
書
き
換
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
□
を
埋
め
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。「
世
界
一
周
旅
行

を
す
る
。
□
□
□
先
生
の
夢
だ
。」

「
そ
れ
が
」「
こ
れ
が
」
な
ど
が
入

る
。
指
示
語
で
つ
な
げ
た
の
で
あ
る
。

　
で
き
た
三
つ
の
文
を
そ
れ
ぞ
れ
①
、

②
、
③
と
す
る
。

　
教
科
書
一
〇
一
ペ
ー
ジ
五
行
目
ま

で
範
読
す
る
。
五
行
目
を
三
回
読
ま

せ
る
。

指
示
５  

今
読
ん
だ
文
を
、
主
語
と

述
語
が
正
し
く
対
応
す
る
よ
う

に
書
き
直
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
分
か
ら
な
い
子
に
は
、
①
を
参
考

に
す
る
と
よ
い
と
教
え
る
。
正
し
く

書
き
直
せ
た
ら
、
力
強
く
褒
め
た
い
。

　
次
の
文
を
黒
板
等
で
提
示
す
る
。

　
先
生
の
ゆ
め
は
、
世
界
一
周

旅
行
を
す
る
。

指
示
１  

こ
の
文
を
三
回
読
ん
で
ご

ら
ん
な
さ
い
。
全
員
起
立
。

発
問
１  

こ
の
文
は
変
で
す
ね
。
ど

こ
が
変
で
す
か
。
近
く
の
人
と
相

談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
相
談
後
、
発
言
さ
せ
る
。
主
語
と

述
語
が
「
変
だ
」「
つ
な
が
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
念
の
た
め
、
主
語
と
述
語
を
確
認

す
る
。主
語
は
「
夢
は
」、述
語
は
「
世

界
一
周
旅
行
を
す
る
」
で
あ
る
。

指
示
２  

主
語
と
述
語
が
正
し
く
対

応
す
る
よ
う
に
、
文
を
書
き
直
し

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
書
か
せ
た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来

さ
せ
る
。
黒
板
に
板
書
さ
せ
る
。
次

の
よ
う
な
文
が
出
る
だ
ろ
う
。

「
先
生
の
夢
は
、
世
界
一
周
旅
行
を

す
る
こ
と
だ
。」

説
明
１  
主
語
と
述
語
の
つ
な
が
り

達意の文の基本
「主語と述語を正しく
対応させる」
リライトで主語と述語のつなが
りをよくする。

4年先生のゆめは、世界一周旅行をする。

発問 この文は変ですね。どこが変
ですか。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年下・P101-104

Japanese
国語
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指
示
３  

今
塗
っ
た
０
．１
L

を
も
と
に
す
る
の
で
す
ね
。

指
示
４  

上
の
段
の
０
．３
と

書
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
見

え
る
よ
う
に
、
そ
の
右
側
を

隠
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
1  

０
．３
L
は
０
．１
L

が
何
こ
分
で
す
か
。（
指
名
）

指
示
５  

テ
ー
プ
の
中
に「
３
」

と
書
き
な
さ
い
。

発
問
２  

２
こ
分
の
と
こ
ろ
ま
で
出

し
ま
す
。
こ
こ
に
は
０
．１
L
が

何
こ
分
入
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

指
示
６  

テ
ー
プ
の
中
に
３
と
書
き

な
さ
い
。

指
示
７  

残
り
も
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
3  

０
．１
L
が
三
こ
。
そ
れ

が
６
こ
分
あ
り
ま
す
ね
。
０
．１

L
が
３
×
６
で
18
。
０
．１
L
が

18
こ
分
で
何
Ｌ
に
な
る
の
で
す

か
。
教
科
書
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

こ
こ
を
扱
い
、
基
本
型
に
入
る
。

　

問
題
文
を
読
む
。（
子
供
に
も
）

指
示
１  

式
を
書
き
な
さ
い
。

　

０
．３
×
６
と
確
認
す
る
。

　

小
数
の
か
け
算
の
仕
方
を
考
え
る

た
め
に
二
つ
の
考
え
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
一
つ
が
、
dL
を
Ｌ
に
変
換
す

る
考
え
、
も
う
一
つ
が
、
０
．１
を

も
と
に
し
て
０
．１
L
が
何
こ
分
な

の
か
と
数
直
線
を
使
う
考
え
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
両
方
を
扱
わ
ず
、
数
直
線

の
方
だ
け
を
扱
う
。

説
明
１  

数
直
線
を
見
ま
す
。
下
の

段
が
何
こ
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

０
こ
、
１
こ
、
…
６
こ
ま
で
あ
り

ま
す
。

指
示
２  

真
ん
中
に
テ
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
０
．１
L
と
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
指
を
お

き
な
さ
い
。
０
．１
L
だ
け

赤
で
色
を
塗
り
な
さ
い
。

　

赤
で
色
を
塗
ら
せ
た
と
こ
ろ
は

持
っ
て
こ
さ
せ
た
り
、
お
隣
同
士
で

確
認
さ
せ
た
り
の
方
法
で
点
検
す
る
。

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

考えは１つだけ扱うのか
２つとも扱うのか
数直線を使った考えを扱い、作業をさ
せることで何こ分かを感覚的につかま
せる（向山洋一氏４年算数「小数のか
け算」1998年１月19日（月）修正追試）。

東京書籍・４年下・P83-84

4年
Mathematics
算数指示 今塗った0.1Lをもとにするの

です。
発問 0.3Lは0.1Lが何こ分ですか。

※教科書をもとに赤塚が作成。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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子
供
が
板
書
し
た
も
の
を
、
六
つ

に
分
類
し
、
型
を
教
え
る
。

指
示  

自
分
が
書
い
た
見
出
し
は
、

ど
の
型
か
番
号
を
書
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
他
の
型
の
見
出
し
を
作
り

ま
す
。

（
例
）
③
お
父
さ
ん
と
ひ
ろ
し
は
、

い
つ
仲
直
り
す
る
の
か
…
。

指
示  

お
す
す
め
の
本
の
見
出
し
を

書
き
な
さ
い
。

（
例
）・
数
多
く
の
失
敗
を
積
み
重
ね

た
エ
ジ
ソ
ン
の
人
生
は
…

・
物
づ
く
り
と
挑
戦
に
彩
ら
れ
た
人

を
知
っ
て
い
ま
す
か

・
当
た
り
前
の
こ
と
を
続
け
る
意
味

を
教
え
て
く
れ
た
イ
チ
ロ
ー
選
手

　
型
を
教
え
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

は
次
々
に
見
出
し
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
参
考
】
武
田
晃
治
氏
実
践

三
見
出
し
を
再
考
す
る

四

お
す
す
め
の
本
で
見
出
し
づ
く
り

　
こ
の
単
元
で
は
、
自
分
の
お
す
す

め
の
本
を
選
び
、
す
い
せ
ん
す
る
文

章
を
書
く
。
構
成
を
考
え
、
下
書
き

を
書
い
た
後
、
見
出
し
の
書
き
方
に

つ
い
て
授
業
を
行
っ
た
。

説
明  

見
出
し
の
工
夫
を
し
ま
す
。

そ
の
作
品
の
よ
さ
を
、
短
い
言
葉

で
伝
え
て
い
き
ま
す
。

指
示  

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
の
見
出

し
を
考
え
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ

い
。

（
例
）・
お
父
さ
ん
と
食
べ
た
特
製
カ

レ
ー

・
素
直
に
な
れ
な
い
ひ
ろ
し

　
以
前
学
習
し
た
「
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
」
の
見
出
し
を
考
え
さ
せ
る
。
早

く
書
け
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
、
発
表

さ
せ
た
。

指
示  

み
な
さ
ん
が
書
い
た
見
出
し

を
分
類
し
ま
す
。

一

見
出
し
を
つ
く
る

二
見
出
し
の
分
類
・
型
の
提
示

「この本、おすすめ
します」
見出しの型を教えることで、ど
の子も読み手を引き付ける見出
しを書くことができる。

5年発問 「カレーライス」の見出しを考
え、ノートに書きなさい。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・５年・P206-210

Japanese
国語
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12
㎝
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
子
供
は

気
付
く
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
次
の
指
示
を
出
す
。

式
・
答
え
を
書
き
な
さ
い
。

　

上
記
の
図
①
な
ら
ば
、７
×
３
．14

と
い
う
式
に
な
る
。
②
な
ら
ば
、

６
×
２
×
３
．14
（
12
×
３
．14
）
に

な
る
。

　

こ
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
円
を
か
か
せ
て
「
見
え

る
化
」
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
円
周
を
求
め
る
条

件
で
あ
る
「
直
径
」
を
と
ら
え
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

教
科
書
や
テ
ス
ト
で
は
、
言
葉
の

み
で
問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
②
で
は
、
６

×
３
．14
と
立
式
す
る
子
供
が
複
数

い
る
。

　

上
記
の
図
の
よ
う
に
、
円
を
か
か

せ
、
直
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
こ
と
で
、

細
か
な
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
科
書
に
は
、「
直
径
７
㎝
の
円

の
円
周
の
長
さ
」
と
「
半
径
６
㎝
の

円
の
円
周
の
長
さ
」
を
求
め
る
問
題

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
次
の
指
示
を
出
す
。

ノ
ー
ト
に
円
を
か
き
な
さ
い
。

　

円
の
大
き
さ
だ
が
、
実
際
の
大
き

さ
で
な
く
て
も
良
い
。ま
た
、フ
リ
ー

ハ
ン
ド
で
か
か
せ
て
も
よ
い
。

　

こ
の
時
、
長
さ
も
書
き
込
ま
せ
る
。

上
記
の
図
①
な
ら
ば
、
直
径
の
部
分

に
７
㎝
を
、
②
な
ら
ば
、
半
径
の
部

分
に
６
㎝
を
書
き
込
ま
せ
る
。

　

次
の
指
示
を
出
す
。

直
径
を
赤
鉛
筆
で
な
ぞ
り
な
さ

い
。

　

赤
鉛
筆
で
直
径
の
部
分
を
な
ぞ
ら

せ
る
。
上
記
の
図
①
な
ら
ば
、
そ
の

ま
ま
直
径
７
㎝
の
部
分
を
な
ぞ
れ
ば

よ
い
。
②
の
場
合
、
直
径
の
部
分
を

な
ぞ
る
過
程
に
よ
り
、
直
径
の
長
さ

は
６
㎝
で
は
な
く
、
６
×
２
＝
12
で

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

見える化し、直径をなぞらせる
円周の長さを求める問題で間違
える原因は、図形そのものをイ
メージできていないことにある。
円をかかせて見える化させる。そ
の上で直径をなぞらせることが効
果的である。

東京書籍・５年下・P112

5年
Mathematics
算数指示１ ノートに円をかきなさい。

指示２ 直径を赤鉛筆でなぞりなさい。
指示３ 式・答えを書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問



38

（「
ま
る
い
ま
る
い
ま
ん
ま
る
い
」

の
方
が
ま
る
ま
る
綺
麗
な
満
月

の
お
月
様
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま

す
）
※
倒
置
法
も
同
様
に
扱
う
。

説
明
２  

こ
の
よ
う
に
、
表
現
の
工

夫
が
あ
る
こ
と
で
、
読
み
手
が
引

き
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

発
問
５  

こ
の
詩
は
一
日
の
う
ち
の

い
つ
頃
で
す
か
。
朝
、昼
、夕
方
、夜
。

説
明
３  

こ
れ
は
満
月
が
出
始
め
た

頃
で
す
か
ら
夕
方

で
す
ね
。
※N

H
K

for
school

を
確
認

し
て
も
い
い
。

指
示
４  

こ
の
詩
に
は
続
き
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
技
を
見
付
け

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

②
隠（
か
く
）れ
た
　
雲
に

　
黒
い
黒
い
　
真
っ
黒
い

　
墨（
す
み
）の
よ
う
な
　
雲
に

③
ま
た
出
た
　
月
が

　
ま
る
い
ま
る
い
ま
ん
ま
る
い

　
盆（
ぼ
ん
）の
よ
う
な
　
月
が

　
教
科
書
を
開
か
ず
に
詩
だ
け
を
子

供
に
提
示
す
る
。

指
示
１  「
つ
き
」
三
回
読
み
ま
す
。

指
示
２  

こ
の
詩
を
一
番
短
く
言
う

と
ど
う
な
り
ま
す
か
。
主
語
と
述

語
で
言
い
な
さ
い
。（
つ
き
が
で
た
）

指
示
３  

で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
味
気

な
い
で
す
。
技
が
三
つ
あ
り
ま
す

ね
。
見
付
け
な
さ
い
。

①
で
た
で
た
つ
き
が（
倒
置
法
）

②
ま
る
い
ま
る
い（
反
復
法
）

③
ぼ
ん
の
よ
う
な（
比
喩
）

発
問
１  

何
の
よ
う
な
「
つ
き
」
と

言
っ
て
い
ま
す
か
。（
ぼ
ん
の
よ
う

な
つ
き
）※
盆
を
説
明
し
て
も
い
い
。

発
問
２  

こ
の
よ
う
な
技
を
二
文
字

で
な
ん
と
言
い
ま
す
か
。（
比
喩
）

発
問
３  

他
に
も
技
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
技
で
す
か
。（
ま
る
い
ま

る
い
と
繰
り
返
し
て
い
ま
す
）

発
問
４  

「
ま
る
い
ま
る
い
ま
ん
ま

る
い
つ
き
」
と
「
ま
る
い
つ
き
」

で
は
ど
の
よ
う
に
違
い
ま
す
か
。

２番と３番の歌詞を
活用する
理科で習った知識を生かしながら、
満月が出る時間を読み取ったり、
２番、３番の歌詞を出したりする
ことで、知的な展開にもっていく。

6年発問 この詩は１日のうちのいつ頃
ですか。朝、昼、夕方、夜。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

光村図書・６年・P204-207

Japanese
国語
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さ
い
。

「
３
０
０
＋
２
０
０
は
、
１
０
０
を

も
と
に
す
る
と
、
１
０
０
が
３
＋
２

＝
５
で
五
こ
だ
か
ら
、
答
え
は
５
０

０
で
す
」

　

⑵
は
も
う
少
し
手
を
放
す
。

指
示
４  

⑵
。□
の
中
を
埋
め
な
さ
い
。

「
式
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？　

○

○
さ
ん
」

「
０
．３
＋
０
．２
で
す
」

「
０
．３
＋
０
．２
で
す
ね
。
も
と
に

す
る
数
は
い
く
つ
で
す
か
？　

△
△

さ
ん
」

「
０
．１
で
す
」

「
０
．１
で
す
ね
。
二
つ
と
も
合
っ

て
た
人
？　

赤
丸
を
し
な
さ
い
」

指
示
５  

⑵
の
説
明
を
ノ
ー
ト
に
書

き
な
さ
い
。

　

三
回
目
な
の
で
、
す
ぐ
に
書
き
終

わ
る
は
ず
だ
。
⑶
も
同
様
に
進
め
、

練
習
問
題
①
は
手
放
し
で
や
ら
せ
る
。

指
示
６  

上
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
の

ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
一
つ

書
け
た
ら
持
っ
て
き
な
さ
い
。

指
示
１  

例
を
指
さ
し
な
さ
い
。
し

ほ
さ
ん
は
□
の
中
に
、「
30
」
と

「
20
」
と
入
れ
ま
し
た
。
□
の
中

に「
30
」と「
20
」と
書
き
な
さ
い
。

指
示
２  

し
ほ
さ
ん
の
説
明
を
読
み

ま
す
。
さ
ん
は
い
。

「
30
＋
20
は
、
10
を
も
と
に
す
る
と
、

10
が
３
＋
２
＝
５
で
５
こ
だ
か
ら
、

答
え
は
50
で
す
。」

　

こ
れ
が
基
本
型
に
な
る
。

　

⑴
〜
⑶
を
一
緒
に
や
り
な
が
ら
、

徐
々
に
手
放
し
て
い
け
ば
よ
い
。

発
問
１  

⑴
。
□
に
は
何
が
入
り
ま

す
か
。
○
○
さ
ん
。

「
３
０
０
と
２
０
０
で
す
」

「
３
０
０
と
２
０
０
で
す
ね
。
教
科

書
に
書
き
な
さ
い
」

発
問
２  

も
と
に
す
る
数
は
何
で
す

か
。
書
き
な
さ
い
。

「
△
△
さ
ん
」（「
１
０
０
で
す
」）

「
１
０
０
で
す
ね
。合
っ
て
い
た
人
？　

よ
し
！　

赤
鉛
筆
で
丸
し
な
さ
い
」

指
示
３  

し
ほ
さ
ん
の
言
い
方
を
真

似
し
て
、
お
隣
さ
ん
に
説
明
し
な

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

変化のある繰り返しで
徐々に手放していく
教科書の説明をお手本にして、
説明にチャレンジさせることで
理解が深まる。

東京書籍・６年・P200

6年
Mathematics
算数指示 しほさんの言い方を真似して、

お隣さんに説明しなさい。

※教科書をもとにかき起こしています。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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五
年
生
の
三
学
期
単
元
「
自
然
災

害
を
防
ぐ
」
の
導
入
を
以
下
の
よ
う

に
進
め
た
。

発
問  

地
震
は
自
然
災
害
で
す
。
自

然
災
害
に
は
、
他
に
何
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
自
然
災
害
と
反
対
の
言

葉
を
考
え
さ
せ
る
と
自
然
災
害
を
捉

え
さ
せ
や
す
い
。

発
問  

と
こ
ろ
で
、
自
然
災
害
の
反

対
の
言
葉
は
何
で
す
か
。

　

答
え
を
考
え
さ
せ
て
も
良
い
し
、

調
べ
さ
せ
て
も
良
い
。

答
え
は
、「
人
為
災
害
」
で
あ
る
。

１
自
然
災
害
と
は
何
か

飛
行
機
の
墜
落
や
火
の
不
始
末
に
よ

る
火
事
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
自
然
災
害
に
何
が
あ

る
か
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
学
級
で

は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

津
波　

土
砂
崩
れ　

竜
巻

大
雨　

台
風　

噴
火　

高
潮

山
火
事　

大
雪　

な
だ
れ

雷　

隕
石　

干
ば
つ　

洪
水

こ
れ
ら
を
分
類
し
な
が
ら
、
教
科

書
に
出
て
く
る
次
の
災
害
を
、
写
真

を
見
せ
な
が
ら
確
認
す
る
。

地
震
災
害　

津
波
災
害

風
水
害　

火
山
災
害　

雪
害

　

災
害
の
様
子
を
捉
え
さ
せ
る
た
め

に
、N

H
K
for
school

の
サ
イ
ト
に

あ
る
い
く
つ
か
の
ク
リ
ッ
プ
映
像
を

見
せ
る
。

災
害
が
多
い
日
本

（
２
：
30
ま
で
）

地
震
の
多
い
国　

日
本

台
風
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
被
害

日
本
の
火
山

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
日
本
は
災
害

が
起
き
や
す
い
国
だ
と
分
か
る
。

そ
の
上
で
、
戦
後
の
自
然
災
害
に

お
け
る
死
者
・
行
方
不
明
者
数
を
見

せ
る
。
下
記
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
一
度
に
見
せ
る
の
で
な
く

「
伊
勢
湾
台
風
」
ま
で
見
せ
、
こ
の

２
災
害
の
映
像
を
見
る

３
災
害
死
者
数
か
ら
学
習
問
題
へ

後
、
増
え
る
か
減
る
か
変
わ
ら
な
い

か
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
前
ま

で
見
せ
、
こ
の
後
増
え
る
か
減
る
か

変
わ
ら
な
い
か
、
を
問
う
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
降
、
二
つ
の
大
き

な
地
震
を
除
き
、
日
本
で
は
自
然
災

害
に
よ
っ
て
死
者
・
行
方
不
明
者
は

大
き
く
は
増
え
て
い
な
い
。内閣府防災情報のページより

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
た
。

自
然
災
害
は
起
き
続
け
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
、
死
者
数
な
ど
が
、

大
き
く
増
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

社会

映像と統計資料の
比較から問いを導く
災害が起き続けているのに、
死者数は、増加傾向になら
ないことに疑問をもたせる。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

東京書籍・５年下・Ｐ100-111

基礎・基本

social studies



41 2023. 2

１　

予
想

①　

学
校
な
ど
を
壊
れ
な
い
よ

う
に
つ
く
る
。

②　

避
難
所
を
確
保
し
て
お
く
。

③　

緊
急
地
震
速
報
を
流
す
。

２　

調
べ
た
こ
と

①　

災
害
に
強
い
建
物
や
設
備

を
整
え
て
お
く
。（
資
料
集

Ｐ
〇
〇
）

②　

国
の
会
議
で
は
大
き
な
地

震
の
前
触
れ
が
な
い
か
と
、

地
震
が
起
き
た
時
の
対
応
を

話
し
合
い
検
討
し
て
い
る
。

（
教
科
書
Ｐ
〇
〇
）

（
以
下
略
）

　

次
に
、
各
自
、
事
例
を
選
ん
で
調

べ
る
。
一
度
行
っ
た
方
法
な
の
で
、

ま
と
め
や
す
い
。
そ
の
後
、
発
表
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
。

３
事
例
を
選
ん
で
調
べ
る

順
番
に
五
つ
扱
う
と
つ
ま
ら
な
い
授

業
に
な
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に

授
業
を
展
開
し
た
。

①　

地
震
を
事
例
に
、
全
体
で

調
べ
学
習
の
仕
方
を
示
す
。

②　

残
り
の
四
つ
の
災
害
の
う

ち
、
自
分
で
調
べ
た
い
災
害

を
決
め
、
①
の
仕
方
で
調
べ

学
習
を
す
る
。

③　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
発
表

し
、
共
通
す
る
こ
と
を
考
え
る
。

　

ま
ず
、
地
震
を
事
例
に
全
体
で
調

べ
学
習
の
仕
方
を
示
し
た
。

　

そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
項
目
で
ま

と
め
る
よ

う
に
指
示

す
る
。

　

例
え
ば
、

あ
る
児
童

は
、
次
の

よ
う
に
書

い
て
い
た
。

　

五
年
生
の
三
学
期
単
元
「
自
然
災

害
を
防
ぐ
」、
前
ペ
ー
ジ
の
実
践
の

続
き
で
あ
る
。

自
然
災
害
は
起
き
続
け
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
、
死
者
数
な
ど
が
、

大
き
く
増
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

に
対
す
る
予
想
を
書
か
せ
た
。
あ
る

児
童
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

高
い
建
物
が
増
え
た
か
ら
。

頑
丈
な
建
物
が
増
え
た
か
ら
。

対
策
を
し
て
い
る
か
ら
。

１
予
想
か
ら
学
ぶ
こ
と
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
予
想
を
出
さ
せ
る

と
、
子
供
の
意
見
を
大
き
く
二
つ
に

分
類
で
き
る
。

①
国
や
都
道
府
県
の
取
り
組
み

②
一
人
一
人
の
取
り
組
み

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

説
明  

一
人
一
人
の
取
り
組
み
は
、

四
年
生
で
学
習
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
国
や
都
道
府
県
の
取
り
組
み

を
学
習
し
ま
す
。

　

本
単
元
は
、
五
つ
の
災
害
を
扱
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
た
だ

２
地
震
の
事
例
を
全
体
学
習

社会
social studies

１つの事例で学び、
各自の学習へ展開
する
学び方を教え、それぞれが
学ぶ学習を展開することで、
主体的な学びになる。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

東京書籍・５年下・Ｐ100-111

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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す
か
。
反
対
で
す
か
。

指
示  

賛
成
か
反
対
か
を
「
心
の
数

直
線
」
で
表
し
な
さ
い
。

「
心
の
数
直
線
」
は
数
種
類
あ
る
。

子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て
選
択
す
る

と
よ
い
。

指
示  

ど
う
し
て
そ
の
数
値
に
し
た

の
か
理
由
を
書
き
な
さ
い
。

　

数
値
化
し
た
こ
と

で
、
自
分
と
は
反
対

の
立
場
の
意
見
に
も

考
え
を
巡
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
後
、

意
見
分
布
を
確
認
し

討
論
に
入
る
。

　

討
論
後
に
は
、

指
示  

今
の
自
分
の
意

見
を
も
う
一
度
「
心
の
数
直
線
」

で
表
し
な
さ
い
。

と
指
示
す
れ
ば
、
討
論
前
後
で
の
自

己
変
容
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
試
し
を
。

ジ
タ
ル
教
材
「
心
の
数
直
線
」
が
秀

逸
だ
。
自
分
の
心
境
を
数
値
で
簡
単

に
表
現
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
で

も
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
登
場
人
物
の
行
動
の
賛

否
を
問
う
発
問
を
し
、

賛
成
か
反
対
か
を
「
心
の
数
直

線
」
で
表
し
な
さ
い
。

と
指
示
す
る
。
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
等
で

意
見
を
集
約
・
共
有
し
、
そ
の
上
で

討
論
を
す
る
。
二
項
対
立
の
中
に
も

そ
れ
ぞ
れ
の
「
機
微
」
が
感
じ
ら
れ

て
面
白
い
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
仲
良
し
の
ま
さ
子
か
ら
、

は
が
き
が
届
い
た
ひ
ろ
子
。
し
か
し
、

そ
の
は
が
き
は
「
料
金
不
足
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
ま
さ
子
に
伝
え
る

か
ど
う
か
で
揺
れ
る
ひ
ろ
子
。
悩
ん

だ
末
、
ひ
ろ
子
は
料
金
不
足
の
こ
と

を
ま
さ
子
に
伝
え
る
決
意
を
す
る
。

主
発
問  
ひ
ろ
子
の
行
動
に
賛
成
で

３　
「
絵
は
が
き
と
切
手
」の
授
業

「
賛
成
で
す
か
。
反
対
で
す
か
」

「
Ａ
で
す
か
。
Ｂ
で
す
か
」

　

こ
の
よ
う
な
発
問
で
、
子
供
た
ち

の
意
見
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
あ

る
。「
二
項
対
立
」
を
生
む
発
問
だ
。

　

自
身
の
立
場
を
明
確
に
し
て
意
見

を
言
い
合
う
こ
と
で
、
討
論
へ
と
発

展
し
て
い
く
。「
考
え
・
議
論
す
る
道

徳
」
の
実
現
の
た
め
、
子
供
た
ち
に

は
数
多
く
の
討
論
を
経
験
さ
せ
た
い
。

　

と
は
言
え
、「
二
項
対
立
以
外
の

意
見
」
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と

も
極
め
て
重
要
だ
。
多
面
的
・
多
角

１　

心
の
機
微
を
大
切
に
す
る

的
に
物
事
を
と
ら
え
、
多
様
な
意
見

を
認
め
合
う
こ
と
が
「
令
和
の
日
本

型
学
校
教
育
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ

か
ら
だ
。

「
賛
成
だ
け
ど
、
一
〇
〇
％
で
は
な

い
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
Ａ
だ
け

ど
、
Ｂ
の
立
場
も
分
か
る
」

　

子
供
た
ち
の
こ
う
し
た
「
心
の
機

微
」
を
大
切
に
し
た
上
で
、
討
論
を

展
開
さ
せ
た
い
（
機
微
：
表
面
上
は

分
か
り
に
く
い
人
の
心
の
微
細
な
動

き
、
移
り
変
わ
り
の
こ
と
）。

　

熊
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
作
成
の
デ

２　
「
心
の
数
直
線
」
を
活
用
し
た
授
業
展
開

討論に奥行きをもた
せるデジタル教材の
活用法
「心の数直線」で意見の微妙
な違いを数値化し、子供の
心の機微を大切にする。

4年道徳

兵庫県淡路市立大町小学校

津
つ

田
だ

泰
ひろ

至
し

日本文教出版・４年
P180-183

「絵はがきと切手」

熊本市教育センター
デジタル教材
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

　「be going to」を複数日程にまたがり、か
つ短時間で指導する。中学１年生に親しみや
すい「ドラえもん」の登場人物を使った。
〈１日目〉所要時間…５～ 10分程度
１　単語練習
「go to cram school」（塾に行く）など。部活、
書道教室、ピアノ教室、水泳教室など。
２　状況設定
　しずかちゃんと教師（加藤）が会話する。
「明日、塾［学校、ピアノ］に行く予定？」
　左下の絵は１日目、右下は２日目の状況設定。

３　ダイアローグ
Q : Are you going to go to cram school?
A : Yes, I am.  /  No, I’m not.
〈２日目〉所要時間…５～ 10分程度
　復習という意味もあり、「単語練習」と「状
況設定」は同じ。ダイアローグを難しくする。
Q : Are you going to go to cram school?
A :  Yes, I am.  I’m going to go to cram 
school.

〈３日目〉所要時間…５～ 10分程度
１　単語練習
「park」「library」「軽井沢」など。
２　状況設定
　出木杉君と教師（加藤）が会話する。
「明後日どこに行く予定ですか？」
　左下の絵は３日目、右下は４日目の状況設
定。左は「どこに行く？」。右は「どう行く？」

３　ダイアローグ
Q : Where are you going to go?
A : I’m going to go to the library.

〈４日目〉　所要時間…５～ 10分程度
　復習という意味もあり、「単語練習」と「状
況設定」は同じ。ダイアローグを一部変える。
Q : How are you going to go to the library?
A : I’m going to go to the library by train.
「where（どこ）」を「how（どう）」に変化。
〈５日目〉　所要時間…10 ～ 15分程度
１　単語練習
　天気関係。「sunny」「rainy」など。
２　状況設定
　のび太と出木杉が、しずかをデートに誘う
場面。女１人をめぐり、男２人が勝負する。
３　ダイアローグ
しず :  If it’s sunny tomorrow, where are we 

going to go?
のび : If it’s sunny tomorrow, let’s go hiking.
　「未来形」（will版も）、「where」「how」「if」
を２文対話の時点で指導しておけば、その後
の複数文対話や言語活動がスムーズに進む。

Lesson 8-1
「予定について伝え
たり、たずねたり
しよう。」
未来形「be going to」と「will」を
導入する単元だが、ついでに「if」も
教えてしまう。表現の幅が広がり、
その後の言語活動が楽しくなる。

北海道幕別町立忠類中学校

加
か

藤
とう

心
しん

教育出版・中学１年・P101-110

1年英語中学
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オンラインでの
心地よいリズム
Zoomで自分の授業を「録
画」する。録画を見れば
「心地よいリズム」なのか
どうかを客観的に確認で
きる。教師の操作画面と
子供たちのZoom画面には
ズレがある。ハード面、ソ
フト面からズレを改善する
ことが大切である。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
少
し
工
夫

が
必
要
だ
。
次
の
よ
う
な
こ
と
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。

１　

隣
の
人
と
確
認

２　

隣
近
所
と
相
談

３　
「
立
ち
位
置
」
な
ど
ノ
ン

バ
ー
バ
ル
な
対
応　

そ
の
他

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
効

果
的
だ
。

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
書
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

「
そ
う
思
っ
て
い
た
人
、
手
を
あ
げ

て
ご
ら
ん
」

　

次
の
サ
イ
ト
が
す
ぐ
ヒ
ッ
ト
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
速
度

テ
ス
ト

Fast.com

（https://fast.com
/ja/

）

上
り
・
下
り
ど
ち
ら
も
「
10
Ｍ
Ｂ

〜
15
Ｍ
Ｂ
」
は
最
低
必
要
だ
。

資
料
な
ど
を
共
有
す
る
な
ら
「
30

Ｍ
Ｂ
」
以
上
が
必
要
だ
。

③　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
画
面
が
フ
リ
ー
ズ
す
る
、

強
制
終
了
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
る
。
次
の
事
前
準
備
が
効
果
的
だ
。

　

ま
ず
、
パ
ソ
コ
ン
を
再
起
動
す
る
。

再
起
動
す
る
こ
と
で
メ
モ
リ
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
通
信
速
度
も
改
善

さ
れ
る
。

　

次
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
以
外
の
ア
プ
リ

（
ソ
フ
ト
）
を
す
べ
て
閉
じ
る
。
ク

ラ
ウ
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
ア
プ

リ
や
動
画
・
音
楽
系
ア
プ
リ
な
ど
は

特
に
負
荷
が
か
か
る
の
で
要
注
意
だ
。

「
声
を
出
せ
る
人
は
、
口
々
に
言
っ

て
ご
ら
ん
」

　

個
人
の
活
動
を
「
全
員
で
共
有

（
見
え
る
化
）」
す
る
こ
と
で
、
褒
め

や
す
く
な
る
。
や
っ
て
い
る
子
と

や
っ
て
い
な
い
子
を
素
早
く
確
認
で

き
る
。

②　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
回
線
ス
ピ
ー

ド
等
に
配
慮
し
な
が
ら
適
切
に

指
示
し
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
「
ハ
ー
ド

面
の
環
境
整
備
」
が
大
き
く
影
響
し

て
く
る
。

　

と
り
わ
け
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

回
線
ス
ピ
ー
ド
」
は
重
要
だ
。

　

回
線
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
と
、
画
面

共
有
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
音
声

が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。

　

回
線
ス
ピ
ー
ド
の
確
認
は
簡
単
に

で
き
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
状

態
で
「fast

」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

す
れ
ば
い
い
。

（
十
二
月
号
よ
り
続
き
）

　

最
後
は
「
５　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
。

①　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
「
発
問
↓

指
示
↓
活
動
↓
評
価
評
定
」
の

流
れ
が
あ
る
。

　

日
常
的
な
教
室
の
授
業
で
も
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「
短
く
発
問
・
指
示
を
し
て
」「
短

く
活
動
さ
せ
」「
短
く
確
認
を
し
て
」

「
短
く
褒
め
る
」。

　

こ
の
流
れ
の
サ
イ
ク
ル
で
、
授
業

の
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える
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lens

で
画
像
を
検
索
」
を
選
ぶ
だ
け

だ
。
子
供
た
ち
に
は
自
分
の
端
末
で

実
際
に
操
作
さ
せ
た
。
画
像
の
検
索

結
果
が
次
々
と
表
示
さ
れ
る
。
信
頼

で
き
る
画
像
な
ら
ば
、
他
の
W
e
b

サ
イ
ト
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
は
「
こ
の
画
像
は

信
頼
で
き
な
い
」
と
発
信
し
て
い
る

W
e
b
サ
イ
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
信
頼
で
き
る
情
報
か
ど
う
か
検

索
結
果
か
ら
読
み
取
ら
せ
る
の
だ
。

　

子
供
た
ち
は
、
検
索
結
果
か
ら

「
Ｗ
杯
開
催
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
画

像
で
あ
る
」「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

だ
」
と
い
う
W
e
b
サ
イ
ト
を
発
見

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
画
像
の
信
頼
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
を
「
画
像
の
逆

引
き
検
索
」
と
い
う
。
子
供
た
ち
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
ス
キ
ル
で
あ
る
。

※
上
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
や
り

方
を
紹
介
し
た
動

画
を
視
聴
で
き
る
。

た
。
投
稿
の
画
像
を
子
供
た
ち
に
共

有
し
、
発
問
す
る
。

発
問  

誰
の
投
稿
で
す
か
。

　

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
ア
カ
ウ
ン
ト

名
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
後
、「
い
い
ね
数
」
や
「
シ
ェ
ア
数
」

を
読
み
取
ら
せ
る
発
問
を
出
し
て

い
っ
た
。

発
問  

信
用
で
き
ま
す
か
。　

ほ
と

ん
ど
の

児
童
が

信
用
で

き
な
い

に
挙
手
。

し
か
し
、

明
確
な

根
拠
は

示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

説
明  

画
像
の
信
頼
性
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
い
と
き
に
は
、
グ
ー
グ
ル
・

レ
ン
ズ
が
便
利
で
す
。

　

や
り
方
は
簡
単
だ
。
チ
ェ
ッ
ク
し

た
い
画
像
で
右
ク
リ
ッ
ク
し
、「Google

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
期
間
中
、

S
N
S
で
は
様
々
な
情
報
が
流
れ
て

い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
次
の
画
像

が
あ
っ
た
。

Japan’s dressing room
 after 

Costa Rica m
atch.

「
コ
ス
タ
リ
カ
戦
後
の
日
本
代
表
の

更
衣
室
」
と
題
さ
れ
た
三
枚
の
写
真

で
あ
る
。
投
稿
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
下
に
私

が
再
現
し
た
画
像
を
載
せ
る
。

　

予
選
リ
ー
グ
で
日
本
代
表
は
コ
ス

タ
リ
カ
代
表
に
敗
れ
た
。
そ
の
試
合

の
直
後
に
投
稿
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
。
日
本
代
表

の
選
手
が
、
試
合
に
負
け
た
後
、
腹

い
せ
に
ゴ
ミ
を
散
ら
か
し
て
い
っ
た

よ
う
に
見
え
る
投
稿
だ
。
こ
の
投
稿

を
教
材
と
し
て
、
次
の
授
業
を
行
っ

写真や動画は、子供たち
にとって身近なメディア
だ。SNSなどで拡散され
る画像の信頼性を、自分
でチェックできるスキル
を身に付けさせよう。

グーグル・レンズで
画像情報の信頼性
をチェックさせよう

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を
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数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

向山実践「台形
の面積を求める
授業」の追試
発問だけではなく、発表
させる順番にもこだわる。

埼玉県さいたま市立指扇中学校

星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

で
あ
る
。
台
形
の
公
式
を
導
き
出
す

た
め
に
最
も
適
し
た
考
え
方
だ
。

　
向
山
氏
は
意
図
的
に
⑤
を
最
後
に

も
っ
て
き
て
、
公
式
の
説
明
に
つ
な

げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
追
試
す
る
際
に

も
、
説
明
を
さ
せ
る
順
番
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
く
さ
び
型
の
図
で
あ
れ
ば
、
次
の

図
が
最
後
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
三
つ
の
鋭
角
の
和
が
、

く
さ
び
部
分
の
角
度
に
な
る
」
と
い

う
ま
と
め
に
つ
な
げ
や
す
い
。

　
安
易
に
「
図

が
簡
単
だ
か

ら
」「
多
く
の

生
徒
が
か
い
た

か
ら
」
と
い
う

理
由
で
先
に
発

表
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
先
を
考
え
て
発
表
の

順
番
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
向
山
実
践
を
何
度
も
学
び
、
よ
り

意
味
の
あ
る
追
試
を
重
ね
た
い
。

で
、
生
徒
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
む
。

　
端
末
を
活
用
し
、
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
全
体
で

共
有
し
、
発
表
へ
と
進
ん
だ
。

２
発
表
さ
せ
る
順
番
に
こ
だ
わ
る

　
た
だ
し
、
向
山
氏
の
授
業
は
単
に

「
多
様
な
考
え
方
を
出
さ
せ
る
」
だ

け
の
授
業
で
は
な
い
。

『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』（
学
芸

み
ら
い
社
）
を
読
む
と
、次
が
分
か
る
。

多
様
な
意
見
を
発
表
さ
せ
る
際

の
順
番
の
重
要
性

　
向
山
氏
は
前
掲
書
に
て
「
次
の
五

通
り
の
解
が
出
さ
れ
て
い
た
」
と
書

き
、
次
の
図
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
に
「
⑤
の
や
り
方
を
説
明

し
て
か
ら
、
台
形
の
面
積
の
公
式
を

説
明
し
た
」
と
続
け
て
い
る
。

　
⑤
と
は
、
二
つ
の
台
形
の
一
方
を

逆
さ
に
し
て
長
方
形
を
作
る
考
え
方

１
「
台
形
の
授
業
」
の
追
試

　
台
形
の
面
積
を
求
め
る
授
業
は
、

向
山
氏
の
代
表
的
な
算
数
の
授
業
の

一
つ
で
あ
る
。

　
公
式
を
丸
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
内
容
を
活
用
し

て
新
た
な
知
識
を
導
く
授
業
だ
。

　
数
学
に
お
い
て
、
こ
の
実
践
を
追

試
す
る
の
に
適
し
て
い
る
題
材
の
一

つ
が
、
中
学
二
年
生
、
く
さ
び
形
の

角
度
を
求
め
る
問
題
で
あ
る
。

　
向
山
氏
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
借
り

て
追
試
が
可
能
だ
。

「
あ
な
た
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
三
角

形
の
角
度
の
出
し
方
や
平
行
線
の
性

質
を
習
い
ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
の

形
（
く
さ
び
形
）
の
角
度
の
求
め
方

を
勉
強
し
ま
す
。
今
ま
で
勉
強
し
た

方
法
を
応
用
し
て
、
次
の
角
度
を
何

通
り
か
の
方
法
で
求
め
な
さ
い
」

「
何
通
り
で
も
い
い
の
で
す
。
多
い

方
が
い
い
の
で
す
」

　
塾
で
角
度
を

求
め
る
公
式
だ

け
を
習
っ
て
い

る
子
は
困
っ
た

顔
を
す
る
が
、

補
助
線
を
引
い

て
様
々
な
意
見

を
考
え
る
こ
と

は
楽
し
い
よ
う
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理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

１人１台端末を
活用した実習の
授業
班に１台実験道具を渡し
て、体験を通して原理を
理解させる。結果を予想
させるのにGoogleフォー
ムを使用することで、よ
り主体的に学ぶ姿勢が生
まれた。

兵庫県たつの市立御津中学校

森
もり

川
かわ

正
まさ

彦
ひこ

が
分
か
る
。

発
問
３
こ
の
発
電
機
は
何
に
な
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　

ヒ
ン
ト
は
電
気
が
通
る
と
回
転

す
る
も
の
で
す
。

　
正
解
は
モ
ー
タ
ー
。

説
明
１
つ
ま
り
、
発
電
機
と
モ
ー

タ
ー
の
原
理
は
同
じ
な
の
で
す
。

　
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。

　
一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万

博
に
お
い
て
、
当
時
最
新
の
発

電
機
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備

を
し
て
い
る
と
き
に
、
担
当
技

師
が
間
違
え
て
出
力
ケ
ー
ブ
ル

を
別
の
発
電
機
に
接
続
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
に
気
が
付
か
ず

発
電
機
を
動
か
し
た
と
こ
ろ
、

休
止
中
の
発
電
機
が
い
き
な
り

回
転
を
始
め
た
。
こ
う
し
て
発

電
機
は
モ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と

が
発
見
さ
れ
た
。

タ
ー
で
提
示
。
遅
い
生
徒
は
参
考
に

し
て
も
良
い
こ
と
を
告
げ
る
。

　
実
際
に

実
験
し
て

確
か
め
る
。

　
正
解
は

「
ハ
ン
ド

ル
は
重
く

な
る
」
電

気
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
運

動
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変

換
さ
れ
た

分
だ
け
重

く
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

実
験
③
　
手
回
し
発
電
機
を
二
台
つ

な
ぐ
。

発
問
２
手
回
し
発
電
機
を
二
台
つ

な
い
だ
時
は
何
が
起
こ
る
で

し
ょ
う
か
？

　
同
じ
よ
う
にGoogle

フ
ォ
ー
ム
で

予
想
さ
せ
て
発
表
す
る
。

　
実
際
に
実
験
す
る
と
、
も
う
一
つ

の
発
電
機
の
ハ
ン
ド
ル
が
回
る
こ
と

　
手
回
し
発
電
機
を
提
示
す
る
。

実
験
①
　
L
E
D
を
接
続
し
て
点
灯

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

実
験
②
　

モ
ー
タ
ー

（
負
荷
）を

接
続
す
る
。

発
問
１
負
荷
を
つ
な
い
だ
時
、
手

回
し
発
電
機
の
ハ
ン
ド
ル
の
重

さ
は
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
①
軽
く
な
る
　
②
重
く
な
る
　
③

変
わ
ら
な
い
　
で
予
想
。

Google
フ
ォ
ー
ム
で
自
分
の
意
見

を
投
稿
さ
せ
る
。
理
由
が
言
え
る
生

徒
は
そ
れ

も
記
入
さ

せ
る
。

　
集
ま
っ

た
解
答

（
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー

ト
）
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



「
や
ば
い
」
を
授
業
す
る

「
や
ば
い
」
を
授
業
す
る

国
語
教
師
な
ら
ば
、
楽
し
い
展
開
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み
を
実
現
し
た
い
。

国
語
教
師
な
ら
ば
、
楽
し
い
展
開
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み
を
実
現
し
た
い
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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応
募
者
二
一
名
。
文
学
作
品
よ
り
若
干
増
え

た
。
取
り
組
み
易
い
課
題
で
あ
っ
た
か
。

「
や
ば
い
」
の
語
は
も
と
も
と
、
隠
語
と
し
て

社
会
の
一
部
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
。
不
都

合
だ
、
危
険
だ
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

　

文
化
庁
の
調
査
（
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
語
を
「
と
て
も
す
ば
ら
し
い
」「
お
い
し
い
」

「
か
っ
こ
い
い
」
の
意
味
で
使
う
と
答
え
た
人

が
全
体
の
一
八
％
超
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

使
用
範
囲
の
拡
大
と
し
て
認
め
得
る
か
否
か
。

　

一
般
の
日
本
人
で
な
く
、
国
語
科
を
担
当
す

る
教
師
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
ど
う
切
り
取
る

べ
き
か
。

　

そ
の
よ
う
な
見
識
も
問
わ
れ
よ
う
。

　

授
業
展
開
と
し
て
面
白
か
っ
た
の
が
、
奈
良

の
松
本
隆
行
氏
で
あ
る
。

　

三
つ
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
の
プ
リ

ン
ト
に
し
た
。
プ
リ
ン
ト
Ａ
を
配
る
。

Ａ　
「
宿
題
忘
れ
て
来
ち
ゃ
っ
た
。」

　
　
「
そ
れ
は
（　
　

）
ね
。」

発
問
１  （　

） 

の
中
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

プ
リ
ン
ト
Ｂ
を
配
る
。

Ｂ　
�「

こ
の
ゲ
ー
ム
、面
白
す
ぎ
て（　
　

）よ
。」

発
問
２  （　

）
の
中
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
ょ
う
。

発
問
３  
A
B
ど
ち
ら
に
も
入
る
言
葉
は
あ

り
ま
す
か
。

　

こ
の
発
問
で
「
や
ば
い
」
だ
け
が
共
通
し
て

い
た
と
い
う
。
共
通
点
を
探
さ
せ
た
の
が
良
い
。

　

プ
リ
ン
ト
Ｃ
を
配
る
。

Ｃ　
「
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す
」

　
　
「（
見
て
）
や
ば
い
！
」

発
問
４  

転
校
生
を
見
た
人
は
、
な
ぜ
「
や

ば
い
！
」
と
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
お
話
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
説
明
し
な
さ
い
」
で
な
く
、「
お
話
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
」
で
あ
る
。
面
白
い
展
開
に
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

I
C
T
を
巧
み
に
活
用
し
た
の
が
長
野
県
の

大
川
雅
也
氏
で
あ
る
。

指
示
１  「
や
ば
い
」。
こ
の
言
葉
を
使
っ
た

文
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
ノ
ー
ト
に
書

き
な
さ
い
。（
略
）

指
示
２  Google

チ
ャ
ッ
ト
に
、
一
つ
発
信

し
な
さ
い
。
一
つ
発
信
し
た
ら
、
二
つ
め
、

三
つ
め
と
発
信
し
な
さ
い
。（
略
）

発
問
１  

た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
文
を
い
く
つ

か
に
仲
間
分
け
し
ま
す
。
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
を

開
き
な
さ
い
。
Ｔ
チ
ャ
ー
ト
、
Ｙ
チ
ャ
ー
ト
、

Ｘ
チ
ャ
ー
ト
、
ど
れ
を
使
っ
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
一
人
で
や
っ
て
も
、
友
達
と
や
っ
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
ど
れ
に
し
ま
す
か
。（
略
）

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
か
ら
」
で
あ
っ
た
。（
略
）

発
問
４  「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
を
、
中
学

の
受
験
の
と
き
や
、
会
社
に
入
る
入
社
試
験

の
と
き
で
も
使
う
の
で
す
か
。

「
使
わ
な
い
」「
状
況
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
」

「﹃
や
ば
い
﹄
は
友
達
と
か
に
し
か
言
わ
な
い
」

と
い
う
発
言
が
出
た
。（
佐
藤
氏
）

発
問  

昭
和
三
十
年
代
の
高
校
生
三
〇
〇
〇

語
。
令
和
元
年
代
の
高
校
生
何
語
？

説
明  

現
代
人
の
語
彙
力
低
下
は
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

指
示  「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
の
乱
用
に
つ

い
て
、
賛
成
か
、
反
対
か
。
自
分
な
り
の
意

見
をGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
書
き
込
ん
で

ご
ら
ん
な
さ
い
。（
意
見
文
三
つ
あ
り
）（
岩

永
氏
）

　

私
も
こ
の
三
人
の
よ
う
な
扱
い
方
を
す
る
。

加
え
て
﹃
誰
が
国
語
力
を
殺
す
の
か
﹄（
石
井

光
太
著　

文
藝
春
秋
）
を
扱
う
。
既
に
授
業
し

た
。
こ
の
書
籍
に
触
れ
た
の
は
愛
知
県
の
小
野

公
美
子
氏
一
人
で
あ
っ
た
。

最
後
が
「
意
味
が
増
え
て
い
っ
た
言
葉
は
他
に

も
あ
り
ま
す
。
見
付
け
た
ら
す
ご
い
で
す
ね
」

で
は
い
か
に
も
軽
い
。
私
た
ち
は
国
語
科
の
教

師
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
言
及
し
た
の
が
埼
玉
の
伊
藤
圭
一

氏
、
山
形
の
佐
藤
智
彦
氏
、
長
崎
の
岩
永
将
大

氏
で
あ
っ
た
。
順
に
示
す
。

指
示  「（
見
て
）
や
ば
い
！
」
に
続
け
て
、

セ
リ
フ
を
書
き
加
え
て
ご
ら
ん
。

指
示  

私
の
「
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す
」
に

続
け
て
、「
や
ば
い
！　

⋮
⋮
」
と
言
い
ま

す
。
書
け
た
人
か
ら
ど
う
ぞ
。

説
明  

言
葉
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
何
が

言
い
た
か
っ
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。「
や

ば
い
」
一
語
で
も
様
々
な
心
情
を
表
現
で
き

ま
す
が
、
全
て
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
気
持
ち
を
適
切
に
表
現
す
る
語
彙
を
も

つ
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。（
伊
藤
氏
）

（「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
を
）
使
い
た
く
な
い

子
の
理
由
は
、「
察
し
て
く
れ
る
と
言
っ
て
い
た

人
が
い
た
け
ど
、
意
味
を
間
違
っ
て
受
け
取
ら
れ

指
示
３  

分
類
し
た
後
に
は
、
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
ま
す
よ
。
そ
れ
で
は
、
活
動
始
め
。（
略
）

指
示
４  
他
の
グ
ル
ー
プ
の
分
け
方
を
見
て
、

自
由
に
質
問
や
議
論
を
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

発
問
２  

①
「
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す
」「（
見

て
）
や
ば
い
！
」
こ
の
「
や
ば
い
」
を
別
の

言
葉
に
変
え
な
さ
い
。（
略
）

発
問
３  

②
「
こ
の
ゲ
ー
ム
、
面
白
す
ぎ
て

や
ば
い
よ
。」
こ
の
「
や
ば
い
」
を
別
の
言

葉
に
変
え
な
さ
い
。（
略
）

発
問
４  

③
「
宿
題
忘
れ
て
来
ち
ゃ
っ
た
。」

「
そ
れ
は
や
ば
い
ね
。」
こ
の
「
や
ば
い
」
を

別
の
言
葉
に
変
え
な
さ
い
。（
略
）

発
問
５  

①
②
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
た
ち

が
考
え
た
仲
間
分
け
の
ど
こ
に
入
り
ま
す
か
。

ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
に
入
れ
て
ご
ら
ん
。（
略
）

発
問
６  

〇
〇
グ
ル
ー
プ
は
、「
そ
の
他
」
に
、

「
~
。」
と
書
い
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
別

の
言
葉
に
変
え
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
で
ご
ら
ん
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
良
い
指
導
で
あ
る
。
た
だ
し
、
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発
達
障
害
の
治
療
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
サ
プ
リ

に
関
す
る
科
学
的
根
拠
は
、
普
段
の
食
生
活
の

改
善
や
幼
少
期
で
の
対
応
に
も
活
か
せ
そ
う
だ
。

１　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
サ
プ
リ
使
用

　

薬
物
療
法
は
効
果
が
明
ら
か
（
コ
ン
サ
ー
タ

七
五
％
以
上
の
有
効
率
）
で
あ
り
、
有
効
性
が

明
ら
か
に
副
作
用
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
、
各

国
の
基
準
に
よ
り
承
認
、
使
用
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
品
質
に
関
す
る
法
律
が
な
く
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
使
用
に
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
て
積
極
的
に
治
療
に
加
え
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

２　

発
達
障
害
に
関
係
す
る
神
経
伝
達
物
質

セ
ロ
ト
ニ
ン
（「
う
つ
」
に
関
係
）、
ド
ー
パ

ミ
ン
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
不
安
・
睡
眠
障
害
）
が
発

達
障
害
と
関
係
す
る
神
経
伝
達
物
質
で
、
ア
ミ

ノ
酸
は
こ
れ
ら
神
経
伝
達
物
質
の
原
料
と
な
る
。

３　

科
学
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
サ
プ
リ

（
１
）
自
閉
症
児
へ
の
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
乳
酸
菌
製
剤
」
服
用
治
療
は
以

前
か
ら
な
さ
れ
有
効
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
）

を
有
す
る
子
供
た
ち
は
、
腸
内
細
菌
の
種
類
が

極
め
て
乏
し
く
、
腸
が
病
原
菌
の
攻
撃
を
受
け

や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
神
経

伝
達
物
質
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
合
成
す
る
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
を
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
」
を
媒
介
と
し
て

腸
内
細
菌
は
脳
へ
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
乳
幼
児
期
で
、「
乳
酸
菌
製
剤
」
を
投
与

し
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
と
、
学
童
期
に
お
け

る
神
経
精
神
障
害
の
発
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ

る
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
４
）
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
、
補
酵
素
（
多
く
の

栄
養
素
の
代
謝
に
必
要
な
酵
素
を
サ
ポ
ー
ト
）

と
し
て
、
神
経
伝
達
や
神
経
細
胞
の
働
き
を
正

常
に
保
つ
働
き
を
し
て
い
る
。

　

Ｂ
群
が
不
足
す
る
と
、
物
忘
れ
や
精
神
面
へ

の
影
響
が
あ
っ
た
り
、
精
神
の
安
定
、
集
中
力
、

自
律
神
経
の
乱
れ
を
生
じ
た
り
す
る
。

（
５
）
自
閉
症
児
に
は
偏
食
が
あ
る
。
穀
類
は

食
べ
る
こ
と
が
多
い
が
野
菜
を
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
い
、
タ
ン
パ
ク
質
も
選
択
的
に
し
か
と
れ
て

な
い
な
ど
の
こ
と
も
多
い
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

を
好
む
傾
向
も
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
や
ア
ミ
ノ

酸
等
の
サ
プ
リ
が
、
効
果
が
あ
る
。

（
６
）
自
閉
症
の
場
合
、
幼
児
期
か
ら
過
敏
で

あ
り
、
睡
眠
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
ず
睡
眠
障
害

を
来
す
場
合
が
多
い
。
幼
児
期
前
期
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
12
な
ど
の
サ
プ
リ
服
用
が
可
能
で
あ
る
。

（
７
）
必
須
脂
肪
酸
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
）
と

コ
ン
サ
ー
タ
、
ス
ト
ラ
テ
ラ
、
イ
ン
チ
ュ
ニ
ブ

の
服
用
で
症
状
改
善
が
見
ら
れ
る
。
リ
ン
脂
質

（
大
豆
、
卵
黄
）
は
落
ち
着
き
、
集
中
力
、
衝

動
性
に
有
用
で
あ
る
。

　

サ
プ
リ
服
用
は
発
達
障
害
の
理
論
的
背
景
を

理
解
し
、
医
師
の
指
示
の
下
、
個
々
の
症
状
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

医師・研究者の目から見た特別支援教育

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

発
達
障
害
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト

サ
プ
リ
メ
ン
ト
使
用
の
科
学
的
根
拠
を
有
効
に
活
用
す
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
東
京
都
北
区
立
王
子
第
一
小
学
校　

関せ
き

根ね

朋と
も

子こ
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

A
S
D（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

の
子
供
た
ち
は
、
私
た
ち
が
認
知
し

得
な
い
複
雑
な
世
界
に
住
ん
で
い
る
。

　

音
が
大
き
く
聞
こ
え
す
ぎ
て
し
ま

う
。
細
か
な
箇
所
が
気
に
な
っ
て
見

続
け
て
し
ま
う
。

　

こ
ち
ら
が
見
て
ほ
し
い
こ
と
を
切

り
取
っ
て
い
な
い
。

　

自
分
の
気
に
な
っ
た
こ
と
に
、
ひ

た
す
ら
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
、

「
情
報
を
多
く
受
け
取
り
す
ぎ
て
、

そ
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
」

と
一
言
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
級
全
体
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
で
重
要
な
の
は
、

「
見
通
し
」

で
あ
る
。

　

彼
ら
の
認
知
世
界
は
、
き
れ
い
に

整
頓
さ
れ
て
い
た
り
、
整
理
さ
れ
て

い
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
の
彼
ら
の
世
界
に
「
見
通
し
」

を
つ
け
る
こ
と
で
、
混
乱
し
た
世
界

が
「
構
造
化
」
さ
れ
、「
フ
レ
ー
ム
化
」

さ
れ
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
や
、
ル
ー
テ
ィ

ン
化
さ
れ
た
学
習
構
造
な
ど
、
見
通

し
が
つ
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
彼
ら
は
安
定
す
る
の
だ
。

　

も
う
一
つ
は
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」。

　

ピ
ア
＝
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ク
ラ
ス
の
友
達
が
A
S
D

で
あ
る
彼
ら
と
、
ど
う
関
わ
っ
て
く

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
を
規
定
す
る
の
は
、

「
そ
の
場
に
い
る
大
人
・
教
師
の
ふ

る
ま
い
」

な
の
で
あ
る
。

A
S
D
の
子
供
に
、
冷
た
く
当
た

る
先
生
の
周
り
の
子
供
は
、
そ
の
子

に
冷
た
く
当
た
る
よ
う
に
な
る
。

A
S
D
の
子
供
に
、
温
か
く
・
共

感
的
に
関
わ
る
先
生
の
周
り
の
子
供

は
、
そ
の
子
に
温
か
く
・
共
感
的
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る
。

　

こ
れ
が
仲
間
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
、

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
だ
。

　

学
校
の
一
日
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
教
師
と
関
わ
る
時
間
は
わ
ず
か

だ
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
同
士
は
他
の

ほ
と
ん
ど
の
時
間
で
関
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
時
に
、
子
供
た
ち
が
ピ
ア
と

し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
支
援
に
な
る

の
だ
。

A
S
D
児
童
対
応
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

個
別
の
合
理
的
配
慮

ま
ず
は
「
見
通
し
」
を
も
て
る
工
夫
＆
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
。
次
に
「
仲
間
に
な
る
」
合
理
的
配
慮
。

　

個
別
の
合
理
的
配
慮
と
し
て
は
、

「
い
か
に
早
く
仲
間
に
な
る
か
」

　

こ
れ
が
重
要
だ
。

　

傷
つ
き
体
験
が
あ
る
と
、
頭
の
中

に
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し

の
状
態
に
な
る
。
す
る
と
、
教
師
や

大
人
・
友
達
を
「
敵
」
と
み
な
し
て

し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
常
に
緊
張
状

態
・
不
安
状
態
に
な
り
、
情
緒
的
な

安
定
が
損
な
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、「
仲
間
」
に
な
れ
ば
、

緊
張
状
態
・
不
安
状
態
は
和
ら
ぐ
。

　

そ
し
て
相
手
に
「
素
直
に
助
け
を

求
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

　

助
け
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
う
ま
く
大
人
の
力
を
借
り
て
、
解

決
で
き
た
」
と
い
う
経
験
を
た
く
さ

ん
積
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
る
と
、
う
ま
く
助
け
を
借
り
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
問
題
行
動

が
減
少
し
て
い
く
。

　

こ
れ
が
「
仲
間
」
に
な
る
支
援
だ
。

周
り
を
育
て
、
個
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
定
し
て
い
く
。
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特別支援学級でのこの実践‼

１

高
校
で
の
特
別
支
援

　

高
校
に
は
特
別
支
援
学
級
が
存
在

し
な
い
。
し
か
し
、
支
援
を
要
す
る

生
徒
・
元
支
援
学
級
在
籍
生
徒
も
進

学
し
、
通
常
の
ク
ラ
ス
の
中
で
授
業

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
校

で
は
特
別
支
援
対
応
は
必
須
と
な
る
。

　

私
は
次
の
ア
イ
テ
ム
を
必
ず
授
業

で
使
っ
て
い
る
。

T
O
S
S
ノ
ー
ト
Ω

　

年
度
当
初
、
T
O
S
S
ノ
ー
ト
Ω

を
教
科
指
導
担
当
ク
ラ
ス
全
員
に
配

付
す
る
。
全
員
が
同
じ
ノ
ー
ト
で
授

業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

高
校
の
学
習
内
容
は
、
必
然
的
に

高
度
に
な
り
が
ち
だ
。
子
供
た
ち
も

授
業
の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
に
四
苦
八
苦

す
る
。
支
援
を
要
す
る
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
、
高
校
の
板
書
は
苦
行
で
あ

る
。

　

商
業
ク
ラ
ス
在
籍
の
Ａ
。
受
け
も

ち
二
年
目
。
当
初
、
ノ
ー
ト
を
取
る

こ
と
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
。
ノ
ー

ト
を
開
く
と
拒
否
反
応
が
出
る
。
聞

け
ば
、
小
・
中
学
校
で
の
度
重
な
る

失
敗
体
験
が
影
響
し
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

２

ま
ず
は
「
楽
し
い
授
業
」

　

初
め
の
一
か
月
、
Ａ
は
全
く
ノ
ー
ト

に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
間
、
ノ
ー
ト
を
取
る
よ
う

に
強
制
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

T
O
S
S
ラ
ン
ド
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
で
学
ん
だ
「
楽
し
い
授
業
」
を
、

高
校
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

ひ
た
す
ら
追
試
し
た
。
Ａ
は
ノ
ー
ト

を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ

た
が
、
積
極
的
に
発
言
し
、
授
業
に

参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
一
か
月

も
す
る
と
、「
先
生
、
次
の
授
業
何

す
る
の
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

３
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
す
指
導

　

Ａ
の
や
る
気
の
高
ま
り
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
、
次
の
提
案
を
し
た
。

上
手
だ
と
思
う
ノ
ー
ト
を
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
写
す

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ノ
ー
ト
の
中
か

ら
、
上
手
だ
と
思
う
も
の
を
選
ん
で

も
ら
い
、
そ
の
ノ
ー
ト
を
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
写
す
時
間
を
設
け
た
。
全

員
同
じ
ノ
ー
ト
の
た
め
罫
線
ま
で
同

じ
な
の
で
、

写
す
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
、

そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
写
し

や
す
い
。
図

や
グ
ラ
フ
も

簡
単
に
写
す

こ
と
が
で
き

る
。

　

初
め
は
難

色
を
示
し
て

い
た
が
、
少

し
で
も
書
け

た
ら
丸
を
し

て
、
大
い
に

褒
め
る
こ
と

を
繰
り
返
し

た
。
写
真
は

昨
年
度
六
月

に
撮
影
し
た
も
の
。
右
は
、
Ａ
が
選

ん
だ
上
手
な
ノ
ー
ト
。
左
は
、
Ａ
の

ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　

受
け
も
ち
二
年
目
の
現
在
、
Ａ
は

問
題
な
く
ノ
ー
ト
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
Ａ
の
成
長

楽
し
い
授
業
で
関
係
を
つ
く
り
、
T
O
S
S
ノ
ー
ト
Ω
を
使
う
こ
と
で
、

長
年
の
失
敗
体
験
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
。

阿あ

部べ

秀し
ゅ
う

也や

宮
城
県
立
志
津
川
高
等
学
校

あの子
が

熱中し
た！
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作業療法

　

楽
し
さ
や
ワ
ク
ワ
ク
感
は
自
発
的
な
活
動
を

引
き
起
こ
し
、
面
倒
な
機
能
改
善
の
動
き
に
も

挑
戦
す
る
意
欲
を
か
き
立
て
る
。
継
続
し
て
取

り
組
め
る
働
き
か
け
を
工
夫
し
た
い
。

１　

バ
ラ
ン
ス
デ
ィ
ス
ク
で
片
足
立
ち

　

ま
っ
す
ぐ
立
て
な
い
、

す
ぐ
に
姿
勢
が
崩
れ
る
、

体
の
動
き
が
ぎ
こ
ち
な

い
等
、
体
軸
が
定
ま
ら

な
い
子
供
は
少
な
く
な

い
。

　

写
真
Ａ
は
腕
に
力
が

入
ら
ず
、
足
が
フ
ラ
フ

ラ
し
て
い
た
子
供
が
、

「
週
一
回
一
年
間
」
の

療
育
で
足
腰
が
安
定
し

て
き
た
様
子
を
示
し
て

い
る
。
福
田
氏
は
「
体
が
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
か

ら
離
れ
一
直
線
に
な
り
、
体
で
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
体
軸
芯
が
し
っ
か
り
し
て

き
て
い
る
か
ら
、
手
足
が
使
い
や
す
く
な
っ
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。

　

バ
ラ
ン
ス

デ
ィ
ス
ク
に

乗
っ
た
り
、

片
足
で
床
に

立
ち
、
バ
ラ

ン
ス
を
保
っ

た
り
し
な
が
ら
、
音
読
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

た
。２　

タ
ン
バ
リ
ン
で
お
手
合
わ
せ

　

低
学
年
に
は
お
手
合
わ
せ
が
う
ま
く
で
き
な

い
子
供
が
多
く
見
ら
れ
た
。
右
利
き
の
子
と
合

わ
せ
づ
ら
い
左
利
き
の
子
供
も
多
く
、
改
善
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
福
田
氏
に
相
談
し
た
。

　

福
田
氏
は
タ
ン
バ
リ
ン
を
使
っ
た
対
応
を
提

案
さ
れ
た
。
お
手
合
わ
せ
を
す
る
際
、「
相
手

の
手
」
が
固
定
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、

不
安
定
な
状
態
と

な
っ
て
し
ま
う
。

ま
ず
は
、
固
定
さ

れ
た
タ
ン
バ
リ
ン

を
叩
く
こ
と
で
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

交
互
に
動
か
す
筋

肉
を
働
き
や
す
く

す
る
。
そ
れ
に
よ

り
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

タ
ン
バ
リ
ン
と
い
う
大
好
き
な
楽
器
を
叩
く

だ
け
で
な
く
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
活
動
で
き
る
。

　

筋
緊
張
の
低
い
子
供
に
手
を
頭
上
で
叩
か
せ

る
活
動
は
か
な
り
労
力
を
要
す
る
。
し
か
し
、

音
楽
を
使
う
と
楽
し
い
活
動
に
変
わ
る
。
雑
巾

が
け
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
も
同
様
だ
。
楽
し
い
活

動
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
効
果
が
大
き
く
変

わ
る
。

体
軸
が
定
ま
ら
な
い
子
供
へ
の
対
応

週
一
回
で
も
、
短
時
間
で
も
、
楽
し
い
活
動
を
継
続
す
れ
ば
効
果
が
上
が
る
。

作
業
療
法
士
：
福
田
恵
美
子
　
構
成
：
関
根
朋
子

福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

A　バランスボールでの変化

B　遊び×療育



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年1月15日～ 2023年2月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

国語記述問題を克服する

待望の指導法！

作業でらくらく答え方スキル
正進社

全ての子供たちに学力の保障を！

GIGAスクール対応！

デジタル教材キャンペーン

教育技術
研究所

●トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で10名様に、非売品・正進社キャラクター
（鳥）のキーフォルダとファイルのセットをプレゼントいた
します‼

キャンペーン期間：
2023年2月3日（金）～２月26日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

●クラス用にプリントアウトして使える「PISA型スキル
（算数／国語）」「 アルファベットスキル」「ペーパーチャレ
ラン」をはじめ、教師向け資料の「新授業ファイル」など、
デジタル版（ダウンロード版）の教材や資料を特別価格
で販売します。

〈対象教材（例）〉

応募期間：
2023年1月15日（日）～2月14日（火）
応募フォーム：
https://forms.gle/ztapARszgLbgaQw9A

ペーパーチャレラン新授業ファイル アルファベットスキル
↑谷編集長も持っているストラップ
←便利でかわいいファイル
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

新
学
期
の
国
語
授
業
は
こ
れ
で
決
ま
り
！

「
新
授
業
フ
ァ
イ
ル
」

小
学
校
全
学
年
と
中
学
校
の
主
要
教
科
書
を
全
て
網
羅
し
た

す
ぐ
に
使
え
る
学
習
指
導
案
。

五い

十が

嵐ら
し

貴た
か

弘ひ
ろ

北
海
道
別
海
町
立
西
春
別
小
学
校

　
泣
い
た
赤
お
に
が
い
ち
ば

ん
な
が
か
っ
た
で
す
。
た
い

や
く
と
中
心
人
物
が
わ
か
り

ま
し
た
。
と
う
じ
ょ
う
じ
ん

ぶ
つ
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。

　
教
室
で
一
番
勉
強
の
苦
手
な
二
年

生
が
ノ
ー
ト
に
感
想
を
書
い
た
。

　
教
育
技
術
研
究
所
の
新
授
業
フ
ァ

イ
ル
の
発
問
・
指
示
の
通
り
に
授
業

す
る
だ
け
で
子
供
が
熱
中
し
た
。

　
本
教
材
は
、
光
村
、
教
育
出
版
、

東
京
書
籍
の
主
要
教
科
書
を
網
羅
し

て
い
る
。
一
学
期
、
二
学
期
、
三
学

期
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
授
業
構
成
・

板
書
計
画
・
時
間
配
分
が
示
し
て
あ

る
。

　
新
学
期
直
前
は
、
様
々
な
仕
事
が

押
し
寄
せ
て
く
る
。
し
か
し
、「
新

授
業
フ
ァ
イ
ル
」
は
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
た
め
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
で
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
印
刷
し
て
紙
媒
体

で
読
ん
だ
り
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
忙
し
い
時
期
で
も
、

自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
隙
間

時
間
に
教
材
研
究
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

１　準備物　
　紙、鉛筆やペンなどの筆記用具（ミニホワイトボード、ホワイトボードマーカーでもよい）
２　進め方　
①　教師がお題を出す。　（例）緑色の食べ物　
②　班で相談して紙に書かせる。時間制限をしてもよい。　
③　各班の答えを確認していく。　
④　答えが他の班と被らなかったら１ポイント加点。被ってしまったらポイントは入らない。　
⑤　何問か出題し、最終的にポイントの多かった班が勝ち。
３　盛り上がるポイント　
「お題」にある。序盤は答えが無数にあるものとし、終盤は答えが限られたものとなるよう
にすると盛り上がる。
４　お題の例　
　教室にあるもの、教科の名前、サザエさん一家の誰か、今日の給食メニュー、１～５の数字、
信号の色

班対抗レク「ちがうが勝ち」
席替え後にオススメ！　自然と会話が弾む。

高
たか

見
み

澤
ざわ

信
しん

介
すけ

長野県松本市立明善小学校
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「
答
え
方
ス
キ
ル
」
で
学
力
向
上
！

全
国
学
テ
も
、「
囲
む
」「
結
ぶ
」「
書
き
込
む
」
作
業
で

ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。

堀ほ
り

田た

和か
ず

秀ひ
で

兵
庫
県
洲
本
市
立
安
乎
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

　
全
国
学
テ
の
国
語
問
題
。
始
ま
っ

て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
子
供
た
ち
の

問
題
用
紙
は
「
囲
み
」
や
「
線
」「
書

き
込
み
」
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
テ
ス
ト
終
了
後
、「
先
生
、
結
構

自
信
が
あ
り
ま
す
！
」
と
言
い
に
来

る
子
供
た
ち
。
結
果
は
、
全
国
平
均

よ
り
七
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。

　
こ
の
年
、
学
テ
直
前
に
、
正
進
社

の
『
作
業
で
ら
く
ら
く
　
答
え
方
ス

キ
ル
』
を
使
っ
て
、
授
業
を
行
っ
た
。

　
教
師
は
、
子
供
た
ち
に
問
題
用
紙

と
解
答
用
紙
を
配
り
、
掲
示
用
の
問

題
用
紙
に
赤
ペ
ン
で
書
き
込
み
な
が

ら
、
授
業
を
進
め
て
い
く
。

　
問
題
文
に

「
囲
む
」「
結

ぶ
」「
書
き

込
む
」
作
業

を
し
て
、
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、
ど

の
資
料
を
見
れ
ば
よ
い
の
か
、
何
を

答
え
と
し
て
書
け
ば
よ
い
か
が
、
一

目
で
分
か
る
。

　
こ
の
授
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
私

が
準
備
し
た
こ
と
は
た
だ
一
つ
。

授
業
映
像
を
見
て
、
授
業
の
映

像
通
り
に
練
習
す
る

「
答
え
方
ス
キ
ル
」

に
は
、
谷
和
樹
氏

の
子
供
相
手
の
授

業
が
セ
ッ
ト
で
つ

い
て
く
る
。

　
谷
氏
の
言
葉
と
動
き
を
忠
実
に
ト

レ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の

熱
中
度
が
変
わ
る
。

「
答
え
方
ス
キ
ル
」
は
、
子
供
に
も
、

教
師
に
も
、
学
び
の
宝
庫
で
あ
る
。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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これだけは手放せない！　リアルタイム
で実践を知ることができるWorkplace
ハッシュタグ、検索機能を使って短時間で効果的な教材研究ができる。

神奈川県逗子市立沼間小学校 宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「ルーブリック」を研究している。つくるには先行実践が必要である。
　そこで、TOSS Workplace（TOSS-SNS）の「ハッシュタグ」や「検索機能」で「ルーブリッ
ク」と検索してみた。すると、多くの先生が実践し、写真付きで紹介してくれていた。
　気になる投稿は、「投稿を保存」ボタンを押す。すると、再度探すことなく、いつでもアク
セスできる。それを必要によって印刷し、ノートに貼り、書き込む。
　TOSSランドと違って、新しい情報をリアルタイムで得ることができるのが、TOSS 
Workplaceの良さだ。
　その中で、山口県の林健広氏の投稿に目が留まった。
　林氏の投稿には、ルーブリックづくりで、以下を見ながら作成したと書いてあった。

①　谷氏のルーブリック
②　学習指導要領
③　教科書
④　テスト

　私は、上記のものと教科書会社の年間指導計画細案も参考にした。
　林氏ら多くの実践家の投稿を参考にして、生活科で「ルーブリック」をつくってみた。
　つくった「ルーブリック」を TOSS Workplaceに投稿してみる。
　すると、コメントで改善点を指摘してもらえる。それをもとに子供に授業してみる。
　子供の事実から、修正する。その繰り返しが楽しい。
　実際に宮森のルーブリックを「使ってみたい」と言ってくださる方もいた。
　TOSS Workplaceで多くの実践を知り、投稿し、コメントをもらうことで自分の実践がブラ
シュアップされる。
　TOSS Workplaceは、私にとってなくてはならないものだ。

【今月のコンテンツ】

TOSS-SNS

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

TOSS Workplaceの実践を
もとに作成した１年
生活科の「ルーブリック」。
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ら
ん
ぼ
計
算
を
す
る
前
に
百
玉
そ
ろ

ば
ん
を
使
っ
て
、
く
り
下
が
り
の
あ

る
ひ
き
算
に
取
り
組
ん
だ
。
半
具
体

物
の
操
作
が
足
り
な
か
っ
た
の
だ
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
た
く
さ
ん
操
作

し
た
頃
に
は
、
他
の
子
は
さ
く
ら
ん

ぼ
の
計
算
を
終
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
解
説
動
画
」

を
活
用
し
た
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、YouT

ube

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
動
画
を
止
め

な
が
ら
作
業
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
Ａ

ち
ゃ
ん
に
は
と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
よ
う
だ
。
ゆ
っ
く
り
で
は

あ
っ
た
が
、
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

動
画
と
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
、
ノ
ー
ト
に

も
嫌
が
ら
ず
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
指
導

の
個
別
化
」
で
あ
る
。

　

優
れ
た
教
材
と
一
人
一
台
端
末
の

組
み
合
わ
せ
で
、
さ
ら
な
る
可
能
性

が
広
が
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
計
算
ド
リ
ル
は
、

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
答
え
が
入
力
で

き
る
。
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
玉
を
動
か

す
だ
け
で
、
計
算
で
き
る
。
Ａ
ち
ゃ

ん
に
は
ぴ
っ
た
り
の
教
材
だ
っ
た
。

２  

百
玉
そ
ろ
ば
ん
×
「
あ
か
ね

こ
計
算
ス
キ
ル
」
解
説
動
画

　

Ａ
ち
ゃ
ん
は
く
り
下
が
り
の
あ
る

ひ
き
算
で
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
の

手
順
が
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
く

１
百
玉
そ
ろ
ば
ん
×
計
算
ア
プ
リ

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
と
計
算
ア
プ
リ

（
東
京
書
籍
Ｄ
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ
）

だ
け
を
机
上
に
出
さ
せ
、
計
算
問
題

に
取
り
組
ま
せ
た
。

　

た
し
算
、
ひ
き
算
が
苦
手
な
小
学

一
年
生
の
Ａ
ち
ゃ
ん
が
、

「
や
っ
た
！　

や
っ
た
‼
」

と
飛
び
上
が
っ
て
喜
び
、
休
み
時
間

に
も
計
算
練
習
に
没
頭
し
た
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
と
端
末
で
の
計
算

ア
プ
リ
の
練
習
の
良
さ
は
二
つ
あ
る
。

①　

操
作
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る

②　

物
が
落
ち
な
い

　

筆
箱
や
鉛
筆
は
一
切
使
わ
ず
、
計

算
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
微
細
運
動

が
苦
手
な
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
式
を
書
く

だ
け
で
も
す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
。

百玉そろばんと
１人１台端末だ
けを机上に出さ
せる
百玉そろばんと端末の操
作で、たし算、ひき算の
苦手な子が夢中で計算練
習に取り組んだ。

北海道別海町立西春別小学校

五
い

十
が

嵐
らし

貴
たか

弘
ひろ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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３　

運
を
拾
う
素
直
な
子
た
ち

　

授
業
後
、「
今
日
も
運
を
拾
い
ま

し
た
。」
嬉
し
そ
う
に
日
記
で
報
告

す
る
子
た
ち
。

「
あ
っ
、
運
が
落
ち
て
い
る
」

と
言
い
な
が
ら
私
が
拾
お
う
と
す
る
と
、

「
大
丈
夫
で
す
。
私
が
拾
い
ま
す
」

と
自
分
か
ら
ゴ
ミ
を
拾
う
。

　

気
付
く
力
を
楽
し
く
付
け
さ
せ
た

い
。 ３　

運
を
拾
う
素
直
な
子
た
ち

発
問  

大
谷
選
手
は
何
を
拾
っ

て
い
ま
す
か
？

・
ゴ
ミ発

問  

大
谷
選
手
は
、
自
分
で

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
と
は
言

い
ま
せ
ん
。
何
を
拾
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

子
供
た
ち
は
「
え
!?
」
と
驚
く
。

説
明  

大
谷
選
手
は
、
他
人
が

ポ
イ
ッ
と
捨
て
た
運
を
拾
っ

て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
こ
で
、
大
谷
選
手
の
書
籍
に
あ

る
言
葉
を
紹
介
す
る
。

「
僕
は
、
前
を
通
り
過
ぎ
て
か

ら
（
ご
み
に
）
呼
ば
れ
て
い
る

気
が
し
て
、
戻
っ
て
拾
う
。
お

前
は
そ
れ
で
い
い
の
か
っ
て
、

後
ろ
か
ら
ト
ン
ト
ン
さ
れ
ち
ゃ

う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。」

　

大
谷
選
手
の
行
動
に
つ
い
て
感
想

を
発
表
さ
せ
る
。

１　

気
付
く
力
の
大
切
さ

　

教
室
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
や
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ
の
ス

リ
ッ
パ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　

人
の
た
め
に
役
立
と
う
と
す
る
心

が
な
け
れ
ば
、
気
付
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
流
で
活
躍
す
る
人
の
多
く

が
「
ト
イ
レ
掃
除
」
を
大
切
に
し
て

い
る
。
な
ぜ
か
。

　

ト
イ
レ
掃
除
を
し
な
が
ら
、
身
の

回
り
に
起
こ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

に
も
「
気
付
く
力
」
を
高
め
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
校
で
、

人
の
た
め
に
、「
気
付
き
行
動
で
き

１　

気
付
く
力
の
大
切
さ

る
大
切
さ
」
を
教
え
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

２　

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
学
ぶ

ゴ
ミ
拾
い

　

大
谷
翔
平
選
手
が
活
躍
す
る
動
画

を
見
せ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、「
お
ー
す
ご
い
」

と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
。

説
明  

大
谷
選
手
は
、
練
習
中

で
も
試
合
中
で
も
、
あ
る
も

の
を
拾
っ
て
い
る
こ
と
で
有

名
で
す
。

　

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
動
画
を
見
せ

る
。 ２　

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
学
ぶ

ゴ
ミ
拾
い

大谷翔平選手から
生き方を学ぶ

ゴミを拾うのではなく、
運を拾う。

群馬県太田市立沢野小学校

松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！

↑日記に自分の成長を書いてくる。
←教室に言葉を掲示する。



59 2023. 2

「
プ
ル
ダ
ウ
ン
」
で
作
る
こ
と
で
、

〈
一
つ
だ
け
〉
選
ぶ
形
式
に
な
る
。

　

こ
の
項
目
は
、
別
の
フ
ォ
ー
ム
を

作
る
時
に
も
活
用
で
き
る
。「
質
問

を
イ
ン
ポ
ー
ト
」
と
い
う
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
過
去
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
質

問
項
目
を
選
び
、
そ
の
ま
ま
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
一
度
作
れ
ば
、

何
度
で
も
使
え
る
の
で
あ
る
。

２　
何
度
で
も
使
え
る
！「
行
事
反
省
」

　

職
員
に
反
省
を
入
力
し
て
も
ら
う

場
面
。
そ
こ
で
困
る
の
は
、
役
割
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
集
計
に
手

間
取
る
こ
と
で
あ
る
。Google

フ
ォ
ー

ム
な
ら
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
結

果
が
出
力
さ
れ
る
の
で
、
並
べ
替
え

が
で
き
る
。
こ
れ
も
、
一
度
作
れ
ば
、

来
年
以
降
も
使
え
る
。

２　
何
度
で
も
使
え
る
！「
行
事
反
省
」

　

こ
れ
を
解
決
す
る
の
は
簡
単
だ
。

「
出
席
番
号
つ
き
名
前
」
の
項
目
を

作
っ
て
お
く
の
で
あ
る
。

　

例　
「
１
、
鈴
木
」「
２
、
水
本
」…

　

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
す

る
ア
プ
リ
は
様
々
に
あ
る
。
そ
の
中

で
も
使
い
勝
手
が
良
い
の
は
、
や
は

り
、Google

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
無

料
で
あ
り
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ム
の
作

成
数
、
質
問
数
が
無
制
限
で
あ
る
。

回
答
デ
ー
タ
の
表
示
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
容
易
だ
。

　

基
本
性
能
の
高
さ
に
加
え
て
、

Google

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
い
て
便

利
だ
と
感
じ
る
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。

二
つ
に
絞
っ
て
、
紹
介
す
る
。

①　

何
度
で
も
使
え
る
！
「
出

席
番
号
」

②　

何
度
で
も
使
え
る
！
「
行

事
反
省
」

１　
何
度
で
も
使
え
る
！「
出
席
番
号
」

　

子
供
た
ち
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入
力

す
る
場
面
。
そ
こ
で
、
困
る
こ
と
が

あ
る
。

名
前
の
入
力
に
時
間
差
が
あ
る
。

１　
何
度
で
も
使
え
る
！「
出
席
番
号
」

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

今月のアプリ
「Googleフォーム」

アンケート結果を、より
効率的に収集・活用する
ために。

神奈川県横浜市立高田小学校

水
みず

本
もと

和
かず

希
き

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

今月のアプリ： Googleフォーム



60

め
て
い
る
。

４　

審
査
す
る
立
場
に

　

自
分
の
技
量
を
上
げ
続
け
る
こ
と

と
同
時
に
、
関
西
中
央
事
務
局
員
と

し
て
Ｄ
表
審
査
を
す
る
機
会
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
輩
の
先

生
方
の
横
で
、
審
査
や
コ
メ
ン
ト
の

仕
方
を
学
び
審
査
員
と
し
て
の
腕
を

磨
く
日
々
を
歩
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
、
よ
う
や
く
自
分
が
代
表

を
務
め
る
京
都
で
、
検
定
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
前

代
表
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か

ら
年
五
回
開
催
し
て
い
く
。
募
集
を

す
る
と
、
す
ぐ
に
枠
が
う
ま
る
。
求

め
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
は
そ
う
だ
。
私
自
身
、
若
い
時

に
は
、
検
定
を
受
け
ら
れ
る
場
所
を

求
め
て
、
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
た

で
は
な
い
か
。
次
は
、
そ
の
場
を
提

供
す
る
側
に
立
つ
。
恩
返
し
だ
。

て
受
け
始
め
た
検
定
。
満
足
し
た
ら
、

そ
れ
で
終
わ
り
だ
っ
た
。
し
か
し
越

智
氏
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
京
都

の
若
い
先
生
た
ち
の
こ
と
、
そ
の
先

生
た
ち
が
今
後
受
け
持
つ
で
あ
ろ
う

子
供
た
ち
の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
た
。

　

私
も
T
O
S
S
に
出
会
い
、
た
く

さ
ん
の
先
生
方
に
検
定
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
当
日
ま
で
の
検
討
会
で
の

コ
メ
ン
ト
、
検
定
当
日
の
コ
メ
ン
ト

を
通
し
て
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
恩
返
し
を
し
な
い
ま
ま
、
満
足

し
て
い
た
自
分
を
反
省
し
た
。

３　

検
定
再
開

　

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず

は
「
前
」
を
取
る
た
め
の
受
検
。
そ

し
て
、
シ
ン
グ
ル
級
を
目
指
す
受
検
。

受
け
て
い
る
う
ち
に
、
Ｃ
表
突
破
な

ん
か
で
満
足
し
て
い
た
自
分
が
恥
ず

か
し
く
な
っ
た
。

　

昨
年
の
十
二
月
、
念
願
の
谷
氏
、

伴
氏
に
よ
る
審
査
で
Ｂ
表
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
、
既
に

Ａ
表
に
申
し
込
み
、
教
材
研
究
を
進

１　

が
む
し
ゃ
ら
に
受
け
た
二
〇
代

　

か
つ
て
は
、
受
検
数
に
制
限
が
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
受
け
た
い
だ
け
、

勢
い
で
受
け
て
い
た
。
半
年
間
で
八

回
の
Ｄ
表
検
定
を
受
け
た
。
受
け
れ

ば
受
け
る
ほ
ど
、
授
業
技
量
が
上

が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。
一
気
に

駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
。

２　

七
年
間
、
受
け
な
か
っ
た

　

Ｃ
表
突
破
し
た
と
こ
ろ
で
、
満
足

し
た
の
か
、
自
然
と
受
け
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
検
定
を
受
け
な
く

な
っ
て
、
七
年
間
の
月
日
が
経
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
と
例
会
だ
け
の
日
々
を

送
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
T
O
S
S
京
都
前
代
表

の
越
智
氏
と
呑
ん
で
い
た
時
に
、
突

然
お
願
い
さ
れ
た
。「
ま
た
検
定
を

受
け
て
ほ
し
い
。
検
定
を
受
け
て
、

シ
ン
グ
ル
級
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ

う
す
る
と
、
京
都
で
検
定
が
で
き
る
。

僕
と
安
江
さ
ん
の
二
人
が
シ
ン
グ
ル

に
な
れ
ば
、
京
都
で
Ｄ
表
検
定
が
で

き
る
。
若
い
子
た
ち
の
検
定
の
場
を

つ
く
り
た
い
。
だ
か
ら
、お
願
い
」
と
。

　

目
が
覚
め
た
。
そ
れ
ま
で
の
自
分

は
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
不
遜
だ
が
、
あ
る
程
度
の

と
こ
ろ
で
満
足
し
て
い
た
。
自
分
の

ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
に
、
良
い
授
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

検定の場を 
提供する側になる
これまで検定を通して育てて
いただいた恩返し。

京都府京都市立深草小学校 

安
やす

江
え

 愛
あい

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

土
日
も
部
活
指
導
を
し
た
い

　
部
活
動
を
土
日
も
指
導
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
も
希
望

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
管
理
職

か
ら
止
め
ら
れ
ま
す
。
管
理
職
の

指
示
通
り
に
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
教
師
の
練
習
に

生
徒
た
ち
が
遊
び
で
合
流
し
た
と

い
う
形
で
も
だ
め
で
す
か
。

つ
の
場
面
に
お
い
て
、
臨
時
ま
た
は
緊

急
の
や
む
を
得
な
い
必
要
の
場
合
の
み

時
間
外
勤
務
が
許
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
必
要
が
な
い
場
合
や
、
四
つ
の
場

面
に
該
当
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
時
間

外
勤
務
や
時
間
外
に
及
ぶ
よ
う
な
仕
事

量
を
指
示
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
自
主
的
な
時
間
外
勤
務

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
と
し
て
許

さ
れ
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
部
活
は
、
基
本
は
学
校
教

育
の
一
環
と
位
置
付
け
ら
れ
、
文
部
科

学
省
の
学
校
教
育
の
管
理
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
部
活
の
指
導
を

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
活
動
と
位
置
付
け
る

こ
と
は
困
難
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
勤
務
で
あ
る
以
上
、
管

理
職
に
「
も
う
こ
こ
で
帰
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
部
活
動
に
限
ら
ず
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
帰
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、
部
活
動
の

週
末
の
時
間
も
一
定
以
上
超
え
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
が
一
人
で
練
習
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
た
ま
た
ま
子
供
た
ち
が
遊
び
に
来

た
」
と
い
う
言
い
訳
は
、
一
回
だ
け
で

あ
れ
ば
通
用
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
を
毎
週
の
よ
う
に
続
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
則
に
立
ち
返
っ
て
部
活
指
導
の
制

限
の
範
囲
内
で
規
制
に
服
し
て
い
た
だ

く
よ
り
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

い
じ
め
事
案
が
あ
り
、
学
年
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
被

害
側
の
保
護
者
か
ら
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
求
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
せ
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

部
活
指
導
は
、
法
律
的
に
は
微
妙
な

位
置
付
け
に
な
り
ま
す
。

　

公
立
学
校
の
教
員
の
調
整
手
当
支
給

に
関
す
る
法
律
で
は
、
校
外
実
習
、
修

学
旅
行
そ
の
他
学
校
行
事
、
職
員
会
議
、

非
常
災
害
に
お
け
る
緊
急
の
対
応
の
四
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１　

四
字
熟
語
を
集
め
る

　

四
字
熟
語
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
が
知
っ
て
い
る

四
字
熟
語
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
。
そ
こ
で
、「
焼
肉

定
食
」
の
よ
う
に
、
何
と
な

く
で
も
意
味
が
通
じ
る
言
葉

で
、
漢
字
が
四
つ
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
い
い

こ
と
に
す
る
。

　

探
し
方
も
自
由
だ
。
教
科

書
や
学
級
文
庫
な
ど
、
ど
こ

か
ら
見
付
け
て
写
し
て
も
か

ま
わ
な
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
け
た
と
こ
ろ
で
、
黒
板
に
四
字

熟
語
を
び
っ
し
り
書
か
せ
て
い
く
。

　

今
な
ら
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
や
エ
ク
セ
ル

の
共
同
編
集
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
誰
が
、
ど

れ
だ
け
、
ど
ん
な
四
字
熟
語
を
書
い
た
か
を
教

師
も
子
供
も
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２　

四
字
熟
語
を
並
べ
て
詩
・
文
を
作
る

　

書
い
た
四
字
熟
語
を
並
べ
て
、
詩
・
文

を
作
り
な
さ
い
。

　

出
だ
し
は
自
分
か
家
族
、
担
任
の
名
前
を
入

れ
さ
せ
る
。
四
字
熟
語
は
、
自
分
が
書
い
た
も

の
だ
け
で
な
く
、
友
達
が
書
い
た
も
の
を
使
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
。
最
初
に
作
品
を
例
示
す
る

こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

私
の
学
級
の
作
品
を
何
点
か
紹
介
す
る
。

山
田
花
子　
　
　
　

鈴
木
太
郎

日
本
地
図　
　
　
　

天
才
少
年

立
入
禁
止　
　
　
　

野
球
一
筋

右
往
左
往　
　
　
　

母
親
怪
獣

田
上
先
生　
　
　
　

田
上
大
輔

一
番
人
気　
　
　
　

後
方
死
神

全
校
児
童　
　
　
　

死
相
発
見

心
機
一
転　
　
　
　

絶
体
絶
命

　

八
番
人
気　
　
　
　

九
死
一
生

　

向
山
学
級
の
作
品
は
年
齢
別
実
践
記
録
集
の

「
ラ
ン
ダ
ム
」「
ア
チ
ャ
ラ
」
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ぜ
ひ
、
自
分
の
学
級
の
作
品
と
比
較
し

て
み
て
も
ら
い
た
い
。

※『【
Ｄ
Ｌ
版
】
年
齢
別
実
践
記
録
集
』
は
教

育
技
術
研
究
所
で
販
売
中
。「
ラ
ン
ダ
ム
」

17
巻
、「
ア
チ
ャ
ラ
」
20
巻
に
収
録
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

北
海
道
苫
小
牧
市
立
日
新
小
学
校

田た

上が
み

大だ
い

輔す
け

四
字
熟
語
の
授
業

向
山
洋
一
氏
が
二
つ
の
学
年
の
学
級
通
信
で
紹
介
し
て
い
る
四
字
熟
語
の
授
業
。
誰
で

も
追
試
が
で
き
、
授
業
が
盛
り
上
が
る
。
そ
し
て
、
向
山
学
級
の
自
由
さ
、
ユ
ー
モ
ア

の
セ
ン
ス
に
挑
戦
す
る
の
に
、
最
適
な
授
業
で
あ
る
。
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本
物
は
静
か
に
広
ま
っ
て
い
く

職
場
に
も
色
々
な
人
が
い
る
か
ら
、
全
員
が
真
似
を
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
得
な
い
。

し
か
し
、
二
、
三
人
す
ら
も
真
似
を
し
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
実
践
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
の
だ
。

本
物
は
、
広
が
る
。

　

教
育
界
で
は
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
実
践
が
発

表
さ
れ
る
。
中
に
は
、
宣
伝
力
や
自
己
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
力
に
よ
り
脚
光
を
浴
び
る
実
践
も
あ

る
。

　

そ
れ
が
本
当
に
良
い
実
践
な
の
で
あ
れ
ば
、

書
籍
や
セ
ミ
ナ
ー
等
で
外
部
に
広
げ
る
前
に
、

足
元
で
広
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　

派
手
に
Ｐ
Ｒ
せ
ず
と
も
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

名
目
で
強
制
し
な
く
と
も
、
本
物
は
静
か
に
広

ま
っ
て
い
く
。

　

私
は
そ
の
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

同
じ
職
場
の
同
僚
が
真
似
を
し
な
い
実

践
は
、
ど
れ
だ
け
宣
伝
し
よ
う
と
、
た
か

が
知
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
は
、

こ
ち
ら
が
言
わ
ず
と
も
全
学
年
に
広
が
る
。
中

学
校
区
の
小
学
校
に
も
広
ま
る
。
初
任
校
か
ら

変
わ
ら
な
い
事
実
だ
。
中
学
版
は
光
村
準
拠
版

し
か
存
在
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育

出
版
を
採
用
す
る
某
郡
市
一
六
校
中
一
一
校
に

ま
で
広
が
っ
た
年
も
あ
る
。
市
教
研
の
国
語
部

会
で
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
と
子
供
の
事
実
を
発
表
し
、

数
回
授
業
を
公
開
し
た
結
果
、そ
う
な
っ
た
の
だ
。

　

向
山
型
の
「
指
名
な
し
討
論
」
も
そ
う
だ
。

自
校
内
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
生
ま
れ
る
の
は

当
た
り
前
。
市
教
研
や
公
開
研
究
発
表
の
場
で

長
谷
川
の
授
業
を
参
観
し
た
他
校
の
先
生
方
ま

で
も
が
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
。
自
ら
挑

ん
で
初
め
て
、
実
現
が
高
き
峰
で
あ
る
こ
と
を

知
る
の
だ
。
そ
こ
か
ら
真
剣
な
修
業
が
始
ま
る

の
だ
っ
た
。

「
わ
き
お
」
の
指
示
も
そ
う
だ
。
職
員
研
修
の

模
擬
授
業
を
通
し
て
紹
介
す
る
と
、
瞬
く
間
に

広
が
る
。
他
教
科
か
ら
の
追
試
報
告
が
相
次
ぐ

事
態
と
な
る
。

「
自
由
で
平
等
な
場
か
ら
の
出
発
」
と
い
う
理

想
を
実
現
す
る
た
め
の
、
リ
ー
ダ
ー
の
輪
番
制
、

再
任
・
兼
任
抑
制
シ
ス
テ
ム
も
そ
う
だ
。
ど
の

学
校
で
あ
っ
て
も
我
が
学
年
か
ら
始
ま
り
、
全

学
年
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
現
実
と
し
て
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
方
が
子
供
が
成
長
す

る
か
ら
だ
。

　

向
山
洋
一
氏
の
学
校
づ
く
り
が
ま
さ
に
そ
う

だ
。
立
場
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
を
超
え
て
、

良
い
も
の
は
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
研
究
を

進
め
、
実
践
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

本
物
は
身
近
な
所
か
ら
広
が
る
。
結
果
と
し

て
、
T
O
S
S
の
指
導
法
の
有
効
性
を
腹
の
底

か
ら
実
感
し
た
仲
間
た
ち
が
、
次
々
と
セ
ミ

ナ
ー
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
い
う
「
大
人
の

事
実
」
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

　

こ
れ
が
ひ
と
つ
の
真
実
で
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

ポ
ー
ツ
で
負
け
る
と
キ
レ
て
し
ま
う

子
が
負
け
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
落

ち
着
き
を
見
せ
た
例
。
今
回
紹
介
し

た
よ
う
な
、
五
色
百
人
一
首
の
も
つ

「
子
供
た
ち
を
根
底
か
ら
変
化
さ
せ

る
魔
法
の
力
」
を
、
私
は
何
度
も
見

て
き
た
。

五
色
百
人
一
首
は
単
な
る
ゲ
ー
ム

で
あ
る
。
教
育
活
動
の
中
心
で
は
な

い
。
余
暇
活
動
の
領
域
に
近
い
。

し
か
し
、
教
師
が
そ
れ
を
「
駆

使
」
す
る
技
能
を
身
に
付
け
た
な
ら
、

そ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。
ぜ
ひ
取

り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

I
C
T
の
駆
使

教
材
の
駆
使
の
三
つ
め
は

「
I
C
T
活
用
」
を
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
「
知
識
」
で
は
な
い
。

そ
れ
を
授
業
中
に
子
供
た
ち
の
前

で
使
い
こ
な
す
教
師
の
技
能
の
問
題

で
あ
る
。

（
続
く
）

り
は
じ
め
た
。

休
み
時
間
に
も
百
人
一
首
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

友
達
が
誘
う
と
一
緒
に
札
を
と
っ

た
り
、
坊
主
め
く
り
を
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

リ
ー
グ
戦
で
上
位
に
行
く
こ
と
こ

そ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
私
が

「
百
人
一
首
を
し
ま
す
」

と
言
う
と
、
他
の
み
ん
な
と
一
緒
に

「
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
」
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

学
習
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
掃
除
や
給
食
の
後
片
付
け
も
し

は
じ
め
た
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
変
化

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
年
生
ま
で
、
何
を
言
っ
て
も
全

く
や
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
子
だ
。

た
っ
た
一
枚
の
百
人
一
首
、
そ
の
最

初
の
一
枚
を
「
は
い
」
と
言
っ
て

取
っ
た
こ
と
が
、
Ｔ
君
を
変
化
さ
せ

た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

事
例
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

六
年
生
を
担
任
し
た
時
に
自
閉
症

の
子
が
県
大
会
で
優
勝
し
た
例
。
ス

一　

無
気
力
な
Ｔ
君
が
変
化
し
た

Ｔ
君
が
手
に
取
り
そ
う
だ
と
思
え

る
札
を
、
私
は
あ
ら
か
じ
め
、
手
に

持
っ
て
い
る
詠
み
札
の
束
の
下
に
集

め
て
お
い
た
。

書
け
ば
簡
単
だ
が
、
や
っ
て
み
る

と
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
自
然

に
詠
み
な
が
ら
、
目
線
は
子
供
た
ち

に
向
け
、
か
つ
一
瞬
で
札
を
選
別
し

て
、
そ
れ
を
手
に
持
っ
て
い
る
束
の

下
に
移
動
さ
せ
る
の
だ
。

机
の
上
か
ら
Ｔ
君
が
札
を
手
に

と
っ
た
と
き
、
私
も
一
瞬
で
そ
の
詠

み
札
を
指
で
は
さ
む
。

連
続
で
偶
然
が
起
き
る
と
わ
ざ
と

ら
し
い
。

様
子
を
見
な
が
ら
、
私
は
慎
重
に
、

三
回
に
一
回
く
ら
い
の
割
合
で
彼
が

裏
を
見
た
札
を
机
に
置
い
た
直
後
に

詠
ん
だ
。

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
数
度
目
だ
っ

た
と
思
う
。

Ｔ
君
は
「
は
い
」
と
小
さ
い
声
で

言
っ
て
、
札
を
と
っ
た
。

そ
の
時
、
私
は
初
め
て
「
お
っ
」

と
い
う
驚
い
た
表
情
を
Ｔ
君
に
向
け

た
。
そ
し
て
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
ん
で

み
せ
た
。
Ｔ
君
も
私
を
見
て
目
を
合

わ
せ
た
。

や
が
て
一
度
、
二
度
と
、
ゲ
ー
ム

に
勝
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

勝
つ
場
面
を
経
験
し
、
彼
は
変
わ

授業のベーシックス
キル８
「教材・教具の駆使」⑹
「五色百人一首」は発達障害の
子供たちをも変化させる。巧
みに導入し、熱中させ、一人
一人の子を見て対応を変化さ
せられる技をもっている教師
なら、その効果は絶大である。

授業の
ベーシックスキル

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564



2023. 265

　

他
県
で
飛
び
込
み
授
業
を
行
っ
た
。
教
材
は

「
あ
か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

と
し
た
。
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
読
み
、

問
題
を
解
く
。
対
象
と
な
る
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
相
当
負
荷
の
高
い
教
材
だ
。

　

教
材
選
定
の
理
由
を
参
観
者
か
ら
問
わ
れ
た
。

「
面
白
い
詩
や
短
歌
俳
句
等
の
授
業
か
と
思
い

ま
し
た
」
と
も
言
わ
れ
た
。

　

数
年
前
ま
で
の
私
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
教
材

を
選
択
し
た
だ
ろ
う
。
以
前
は
、一
言
で
言
え
ば
、

「
授
業
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
た
い
」
が
目
的

だ
っ
た
。
実
際
に
、
そ
う
い
う
飛
び
込
み
授
業

を
た
く
さ
ん
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
変
え
た
。

「
当
該
校
の
『
そ
れ
か
ら
』
に
役
に
立
つ

授
業
を
す
る
」
を
確
固
た
る
目
的
と
し
た
。

　

お
も
し
ろ
い
教
材
を
用
い
て
、
軽
快
な
授
業

で
楽
し
ま
せ
る
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
自

身
の
現
場
な
ら
、
私
も
よ
く
行
う
。
だ
が
、
飛

び
込
み
授
業
で
そ
れ
を
す
る
と
、
授
業
の
終
了

と
と
も
に
子
供
た
ち
の
学
び
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
楽
し
か
っ
た
ね
、
の
打
ち
上
げ
花
火
で
終

わ
る
の
だ
。

　

し
か
も
、
こ
ち
ら
が
よ
り
重
要
な
の
だ
が
、

指
導
困
難
な
現
場
の
場
合
、
私
の
す
る
授
業
と

日
常
の
授
業
者
の
授
業
と
の
差
が
開
け
ば
開
く

ほ
ど
、
子
供
た
ち
が
苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
だ
。

授
業
者
も
然
り
、
で
あ
る
。
一
歩
間
違
え
ば
、

生
徒
│
教
師
間
の
関
係
性
が
更
に
悪
化
す
る
恐

れ
も
あ
る
。

　

な
ら
ば
こ
ち
ら
の
す
る
こ
と
は
決
ま
る
。「
い

か
に
シ
ー
ム
レ
ス
な
授
業
を
提
供
す
る
か
」
で

あ
る
。
日
常
と
非
日
常
の
接
続
で
あ
る
。

　

授
業
が
一
時
間
の
営
み
で
な
く
、
年
間
を
と

お
し
て
子
供
を
育
ん
で
い
く
営
み
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち
に
も
教
師
集
団
に
も
配

慮
を
し
つ
つ
、
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
抑

制
し
、「
た
っ
た
一
人
の
例
外
も
な
く
」
学
習

に
取
り
組
む
授
業
を
展
開
す
る
。
そ
れ
が
課
せ

ら
れ
た
仕
事
と
捉
え
た
。

　

来
る
日
も
来
る
日
も
授
業
は
あ
る
。
ど
の
教

科
で
も
扱
う
よ
う
な
定
番
の
教
材
、「
あ
の
教

材
だ
か
ら
あ
の
よ
う
な
授
業
に
な
る
ん
だ
よ

ね
」
と
思
わ
せ
な
い
、
イ
ベ
ン
ト
に
逃
げ
込
ま

な
い
教
材
が
必
要
な
の
だ
っ
た
。
し
か
も
一
時

間
で
ゴ
ー
ル
ま
で
示
す
。
彼
ら
と
私
と
の
授
業

は
こ
の
ひ
と
コ
マ
し
か
な
い
か
ら
だ
。

　

以
上
を
ひ
っ
く
る
め
て
、「
読
解
ス
キ
ル
」

に
決
め
た
。

　

授
業
は
教
師
が
輝
く
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
生
徒
一
人
一
人
を
輝
か
せ
る
た
め
に
こ
そ

あ
る
。「
う
ま
い
授
業
よ
り
、
良
い
授
業
」、
こ

れ
が
私
の
教
師
道
で
あ
る
。

　
う
ま
い
授
業
よ
り
、
良
い
授
業

当
該
校
の
子
供
、
教
師
双
方
の
「
そ
れ
か
ら
」
に
役
立
つ
授
業
を
す
る
。
こ
れ
が
飛
び
込
み
授
業
に
臨
む
者
の
心
得

で
あ
る
。

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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二
足
歩
行
が
は
ら
む「
脆
弱
性
」が

わ
れ
わ
れ
を
人
間
た
ら
し
め
た

一
歳
半
の
孫
を
見
て
人
類
史
に
思
い
を
馳
せ
る
。

『直立二足歩行の人類史』
（ジェレミー・デシルヴァ著　
文藝春秋）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

１
．
孫
に
見
る
人
類
史

　

一
歳
半
に
な
る
孫
が
い
る
。

　

保
育
園
に
通
い
、
四
時
ご
ろ
に
帰
っ
て
く
る
。

幼
児
の
顔
で
は
な
い
。
外
の
社
会
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
き
た
顔
だ
。
あ
る
日
の
そ
れ
は
甘
さ
を

払
拭
し
た
闘
志
の
顔
だ
っ
た
。
玩
具
の
取
り
合
い

と
な
り
、
友
達
か
ら
顔
を
か
じ
ら
れ
て
き
た
。
い

い
歳
こ
い
て
、
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
孫
と

ジ
イ
ジ
、
固
ま
っ
た
顔
の
解
凍
に
時
間
を
要
し
た
。

　

歩
き
出
し
て
か
ら
活
動
範
囲
が
一
気
に
広
が
っ

た
。

　

つ
ま
先
立
ち
に
な
り
、
手
を
伸
ば
し
、
何
で
も

取
り
出
す
。
あ
る
と
き
は
文
庫
本
を
手
に
し
て
鼻

歌
ま
じ
り
。
取
り
あ
げ
て
驚
い
た
。『
世
阿
弥
の
能

を
読
む
』。
せ
っ
か
く
貼
っ
た
付
箋
を
は
が
し
て
し

ま
っ
た
。
最
大
の
関
心
事
は
外
の
散
歩
。
玄
関
に

降
り
立
ち
、
靴
を
抱
え
て
催
促
す
る
。
行
動
に
変

化
が
見
え
る
。石
こ
ろ
や
木
切
れ
を
拾
っ
て
、「
ハ
ー

イ
」
と
言
い
な
が
ら
小
走
り
に
寄
っ
て
く
る
。
ハ

イ
ハ
イ
し
て
い
た
頃
に
は
な
か
っ
た
行
動
だ
。
両

手
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
で
、
人
に
何
か
を
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
で
て
く
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
る
で
「
直
立
二
足
歩
行
の
人
類
史
」
を

み
る
思
い
だ
。

２
．『
直
立
二
足
歩
行
の
人
類
史
』

　

そ
ん
な
タ
イ
ト
ル
の
本
が
出
た
。
著
者
は
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
デ
シ
ル
ヴ
ァ
さ
ん
。
副
題
が
面
白
い
。

「
人
間
を
生
き
残
ら
せ
た
出
来
の
悪
い
足
」

　

二
足
歩
行
は
四
足
歩
行
に
比
べ
て
ス
ピ
ー
ド
が

出
な
い
。
ま
た
転
び
や
す
い
。
二
足
歩
行
に
適
し

た
脊
椎
や
骨
盤
の
特
殊
な
形
が
腰
痛
の
要
因
と
な

り
、
出
産
の
困
難
さ
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
で
も
人

類
は
二
足
歩
行
を
は
じ
め
た
。

　

本
書
は
「
い
か
に
し
て
二
足
歩
行
が
わ
れ
わ
れ

を
人
間
た
ら
し
め
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

　

人
類
の
進
化
の
歴
史
は
、
新
た
な
化
石
の
発
見

と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
常
に
塗
り
替
え
ら
れ

る
。
二
〇
二
二
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
は

絶
滅
し
た
人
類
の
遺
伝
子
情
報
を
分
析
し
、
人
類

の
進
化
に
つ
い
て
大
き
な
発
見
を
し
た
ス
バ
ン
テ
・

ペ
ー
ボ
博
士
に
贈
ら
れ
た
。

　

博
士
の
研
究
は
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
ネ
ア
ン

デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人
の
遺
伝
情
報
の
一

部
を
受
け
継
ぎ
、
種
が
交
じ
り
合
っ
て
い
た
こ
と

を
見
出
し
た
。

　

二
足
歩
行
に
お
い
て
も
、
人
類
に
行
き
つ
く
ま

で
様
々
な
進
化
の
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
の
結
果
、
長
距
離
移
動
に
適
し
た
ホ
モ
属
が
誕

生
し
、
す
ぐ
に
生
息
域
を
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
外
に

広
げ
た
。

３
．
二
足
歩
行
が
人
へ
の
共
感
を
生
む

　

孫
は
、
行
動
範
囲
を
一
〇
〇
ｍ
ま
で
広
げ
た
。

　

歩
み
は
ハ
イ
ハ
イ
の
ス
ピ
ー
ド
に
及
ば
な
い
。

ま
た
よ
く
転
ぶ
。そ
れ
で
も
犬
を
怖
が
ら
な
く
な
っ

た
。
近
所
の
子
供
の
中
に
も
入
っ
て
い
く
し
、
珍

し
い
も
の
を
見
付
け
て
は
指
差
し
て
「
オ
ッ
、

オ
ッ
」
と
興
奮
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
い
つ
の
間

に
か
母
親
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ

た
。
人
へ
の
共
感
や
利
他
の
行
為
が
二
足
歩
行
が

は
ら
む
「
脆
弱
さ
」
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
と
思
う

と
な
ん
と
な
く
嬉
し
く
な
る
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 林
先
生
が
意
識
し
て
い
る
「
子
供
の
や
る
気
を

引
き
出
す
褒
め
方
」
の
ポ
イ
ン
ト

四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
、
笑
顔
で
褒
め
る
こ
と
。

「
ノ
ー
ト
に
三
文
字
も
書
い
て
る
ん
だ
ね
。
偉

い
ね
ー
」
の
よ
う
に
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
４
が
、「
多
様
性
」
で
す
。「
い
ろ

い
ろ
な
や
り
方
で
褒
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
和
久
田
先
生
の
本
で
一
番
好
き
な
言
葉

が
「
叱
る
熱
量
で
褒
め
な
さ
い
」
で
す
。

　

叱
る
時
は
、
教
師
は
も
の
す
ご
い
熱
量
で
子

供
を
叱
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
熱
量
で
褒
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

３　

音
声
で
は
な
く
文
字
情
報
で
褒
め
る

　

お
す
す
め
な
の
は
向
山
洋
一
氏
か
ら
学
ん
だ

一
筆
箋
で
す
。

　

最
近
、
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
授
業
中
に

ノ
ー
ト
に
褒
め
言
葉
を
書
く
こ
と
で
す
。

「
わ
ー
、
す
ご
く
頑
張
っ
て
る
ね
」

と
音
声
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
と
し
て
残
し
ま
す
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
時
に
「
頑
張
っ
て
い

て
す
ば
ら
し
い
ね
」
と
書
い
て
あ
げ
ま
す
。「
お

母
さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
い
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
質
問
を
さ
れ
た
方
は
、
高

学
年
女
子
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
高
学
年
の
女
子
は
音
声
で
褒
め

る
よ
り
も
、
こ
う
い
っ
た
文
字
で
褒
め
た
方
が

喜
ぶ
よ
う
な
経
験
則
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
教
師
自
身
が
笑
顔
で
褒
め
る
練
習

を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

１　

褒
め
よ
う
と
す
る
感
度
を
も
つ
大

切
さ

　

ま
ず
、
前
提
条
件
と
し
て
こ
の
質
問
を
下

さ
っ
た
先
生
。
す
ご
く
い
い
先
生
で
す
。
絶
対

に
。
こ
う
い
う
感
度
を
も
っ
た
先
生
は
少
な
い

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

普
段
か
ら
こ
の
先
生
は
、
す
ご
く
褒
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

２　

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
４

　

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、

和
久
田
学
先
生
の
『
科
学
的
に
考
え
る
子
育

て
』（
緑
書
房
）
が
お
す
す
め
で
す
。

　

褒
め
る
ポ
イ
ン
ト
１
は
、「
即
時
性
」
で
す
。

「
す
ぐ
褒
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
２
が
「
明
示
性
」
で
す
。「
あ
な

た
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
」
と
は
っ
き
り
言
う
。

「
松
島
君
偉
い
」
の
よ
う
に
名
前
を
呼
び
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
３
が
「
具
体
的
に
褒
め
る
」
で
す
。

「
偉
い
」「
す
ご
い
」
ば
か
り
で
は
な
く
て

毎
日
一
回
は
子
供
た
ち
を
褒
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
一
人
の
お
と
な

し
い
女
の
子
を
笑
顔
に
し
た
く
て
褒
め

て
い
る
の
で
す
が
、
本
人
は
褒
め
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
（「
今
日
先
生
に

褒
め
ら
れ
た
人
？
」
と
尋
ね
て
も
挙
手

し
ま
せ
ん
。
授
業
中
の
挙
手
は
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
「
Ａ
さ
ん
褒
め

ら
れ
て
い
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
挙

手
し
ま
せ
ん
）。
ど
う
し
た
ら
子
供
が
褒

め
ら
れ
た
と
い
う
実
感
が
も
て
る
よ
う

な
褒
め
方
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市

立
清
末
小
学
校

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

受
験
シ
ー
ズ
ン

通
っ
て
い
た
。
多
い
子
供
は
、
週
に
五
回
程

度
。
土
曜
日
、
日
曜
日
、
長
期
休
業
中
も
通

う
。
少
な
か
ら
ず
六
年
生
は
、
三
学
期
に
な

る
と
登
校
し
な
く
な
る
。

　

東
京
都
内
の
一
斉
入
試
日
の
二
月
一
日
と

二
月
二
日
は
、
六
年
教
室
は
が
ら
ー
ん
と
す

る
。
地
元
中
学
校
に
入
学
す
る
数
名
し
か
登

校
し
な
い
。
残
っ
た
子
供
た
ち
は
給
食
食
べ

放
題
で
あ
る
。

　

数
日
後
、
子
供
た
ち
の
明
暗
が
分
か
れ
る
。

わ
ず
か
一
二
歳
の
子
供
に
過
酷
な
現
実
が

待
っ
て
い
る
。
遊
び
た
い
盛
り
を
捧
げ
た
三

年
間
。
志
望
校
に
合
格
し
た
子
供
も
い
れ
ば
、

滑
り
止
め
に
拾
わ
れ
た
子
供
も
い
る
。

　

六
年
学
級
担
任
は
、
こ
の
時
期
の
学
級
運

営
に
腐
心
す
る
。
し
か
し
、
子
供
の
回
復
力

は
た
く
ま
し
い
。
卒
業
関
連
の
行
事
が
始
ま

る
頃
に
は
、
笑
顔
を
取
り
戻
す
。

　

私
の
校
長
時
代
の
小
学
生
は
、
現
在
、
大

吸
っ
て
午
後
の
科
目
に
備
え
た
。
ま
だ
、
こ

の
時
期
は
不
良
の
風
が
抜
け
て
い
な
か
っ
た
。

　

現
在
の
私
の
住
ま
い
は
、
子
育
て
の
町
で

あ
る
。
駅
か
ら
広
が
る
一
〇
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の

両
側
に
、
二
〇
ほ
ど
の
進
学
教
室
が
あ
る
。

音
楽
教
室
、
そ
ろ
ば
ん
塾
、
公
文
教
室
、
保

育
所
な
ど
を
含
め
る
と
大
変
な
数
で
あ
る
。

美
容
院
も
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
に
存
在
す
る
。

　

近
所
に
住
む
私
の
孫
も
中
学
三
年
に
な
っ

て
、
進
学
教
室
に
通
い
出
し
た
。
部
活
か
ら

戻
り
、
慌
た
だ
し
く
夕
食
を
か
き
込
み
家
を

出
る
。
早
寝
の
私
な
ど
が
、
寝
入
っ
た
後
に

帰
宅
す
る
そ
う
だ
。
本
人
も
、
若
い
両
親
も

大
変
だ
な
と
思
う
。

二
　
中
学
校
受
験
の
推
移

　

泰
明
小
学
校
の
子
供
は
、
四
年
生
に
な
る

と
、
ほ
ぼ
全
員
が
進
学
教
室
や
学
習
塾
に

一
　
進
学
教
室
の
ま
ち

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
毎
年
、
厳
寒
期

に
受
験
生
の
ド
ラ
マ
が
待
ち
受
け
る
。

　

私
の
大
学
受
験
期
は
、
大
学
紛
争
真
っ
盛

り
。
東
京
大
学
と
東
京
教
育
大
学
（
現
筑
波

大
学
）
の
入
試
が
中
止
。
最
上
位
層
の
受
験

先
が
な
く
な
り
、
下
方
へ
向
か
う
。
受
験
地

図
は
大
き
く
変
わ
り
、
大
激
震
が
走
っ
た
。

　

受
験
志
望
の
横
浜
国
大
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

（
閉
鎖
）
で
、
神
奈
川
県
内
の
高
校
で
受
験

し
た
。
昼
休
み
、
弁
当
の
ミ
カ
ン
を
食
べ
終

え
て
、
隅
の
ご
み
箱
へ
放
り
投
げ
た
。
そ
れ

を
目
撃
し
た
Ｉ
君
は
「
怖
い
や
つ
だ
」、
絶

対
に
一
緒
に
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
そ
う

だ
。
入
学
後
、
親
し
く
な
っ
た
Ｉ
君
が
私
に

そ
う
告
白
し
た
。

　

ミ
カ
ン
を
放
り
投
げ
た
後
に
、
学
生
服
姿

の
私
は
便
所
の
個
室
に
入
り
、
た
ば
こ
を

の

新
時
代
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超
え
て
、
今
日
の
早
大
が
あ
る
。

　

理
事
長
の
逮
捕
な
ど
が
あ
っ
た
日
大
。
不

祥
事
の
後
に
就
任
し
た
林
真
理
子
理
事
長
。

ま
ず
そ
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。
と
は
い
え
、

理
事
長
と
し
て
の
大
学
運
営
は
、
広
範
な
能

力
と
経
営
判
断
を
求
め
ら
れ
る
。
私
も
大
学

の
経
営
陣
の
末
席
を
し
め
、
舵
取
り
の
難
し

さ
を
日
々
実
感
し
て
い
る
。
日
本
大
学
ブ
ラ

ン
ド
の
再
生
が
図
ら
れ
る
か
ど
う
か
温
か
く

見
守
り
た
い
。

　

昨
年
の
大
学
共
通
テ
ス
ト
で
の
カ
ン
ニ
ン

グ
。
大
学
関
係
者
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
報
道

に
よ
れ
ば
、
ス
マ
ホ
を
巧
み
に
操
作
し
て
外

部
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
入
試

監
督
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
十
全
な
体
制
で

会
場
管
理
を
す
る
。
複
数
の
監
督
者
の
目
を

盗
む
の
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
事
件
は

起
き
て
し
ま
っ
た
。
今
年
の
各
会
場
は
、
一

層
厳
重
な
体
制
で
臨
む
。

　

共
通
テ
ス
ト
を
終
え
る
と
、
心
底
疲
れ
る
。

何
も
な
く
て
当
た
り
前
。
実
に
気
を
使
う
業

務
だ
。
今
年
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
。
ど
の
会
場

も
何
事
も
な
く
平
穏
の
う
ち
に
終
了
し
、
各

大
学
が
受
験
生
や
国
民
か
ら
の
信
頼
を
回
復

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

汰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

首
都
圏
の
中
学
校
を
、
長
年
見
て
き
た
。

経
営
努
力
で
、
か
つ
て
の
底
辺
校
が
偏
差
値

上
位
校
に
な
っ
た
事
例
は
多
い
。

　

都
内
の
某
駅
。
旧
制
中
学
校
以
来
の
名
門

都
立
高
校
と
私
立
高
校
が
あ
っ
た
。
私
た
ち

の
時
代
は
、
名
門
の
都
立
高
校
が
闊
歩
し
て

い
た
。
そ
の
後
立
場
は
逆
転
し
、
そ
の
底
辺

校
は
偏
差
値
上
位
校
と
な
っ
た
。
今
で
は
、

私
立
高
校
が
威
風
堂
々
と
町
を
歩
く
。
Ｏ
Ｂ

た
ち
は
複
雑
な
思
い
で
、
現
役
生
を
眺
め
る
。

　

逝
去
し
た
義
母
は
江
戸
下
町
育
ち
。「
慶

応
の
よ
う
な
不
良
学
校
の
学
生
と
は
つ
き
あ

わ
な
い
」
と
い
い
含
ま
れ
た
そ
う
な
。
銀
座

は
昔
か
ら
、
慶
応
に
行
か
せ
る
か
泰
明
小
学

校
に
行
か
せ
る
か
と
い
う
土
地
。
町
の
衆
に

も
慶
応
出
が
多
い
。
ま
さ
か
戦
前
に
、
そ
の

よ
う
な
符
丁
が
あ
っ
た
と
は
銀
座
人
は
思
う

ま
い
。

　

大
宅
壮
一
賞
を
受
賞
し
た
﹃
彼
は
早
稲
田

で
死
ん
だ
﹄（
樋
田
毅
著
文
藝
春
秋
）
と
い

う
書
。
内
ゲ
バ
の
激
化
し
て
い
た
一
九
七
二

年
、
早
稲
田
大
学
構
内
で
起
き
た
過
激
派
に

よ
る
リ
ン
チ
殺
人
事
件
。
私
の
大
学
時
代
と

重
な
る
。
過
激
派
に
よ
る
構
内
支
配
を
乗
り

学
生
や
若
い
社
会
人
に
な
っ
た
。
い
つ
も
驚

か
さ
れ
る
の
は
、
か
な
り
の
卒
業
生
が
、
名

門
大
学
に
入
学
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん

で
い
る
こ
と
だ
。
幼
い
頃
か
ら
の
、
両
親
の

熱
意
と
本
人
の
努
力
は
、
や
が
て
開
花
す
る
。

　

首
都
圏
の
中
学
校
受
験
率
。
一
九
九
一
年

ま
で
は
一
〇
％
程
度
。
そ
こ
か
ら
二
〇
〇
二

年
ま
で
は
一
二
％
程
度
で
変
化
な
し
。
一
気

に
上
が
り
始
め
る
の
は
、
二
〇
〇
三
年
頃
か

ら
。
背
景
に
は
、い
わ
ゆ
る
「
学
力
低
下
論
」

の
跋
扈
が
あ
っ
た
。﹃
分
数
が
で
き
な
い
大

学
生
﹄（
岡
部
恒
治
他
著
東
洋
経
済
新
報
社
）

な
ど
と
い
う
過
激
な
本
も
発
売
さ
れ
て
、
国

民
は
こ
ぞ
っ
て
、
学
力
低
下
不
安
に
陥
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
国
私
立
中
学
校
受
験
率
が

一
五
％
を
超
え
た
。

三
　
各
大
学
の
受
験
の
状
況

　

少
子
化
時
代
を
迎
え
て
、
各
学
校
は
定
員

確
保
が
大
命
題
だ
。
千
葉
県
内
に
あ
る
二
八

の
私
立
大
学
の
う
ち
半
数
は
定
員
を
下
回
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
定
員
確
保
が
困
難
に
な
り
、

大
学
間
競
争
は
さ
ら
に
激
化
す
る
。

　

全
国
で
も
、
か
な
り
の
大
学
や
高
校
が
淘



※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
略
。
資
料
内
容
の
説
明
。
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ま
れ
で
は
な
い
。

　

国
会
で
の
答
弁
は
、
今
で
は
通
常
、
大
臣

や
副
大
臣
な
ど
政
治
家
が
行
う
が
、
以
前
は
、

政
府
委
員
と
し
て
、
各
省
庁
の
局
長
や
審
議

官
が
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
も
現
職
時
代
、

数
回
、
国
会
の
委
員
会
で
、
答
弁
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
国
会
答
弁
で
は
、
あ
ま
り
質

問
者
か
ら
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
そ

ん
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と

叱
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

国
会
答
弁
以
外
で
も
、
国
会
議
員
の
先
生

方
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
資
料
要
求
や
レ
ク

要
求
が
あ
る
。
国
会
質
問
の
勉
強
や
、
地
元

の
有
権
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
先

生
方
が
、
政
府
の
デ
ー
タ
や
考
え
を
聞
い
て

く
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
議
院
内
閣
制
な
の
で
、

政
府
の
予
算
案
や
法
案
な
ど
を
国
会
に
提
出

す
る
場
合
に
は
、
各
省
庁
は
、
与
党
（
現
在

は
、
自
民
党
、
公
明
党
）
の
関
係
の
部
会
な

ど
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体

的
に
は
、
文
部
科
学
省
の
場
合
は
、
自
民
党
、

公
明
党
の
文
部
科
学
関
係
の
部
会
、
そ
し
て
、

二
　
国
会
議
員
へ
の
対
応

　

通
常
は
、
質
問
の
前
日
に
、
質
問
通
告
に

基
づ
き
、
各
省
庁
が
質
問
す
る
国
会
議
員
の

所
に
質
問
内
容
を
聞
き
に
行
く
。
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
一
方
、
質
問
の
骨

子
程
度
し
か
教
え
て
く
れ
な
い
先
生
も
い
る
。

そ
の
場
合
は
、
想
定
問
答
を
多
く
用
意
し
て
、

国
会
の
質
疑
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

　

国
会
で
の
答
弁
は
、
す
べ
て
議
事
録
と
し

て
残
る
の
で
、
答
弁
内
容
は
正
確
に
、
ま
た
、

後
に
野
党
側
か
ら
あ
げ
足
を
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
慎
重
に
も
慎
重
を
期
し
て
作
成
さ
れ
る
。

　

質
問
内
容
が
役
所
に
届
く
の
は
、
大
体
夕

方
頃
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
答
弁
資
料
の
作
成

を
行
う
の
で
、
完
成
す
る
の
は
深
夜
に
な
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
法
案
審
議
の
際
な
ど
、

質
問
数
が
多
い
時
は
、
徹
夜
に
な
る
こ
と
も

　

テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
で
は
、
野
党
議
員
の

鋭
い
質
問
に
総
理
や
大
臣
が
答
弁
し
て
い
る

姿
が
映
る
。
こ
の
国
会
の
本
会
議
や
委
員
会

で
の
質
疑
応
答
は
、
そ
の
場
で
ぶ
っ
つ
け
で

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
前
に
質
問

内
容
を
政
府
側
に
通
告
し
て
、
政
府
側
は
そ

れ
を
基
に
答
弁
資
料
を
作
り
、
総
理
、
大
臣

に
事
前
に
レ
ク

※
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
国
会
の
慣
例
的
な
ル
ー
ル
で
あ

り
、
突
然
質
問
さ
れ
て
も
、
総
理
な
ど
は
正

確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
答
弁
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
お
互
い
に
有
意
義
な
や
り
取

り
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
　
国
会
答
弁

政
と
官

官
僚
と
「
公
共
」。
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に
か
か
る
荷
の
重
さ
は
ず
い
ぶ
ん
軽
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
国
家
公
務
員
と
し
て
、

お
国
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
働
い
て
い
る
と

い
う
気
負
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
人
に
な
っ
て
、
公

務
員
で
な
く
て
も
、
公
共
の
意
識
高
く
、
志

の
高
い
人
が
多
く
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

国
会
議
員
や
役
人
だ
け
が
、「
私
」
を
離
れ

て
世
の
中
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

公
務
員
と
し
て
、「
公
」
を
考
え
て
ず
っ

と
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
も
っ
と
早
く
民
間
人
に

な
っ
て
い
た
ら
違
っ
た
人
生
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
な
ど
と
、
今
思
っ
た
り
す
る
。

る
公
務
員
で
あ
り
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
。

ま
た
、
一
方
、
国
家
と
い
う
組
織
を
統
治
し

て
い
く
権
力
機
構
を
担
う
存
在
で
あ
る
。

　

国
会
は
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
そ
こ

で
立
法
さ
れ
た
法
律
を
内
閣
は
執
行
し
て
い

く
と
い
う
役
割
分
担
が
あ
る
。
国
の
統
治
と

い
う
点
で
は
、
国
会
議
員
と
官
僚
は
、
も
ち

つ
も
た
れ
つ
の
協
力
関
係
に
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
問
題
の
処
理
と
い
う
点

で
は
、
政
治
家
と
官
僚
の
立
場
か
ら
見
解
が

異
な
る
場
合
も
あ
る
。

　

国
会
議
員
は
、
政
治
家
と
し
て
選
挙
と
い

う
国
民
の
投
票
活
動
で
選
出
さ
れ
る
の
で
、

選
挙
民
の
動
向
に
敏
感
で
、
現
実
的
で
、
速

や
か
な
問
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
傾
向
が
強

い
。
一
方
、
官
僚
は
、
そ
の
よ
う
な
選
挙
民

と
の
直
接
の
関
係
が
な
い
の
で
、
国
民
全
体

の
こ
と
を
考
慮
し
て
慎
重
に
、
そ
し
て
、
な

に
よ
り
も
公
平
性
、
公
正
性
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
と
い
え
る
。

　

今
、
私
は
、
私
立
大
学
の
教
授
で
あ
り
、

身
分
は
民
間
人
で
あ
る
。

　

三
七
年
間
の
公
務
員
時
代
と
比
べ
て
、
肩

四
　
民
間
人
と
な
っ
て

政
府
調
査
会
、
総
務
会
に
案
件
を
か
け
る
こ

と
と
な
る
。
主
に
、
野
党
へ
の
対
応
に
な
る

国
会
で
の
質
疑
よ
り
も
、
こ
の
与
党
審
査
の

方
が
、
細
か
な
内
容
の
質
問
が
事
前
通
告
な

く
問
わ
れ
る
の
で
、
対
応
は
大
変
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
与
党
審
査
を
通
り
国
会
に
提
出

さ
れ
た
案
件
は
、
基
本
的
に
与
党
賛
成
で
国

会
を
通
過
す
る
。

　

ま
た
、
官
僚
の
政
治
家
へ
の
根
回
し
の
こ

と
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
与
党
審
査
や
国
会

で
の
審
議
の
前
に
関
係
の
政
治
家
の
先
生
方

の
と
こ
ろ
へ
案
件
の
説
明
に
お
伺
い
す
る
。

理
解
を
得
て
、
審
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
す
る
の
も
、
各
省
庁
の
役
人
の
仕

事
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。

　

役
人
と
し
て
は
、
国
会
対
応
を
は
じ
め
と

す
る
国
会
議
員
の
先
生
へ
の
対
応
は
、
仕
事

の
中
で
も
最
優
先
事
項
で
あ
る
。
そ
れ
に
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
役
人
の
評
価
に
大

き
く
か
か
わ
る
の
で
、
気
を
遣
い
な
が
ら
、

時
間
と
手
間
を
か
け
て
行
う
こ
と
と
な
る
。

　

国
会
議
員
と
中
央
省
庁
の
官
僚
は
、
立
法

と
行
政
と
い
う
国
の
「
公
」
の
仕
事
に
携
わ

三
　
政
治
家
と
官
僚

イラスト：水川　勝利
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子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
な
わ
跳
び
級
表
シ
ス
テ
ム

向
山
型
指
導
で
は
な
わ
跳
び
の
跳
び
方
を
教
え
な
い
。
子
供
た
ち
自
身
が
伸
び
る
力
を
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
引
き
出
す
。
そ
の
代
表
的
な
実
践
が
向
山
型
な
わ
跳
び
指
導
で
あ
る
。

溝み
ぞ

端は
た

達た
つ

也や

兵
庫
県
明
石
市
立
大
久
保
小
学
校

ミ
ニ
特
集　

私
の
な
わ
と
び
進
級
カ
ー
ド

向
山
洋
一

　

冬
は
、
な
わ
と
び
の
季
節
で
す
。

　

ど
こ
で
も
手
軽
に
で
き
て
、
運
動
量
も

か
な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

「
な
わ
と
び
」
と
い
う
一
見
な
わ
と
び
一

本
使
っ
た
だ
け
の
単
純
な
運
動
も
「
と
び

方
」
を
工
夫
し
「
記
録
」
を
つ
け
加
え
る

と
、
楽
し
さ
が
倍
増
し
ま
す
。

　

熱
中
す
る
子
も
う
ま
れ
、
次
々
と
上
達

し
ま
す
。

　

た
だ
、
何
事
も
そ
う
で
す
が
、
子
ど
も

は
熱
中
し
す
ぎ
る
の
で
、
教
師
の
方
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
一
は
、
心
臓
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
病

弱
な
子
へ
の
配
慮
で
す
。

　

第
二
は
、
や
り
す
ぎ
る
子
へ
の
配
慮
で

す
。
熱
中
す
る
子
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、

足
首
を
痛
め
て
し
ま
う
子
も
出
て
き
ま
す
。

　

一
回
の
分
量
、
足
首
が
少
し
で
も
痛
く

な
っ
た
ら
中
止
す
る
な
ど
の
注
意
が
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
の
上
に
、
上
手
に
つ

く
ら
れ
た
「
挑
戦
の
目
や
す
」「
な
わ
と

び
カ
ー
ド
」
を
配
り
た
い
も
の
で
す
。

　

な
わ
と
び
カ
ー
ド
は
、
い
ろ
い
ろ
と
あ

り
ま
す
。

　

人
に
よ
っ
て
好
み
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
に
こ
っ
て
、
楽
し
く
作
る
人

も
い
れ
ば
、
日
本
一
周
な
ど
の
よ
う
な
挑

戦
目
あ
て
を
作
る
人
も
い
ま
す
。

　

実
は
、
私
も
「
な
わ
と
び
カ
ー
ド
」
を

作
り
ま
し
た
。

　

新
卒
で
赴
任
し
た
大
四
小
は
な
わ
と
び

　

向
山
洋
一
氏
は
な
わ
跳
び
の
こ
と
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「
な
わ
跳
び
」
と
い
う
一
見
一
本
の
な
わ

を
使
っ
た
だ
け
の
単
純
な
運
動
も
「
と
び

方
」
を
工
夫
し
て
「
記
録
」
を
つ
け
加
え

る
と
、
楽
し
さ
が
倍
増
す
る
。

　

向
山
氏
は
、
な
わ
跳
び
の
跳
び
方
の
指
導
を

し
な
い
。

　

お
手
本
を
示
す
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

五
年
間
同
学
年
を
組
ん
だ
師
尾
喜
代
子
氏
に
よ

る
と
、「
向
山
先
生
の
な
わ
跳
び
は
す
ご
か
っ

た
。
ボ
ク
サ
ー
の
よ
う
に
ピ
ュ
ン
ピ
ュ
ン
跳
ん

で
い
た
」
そ
う
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
前
で
お

手
本
を
示
し
、
教
え
る
こ
と
は
、
簡
単
に
で
き

た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
教
え
な
い
の
で
あ
る
。

向
山
氏
は
、
な
わ
跳
び
の
指
導
に
関
し
て
、
次

の
二
つ
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
た
。

　

第
一
に
、
心
臓
、
ぜ
ん
ぞ
く
な
ど
の
病

弱
な
子
へ
の
配
慮
で
す
。

　

跳
び
方
の
指
導
以
前
に
、
安
全
面
で
の
十
分

な
配
慮
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、や
り
す
ぎ
る
子
へ
の
配
慮
で
す
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの



教師としての高みを目指して道標道標

2023. 273

　

配
慮
す
べ
き
点
の
一
は
分
か
る
。
安
全
面
へ

の
配
慮
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
二
つ
め
は
驚
い
た
。
で
き
な
い
子
、

苦
手
な
子
へ
の
配
慮
で
は
な
く
、
よ
く
跳
べ
る

子
、
熱
中
し
す
ぎ
る
子
へ
の
配
慮
だ
っ
た
。
熱

中
し
す
ぎ
て
、
足
首
を
痛
め
な
い
よ
う
に
、
教

師
の
方
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
の
上
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
、

「
な
わ
と
び
級
表
」
で
あ
る
。
向
山
氏
が
新
卒
で

赴
任
し
た
大
森
第
四
小
学
校
は
、
な
わ
跳
び
の

盛
ん
な
学
校
だ
っ
た
。
二
年
生
に
な
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
子
が
二
重
跳
び
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
大
森
第
四
小
の
な

わ
跳
び
級
表
を
修
正
、
改
善
、
そ
し
て
進
化
さ

せ
た
も
の
が
現
在
の「
な
わ
跳
び
級
表
」で
あ
る
。

　

Ａ
表
は
高
学
年
向
け
、
Ｂ
表
は
低
学
年
向
け

で
作
成
さ
れ
た
。

　

こ
の
級
表
は
、
研
究
所
か
ら
「
と
び
な
わ
キ

ン
グ
」
を
注
文
す
れ
ば
付
い
て
く
る
。
今
な
ら
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
で
き
る
。
す
で
に
ア
プ
リ
は

T
O
S
S
向
山
型
体
育
の
加
藤
三
紘
氏
が
開
発

し
て
い
る
。

◆
注
文
先
は
、
教
育
技
術
研
究
所

https://w
w
w
.tiotoss.jp/products/detail.

php?product_id=2958

の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

二
年
生
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が

二
重
ま
わ
し
を
上
手
に
と
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
大
四
小
で
使
わ
れ
て
い
た

な
わ
と
び
カ
ー
ド
を
大
幅
に
修
正
し
て
私

な
り
の
「
な
わ
と
び
カ
ー
ド
」
に
し
た
の

で
す
。

　

こ
れ
は
、
Ａ
表
と
Ｂ
表
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

　

Ａ
表
は
下
学
年
向
き
、
Ｂ
表
は
上
学
年

向
き
で
す
。

　

Ｂ
表
は
す
べ
て
二
重
ま
わ
し
、
三
重
ま

わ
し
の
種
目
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
十
数
種
目
が
二
十
以
上
の
レ

ベ
ル
に
分
け
て
あ
る
の
で
、
挑
戦
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
を
目
や
す
に
し
て
挑
戦
す
る
と
、

自
然
に
、
二
重
ま
わ
し
、
二
重
あ
や
、
交

叉
二
重
、
か
け
足
二
重
、
三
重
ま
わ
し
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、自
分
の
作
っ
た
「
な
わ
と
び
カ
ー

ド
」
が
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
数
年

間
、
こ
れ
を
中
心
に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
級
表
は
「
ス
ー
パ
ー
と
び

な
わ
」
を
注
文
す
る
と
一
緒
に
つ
い
て
き

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
他
の
な
わ
と
び
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
「
な
わ
と
び
カ
ー
ド
」
が

あ
っ
て
こ
そ
自
分
の
ク
ラ
ス
に
適
し
た
も

の
を
選
べ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
表
現
の
得
意

な
三
人
の
先
生
方
に
、
楽
し
い
、
実
力
の

つ
く
な
わ
と
び
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書

一
九
九
三
年
一
月
号
）

教育技術研究所では、現在、「とびなわキング」を販売して
いる。「スーパーとびなわ」の跳びやすさを引継ぎつつ、さ
らにロープの調整がしやすく、丈夫で伸びにくいグラスファ
イバー入りのロープを使用している。もちろん「なわとび
級表」も付いている。
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贅
沢
に
慣
れ
る

　

数
年
前
か
ら
、
向
山
先
生
と
お

昼
を
ご
一
緒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
に
は
贅
沢
す
ぎ
る
食
事
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
躊
躇
し
て
い

た
が
、
女
性
は
贅
沢
に
は
す
ぐ
慣

れ
る
習
性
が
あ
る
の
か
、
こ
の
と

こ
ろ
は
ず
い
ぶ
ん
平
気
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
ー
ト
が
出
て
、

発
信
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、

「
発
信
し
て
も
い
い
よ
。
見
て
い

る
方
も
向
山
が
普
通
の
食
事
じ
ゃ

つ
ま
ら
な
い
よ
」

と
い
う
こ
と
で
、
贅
沢
も
そ
ろ
そ

ろ
板
に
付
い
て
き
た
の
で
、
時
々
、

お
い
し
い
も
の
や
ホ
テ
ル
で
の
食

事
も
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
芝
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
和
食

に
よ
く
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

美
味
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

き
な
条
件
だ
が
、
昼
食
時
は
、

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
Ｑ
Ａ
を
録
音
し
た

り
、
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り

と
、
向
山
先
生
に
お
仕
事
を
し
て

頂
く
時
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
静

か
な
と
こ
ろ
が
条
件
の
一
つ
だ
。

自
分
本
位
と
自
分
勝
手

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
の

入
り
口
に
さ
し
か
か
る
と
、
通
行

人
を
優
先
し
、
出
る
車
を
優
先
し
、

な
か
な
か
入
れ
て
く
れ
な
い
。
出

る
車
も
入
る
車
も
同
時
に
通
れ
る

ほ
ど
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

に
、
道
路
の
迷
惑
な
位
置
に
止

ま
っ
た
ま
ま
だ
。

　

私
が
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

「
ホ
テ
ル
か
ら
給
料
も
ら
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
入
る
人
が
優
先
で

し
ょ
！
」

と
大
き
な
独
り
言
を
言
う
と
、

「
も
ろ
ち
ゃ
ん
の
考
え
方
は
分
か

り
や
す
い
ね
」

と
向
山
先
生
が
言
う
。

「
そ
う
で
す
か
？
（
正
論
で
す
も

の
ね
。
率
直
だ
と
い
う
こ
と
か

な
？
）」

と
、
私
は
て
っ
き
り
、
向
山
先
生

も
同
意
し
て
く
れ
た
も
の
と
思
っ

て
い
た
。

　

か
え
っ
て
来
た
言
葉
は

「
自
分
本
位
だ
ね
」

「
…
（
え
っ
、
私
が
自
分
本
位
！
）」

　

ま
っ
、
間
違
い
で
は
な
い
。
で

も
、「
自
分
勝
手
だ
ね
」
と
言
わ

れ
る
よ
り
い
い
で
は
な
い
か
。

　

向
山
先
生
は
否
定
す
る
言
い
方

を
し
な
い
。
何
よ
り
、
そ
う
言
わ

れ
て
腹
も
立
た
な
か
っ
た
し
、
素

直
に
納
得
し
た
。
大
き
く
反
省
は

し
な
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
そ

う
い
え
ば
自
分
本
位
か
も
と
思
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
た
。
二
日
間
も
ブ
ラ
ッ
ク

カ
ー
ド
が
向
山
先
生
の
鞄
に
入
っ

て
い
な
く
て
、

「
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
に
！
」

と
二
日
間
責
め
た
。
食
事
の
支
払

い
は
そ
の
カ
ー
ド
で
払
っ
て
ほ
し

い
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

カ
ー
ド
は
、
普
通
の
人
は
持
て
な

い
貴
重
な
カ
ー
ド
だ
。

　

三
日
目
に
向
山
先
生
か
ら
「
探

し
て
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
も

し
か
し
て
と
探
す
と
私
の
ハ
ン
ド

バ
ッ
ク
に
な
ぜ
か
入
っ
て
い
た
。

カ
ー
ド
が
勝
手
に
！

　

私
は
ご
め
ん
な
さ
い
を
繰
り
返

し
、
二
日
分
二
回
謝
罪
し
た
か
ら

許
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。
向
山

先
生
は
、

「
も
う
一
回
謝
っ
た
ら
許
す
」

と
言
う
。
そ
う
い
え
ば
、
三
日
目

も
カ
ー
ド
を
探
さ
せ
て
迷
惑
を
か

け
た
。

　

謝
罪
を
回
数
で
片
付
け
よ
う
と

し
た
私
の
謝
り
方
が
、
や
は
り
自

分
本
位
だ
っ
た
。
向
山
先
生
の
返

事
は
そ
れ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
私
が
自
分

本
位
か
ら
抜
け
出
す
日
は
近
い
か

も
し
れ
な
い
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

贅沢に慣れた女社長
（なんちゃって）
自分本位から抜け出す日は近い。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

段
取
り
は
99
．９
％

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
も
冬
合
宿

で
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
準
備
を
し
た

こ
と
が
な
い
。

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
、

「
第
一
回
向
山
洋
一
教
育
賞
」
が

静
岡
県
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
前
の
一
か
月
は
、
ほ
ぼ
向

山
洋
一
教
育
賞
に
専
念
し
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
は
連
日
続
き
、
授

賞
式
当
日
に
事
務
局
へ
配
付
す
る

資
料
作
り
は
何
度
も
検
討
、
修
正

を
重
ね
、
印
刷
し
た
用
紙
は
軽
く

二
〇
〇
〇
枚
を
超
え
た
。
そ
れ
も

Ａ
３
サ
イ
ズ
。

　

教
育
賞
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具

体
的
に
動
き
だ
し
た
の
は
、
四
月
。

事
務
局
の
立
ち
上
げ
か
ら
始
ま
り
、

第
一
回
会
議
が
四
月
二
二
日
。
そ

れ
か
ら
月
に
何
度
も
対
面
と
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
会
議
。

　

思
い
つ
く
ま
ま
を
記
す
と
、
進

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
賞
の

骨
格
作
り
か
ら
始
ま
る
。
賞
の
名

称
、
評
価
基
準
、
副
賞
、
募
集
要

項
、
選
考
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
と
し
て

選
考
委
員
会
の
設
置
、
選
考
委
員

就
任
依
頼
、
論
文
審
査
会
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
、
告
知
映
像
の
制

作
、
日
本
語
と
英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
応
募
フ
ォ
ー
ム

の
制
作
、
募
集
開
始
。

　

論
文
募
集
締
切
が
八
月
三
一
日
。

先
生
方
か
ら
二
四
一
本
も
の
論
文

が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
第
一
次

審
査
会
が
九
月
。
最
終
選
考
会
が

十
月
。
応
募
論
文
の
と
り
ま
と
め
、

一
次
審
査
会
、
最
終
選
考
審
査
会

を
経
て
、
受
賞
者
へ
の
連
絡
、
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
制
作
と
続
い
た
。

　

選
考
委
員
長
に
は
明
石
要
一
氏
、

選
考
委
員
は
、
堀
田
龍
也
氏
、
向

山
行
雄
氏
、
谷
和
樹
氏
、
小
森
栄

治
氏
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
氏
。
選
考
事

務
局
は
、
小
嶋
悠
紀
氏
、
林
健
広

氏
、
塩
谷
直
大
氏
、
村
上
諒
氏
。

　

そ
し
て
、
表
彰
式
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
進
行
内
容
の
検
討
に

入
っ
た
。

　

日
本
教
育
技
術
学
会
と
の
連
携

で
、
授
賞
式
は
静
岡
大
会
で
実
施

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
現
地
事
務

局
と
の
連
携
が
始
ま
っ
た
。
当
初

決
定
し
て
い
た
三
島
会
場
か
ら
静

岡
会
場
へ
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、

静
岡
事
務
局
の
先
生
方
に
は
大
変

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

第１回向山洋一教育賞⑴
授賞式までの道のり。

な
ご
負
担
と
ご
苦
労
を
お
か
け
し

た
。

　

静
岡
事
務
局
の
先
生
方
の
並
々

な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
授
賞
式
は
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
し
て
も

し
き
れ
な
い
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
は
、
発
起
人
で
も
あ
る
ア

ニ
ャ
ン
ゴ
こ
と
名
取
恵
理
子
さ
ん
。

ラ
イ
ブ
な
ど
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

経
験
さ
れ
た
だ
け
に
、
仕
切
り
が

凄
ま
じ
い
。
私
が
「
段
取
り
九

割
っ
て
い
う
も
の
ね
」
と
言
え
ば
、

す
か
さ
ず
「
99
．９
％
」
と
断
言
。

「
は
は
ー
」
と
ば
か
り
に
緊
張
感

が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
（
続
く
）

↑300社近いメディアへ送付のプレスリリー
ス（抜粋）
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　　　トークライン女性教師女性教師

吉
よし

田
だ

沙
さ

智
ち北海道標津町立

標津中学校

オンライン参加はＴＯＳＳママ
先生の学びの場を一気に広げた
日本のどこで子育てしていてもオンライン、
オンデマンドの参加なら、学びを続けられる！

１　

教
師
修
業
と
子
育
て
の
両
立

に
苦
心
す
る
日
々

　

愛
し
の
我
が
子
を
授
か
る
ま
で

は
、
今
月
は
札
幌
、
翌
月
は
津
軽

海
峡
を
渡
っ
て
東
京
…
と
向
山
氏

の
お
話
を
直
接
聞
き
た
く
て
飛
び

歩
い
て
学
ん
だ
も
の
だ
。

　

愛
し
の
我
が
子
を
授
か
っ
て
か

ら
は
、
ど
う
し
た
ら
子
育
て
と
教

師
修
業
が
両
立
で
き
る
か
が
、
私

の
課
題
と
な
っ
た
。

　

母
に
す
が
る
目
の
前
の
我
が
子

を
置
い
て
向
山
氏
を
追
い
か
け
る

こ
と
は
、
私
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
ら
ば
、
近
く
の
サ
ー
ク
ル
だ

け
で
も
と
、
お
ん
ぶ
ひ
も
で
参
加

し
に
行
っ
た
。
お
ん
ぶ
ひ
も
の
時

代
は
ま
だ
い
い
。
あ
ち
こ
ち
歩
く

よ
う
な
お
年
頃
に
な
る
と
、
会
場

に
つ
い
て
も
半
分
も
そ
の
場
に
い

ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
学
び

も
子
育
て
も
中
途
半
端
。
そ
う

思
っ
て
し
ま
う
自
分
が
嫌
だ
っ
た
。

「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
自
宅
で
子
供

が
起
き
て
こ
な
い
朝
時
間
に
学
ぼ

う
」
と
切
り
替
え
た
。
朝
の
四
時

半
か
ら
六
時
ま
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
動

画
の
セ
ミ
ナ
ー
講
座
で
集
中
的
に

学
ん
だ
。

　

子
供
が
起
き
て
き
た
ら
子
育
て

に
集
中
し
た
。

　

学
び
も
子
育
て
も
専
念
で
き
る
。

そ
れ
が
と
に
か
く
う
れ
し
か
っ
た
。

２　

コ
ロ
ナ
禍
で
転
機
！　

オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
復
活

　

コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
た
こ
と
で
学

び
の
転
機
が
訪
れ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

で
あ
る
。

　

恐
る
恐
る
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で

話
題
に
な
っ
た
と
い
う
椿
原
氏
提

案
の
図
読
法
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

学
習
会
に
申
し
込
む
。

　

な
ん
と
分
か
り
や
す
い
！

「
私
が
担
当
す
る
知
的
学
級
の
子

供
た
ち
に
も
実
践
で
き
そ
う
じ
ゃ

な
い
か
」
と
、
早
速
教
材
研
究
を

し
、
子
供
に
か
け
て
み
る
。

　

見
違
え
る
よ
う
な
反
応
！

　

最
先
端
の
学
び
を
自
宅
で
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感

じ
た
。

　

調
子
に
乗
っ
た
私
。
コ
ロ
ナ
感

染
で
自
宅
療
養
に
な
っ
た
こ
と
を

い
い
こ
と
に
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
復
活
。
向
山
型

国
語
教
え
方
教
室
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
復
活
。
さ
ら
に
、
日
本
教
育
技

術
学
会
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
復
活

予
定
で
あ
る
。

「
お
母
さ
ん
、
今
日
も
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
な
の
？　

私
ひ
ま

〜
！
」

と
娘
。

　

目
下
の
課
題
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
回
数
と
子
育
て

時
間
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
マ
マ
教
師
の
奮
闘
記

は
続
く
。
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社会貢献活動への取り組み

「
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
で
す
か
？
」
と
問
う
記
者
に
対
し
て

「
〇
〇
だ
か
ら
で
す
」

や
れ
ば
分
か
る
。
私
た
ち
の
町
に
は
観
光
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
気
付
く
教
師
。

溝み
ぞ

端は
た

達た
つ

也や

兵
庫
県
明
石
市
立
大
久
保
小
学
校

　
あ
る
新
聞
社
の
記
者
に
、
次
の
よ

う
な
質
問
を
さ
れ
た
。

「
先
生
た
ち
は
休
み
の
日
に
な
ぜ
、

子
ど
も
観
光
大
使
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

　
私
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
好
き
だ
か
ら
で
す
」

　
子
ど
も
観
光
大
使
と
は
、「
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
る
」
こ
と
を
主

眼
と
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
教
育

に
取
り
組
む
活
動
で
あ
る
。T
O
S
S

は
、
二
〇
一
四
年
十
月
に
観
光
庁
長

官
か
ら
表
彰
状
を
頂
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
や
る
理
由
で
は
な
い
。
や
は

り
、
好
き
だ
か
ら
や
っ
て
い
る
。

　
活
動
を
始
め
た
頃
は
、「
う
ち
の

地
元
に
は
観
光
な
ん
か
な
い
」
そ
う

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
っ
て
み

　
子
ど
も
観
光
大
使
を
通
じ
て
学
ぶ

の
は
子
供
と
保
護
者
だ
け
で
な
い
。

教
師
自
身
が
学
ぶ
の
で
あ
る
。

　
私
の
勤
務
校
で
は
、「
め
ざ
せ
！

明
石
焼
き
子
ど
も
観
光
大
使
」
と
い

う
単
元
を
総
合
の
時
間
に
実
施
し
た
。

　
子
供
た
ち
も
と
て
も
熱
中
し
た
。

　
明
石
焼
き
の
こ
と
を
知
り
、
明
石

焼
き
を
自
分
の
手
で
調
理
し
、
み
ん

な
で
食
べ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
子
供

た
ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
、
し
か
し
、

「
明
石
焼
き
広
め
隊
」
の
方
の
話
を

聞
き
、
自
分
た
ち
で
も
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
が

芽
生
え
た
。
そ
こ
で
出
た
の
が
明
石

焼
き
を
広
め
る
た
め
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
子
供
の
発
想

は
す
ご
い
。
審
査
を
し
て
下
さ
っ
た

「
明
石
焼
き
広
め
隊
」
の
皆
さ
ん
も
、

感
心
し
き
り
で
あ
っ
た
。

る
と
分
か
る
。
自
分
の
足
で
探
し
て

み
る
と
、
ど
こ
に
で
も
観
光
は
あ
る
。

私
た
ち
教
師
が
知
ら
な
い
だ
け
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
き
た
子
ど
も
観
光
大
使
の
一

部
を
挙
げ
て
み
る
。

明石焼き　明石公園　天文科学館
魚の棚　　明石海峡大橋　魚の棚



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

細く長く刺激を発信し続けるサークル

TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営

宮崎県都城市立祝吉小学校　大
おお

﨑
さき

 美
み

穂
ほ

都城教育サークル

宮崎県都城市立祝吉小学校　大
おお

﨑
さき

 美
み

穂
ほ

連絡先：miporin-o@btvm.ne.jp

宮崎県

　

都
城
教
育
サ
ー
ク
ル
は
、
現
在
私
が

代
表
を
務
め
、
南
谷
智
昭
氏
が
運
営
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
私

が
代
表
を
務
め
る
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
る
。

　

小
学
校
の
教
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
で
は
都
城
市
内
の
中
央
公
民
館
で

開
催
し
て
い
る
。
二
〇
年
以
上
続
い
て

い
る
息
の
長
い
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
、
毎
週
の
よ
う
に
例
会

を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
第
一
木
曜
日

は
リ
ア
ル
で
開
催
し
、
第
三
木
曜
日
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
る
。

　

私
に
と
っ
て
、
こ
の
都
城
教
育
サ
ー

ク
ル
は
、
T
O
S
S
と
の
出
会
い
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
大
切
な
存
在
で
あ
る
。

私
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
場
所
で
あ
り
、

現
在
で
も
毎
回
刺
激
を
受
け
る
場
所
で

も
あ
る
。
現
在
は
、
異
動
の
た
め
参
加

で
き
な
く
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
て
、

少
な
い
人
数
で
活
動
し
て
い
る
。
し
か

し
、
気
心
の
知
れ
た
メ
ン
バ
ー
と
の
や

り
取
り
は
心
地
よ
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ

る
。①　

模
擬
授
業

②　

教
育
書
の
読
み
合
わ
せ

③　

近
況
報
告
・
悩
み
相
談

　

南
谷
氏
は
、
T
O
S
S
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
で
、
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど

T
O
S
S
ラ
ン
ド
に
貢
献
し
て
い
る
人

で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
企
画
に
も
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

飛
松
恵
美
子
氏
は
、
I
C
T
を
活
用

し
た
授
業
を
毎
回
作
っ
て
模
擬
授
業
を

し
て
い
る
。
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
を
活
用
し

た
一
年
生
の
実
践
を
毎
回
紹
介
し
て
く

れ
、
新
し
い
こ
と
に
も
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
挑
戦
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
県
外
（
鹿
児
島
）
か

ら
参
加
さ
れ
る
先
生
方
も
い
て
、
そ
の

や
る
気
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

　

私
自
身
、
毎
回
の
よ
う
に
模
擬
授
業

を
し
、
検
定
の
授
業
を
検
討
し
て
も

ら
っ
て
き
た
場
で
も
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ク
ル
で
は
、
リ
ア

ル
に
参
加
で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
が
校
務

分
掌
の
こ
と
に
つ
い
て
の
実
践
を
報
告

し
て
い
る
。
初
め
て
の
校
務
分
掌
の
相

談
に
、
的
確
な
回
答
が
で
き
る
メ
ン

バ
ー
の
経
験
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
メ
ン
バ
ー
の
経
験
値
の
高
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
。
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向
山
日
記

谷
日
記

十
一
月
一
日
㈫	

向
山
塾
わ
い
わ

い
会
。
向
山
氏
が
直
々
に
参
加

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
だ
。

向
山
塾
の
発
表
者
予
選
会
が
毎

回
白
熱
す
る
。

十
一
月
二
日
㈬	

大
学
の
実
習
指

導
の
合
間
を
縫
っ
て
ア
ニ
ャ
ン

ゴ
と
打
ち
合
わ
せ
。
仙
川
に
て
。

帰
宅
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

ダ
ブ
ル
で
。

十
一
月
四
日
㈮	

勤
務
後
、
福
井

へ
移
動
。
理
科
メ
ン
バ
ー
と
前

夜
祭
。
二
次
会
ま
で
。

十
一
月
五
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ミ
ナ
ー
福
井
。
午
後
は
理
科
セ

ミ
ナ
ー
。
北
陸
の
仲
間
た
ち
も

元
気
い
っ
ぱ
い
だ
。

十
一
月
七
日
㈪	

勤
務
後
、
品
川

で
和
久
田
先
生
と
。
ボ
ス
ト
ン

関
連
。
実
に
興
味
深
い
デ
ー
タ

を
共
有
い
た
だ
く
。

十
一
月
八
日
㈫	

谷
企
画
。

十
一
月
九
日
㈬	

T
O
S
S
和
。

十
一
月
十
日
㈭	

T
O
S
S
非
同

期
研
修
プ
ロ
ッ
ト
検
討
会
議
を

向山・谷日記
2022年11月

オ
ン
ラ
イ
ン
で
。
夜
は

T
O
S
S
中
央
事
務
局
会
議
。

現
地
は
一
六
名
、
全
国
か
ら
五

〇
名
以
上
。
会
議
一
時
間
。
そ

の
後
旗
の
台
で
向
山
最
高
顧
問

と
食
事
会
。
楽
し
い
。

十
一
月
十
一
日
㈮	

デ
ジ
タ
ル
会

議
。
執
行
部
会
議
。

十
一
月
十
二
日
㈯	

高
校
セ
ミ

ナ
ー
。
高
校
は
K
12
の
出
口
で

あ
る
。
高
校
の
あ
り
方
が
全
体

を
規
定
す
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
始
め
い
く
つ
か
の
提
案
を
し

た
。
高
校
の
先
生
方
も
活
性
化

し
て
い
る
。

十
一
月
十
三
日
㈰	

母
の
誕
生
会
。

夜
は
谷
学
セ
ミ
ナ
ー
。

十
一
月
十
四
日
㈪	

郵
便
教
育
推

進
委
員
会
。
大
手
町
。

十
一
月
十
六
日
㈬	

青
年
事
務
局
。

十
一
月
十
八
日
㈮	

執
行
部
三
人

会
。
百
合
ヶ
丘
に
て
。

十
一
月
十
九
日
㈯	

長
野
セ
ミ

ナ
ー
、
翌
日
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

英
語
名
古
屋
。
以
下
略
。

十
一
月
一
日
㈫	

午
前
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
注
射
。
夕
方
か
ら

「
向
山
塾
わ
い
わ
い
」
に
参
加
。

十
一
月
二
日
㈬	

昼
は
、
小
貫
さ

ん
と
打
合
せ
。
脳
ト
レ
の
話
で

盛
り
上
が
る
。
夜
、
ア
ネ
ッ
ク

ス
か
ら
日
本
教
育
技
術
学
会
理

事
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
。

そ
の
前
に
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
教
育

Q
&
A
を
二
本
録
音
。
テ
ー
マ

は
教
師
の
服
装
に
つ
い
て
。

十
一
月
五
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
で

福
井
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
と

理
科
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。
み
ん

な
頑
張
っ
て
る
な
。
福
井
県
は

向
山
家
の
出
身
地
。
明
治
時
代

に
東
京
銀
座
の
泰
明
小
学
校
の

裏
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
㈫	

昼
、
学
芸
み
ら

い
打
合
せ
。

十
一
月
十
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
ア
ネ
ッ
ク
ス
か

ら
一
六
名
で
、
全
国
か
ら
は
五

〇
名
の
参
加
。
懇
親
会
は
「
木

曽
路
」。

十
一
月
十
二
日
㈯	

ワ
ク
チ
ン
五

回
目
接
種
。
元
荏
原
第
四
中
の

大
規
模
接
種
会
場
で
。

十
一
月
十
三
日
㈰	

か
ん
ち
ゃ
ん

の
七
五
三
。
写
真
屋
で
撮
る
。

背
広
に
せ
よ
と
恵
理
子
に
言
わ

れ
る
。

十
一
月
十
四
日
㈪	

品
川
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
「
す
し
好
」
で
三

人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
、

向
山
で
。
い
つ
も
の
よ
う
に
す

ご
い
資
料
を
板
倉
先
生
が
持
ち

込
ん
だ
。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
プ

ロ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
も
。

十
一
月
十
七
日
㈭	

夕
方
、
久
し

ぶ
り
の
「
鳥
樹
」
で
、三
人
（
師

尾
、
美
崎
）
で
食
事
。

十
一
月
二
四
日
㈭	

ア
ネ
ッ
ク
ス

で
「
向
山
洋
一
今
月
の
一
言
」

撮
影
。
大
和
証
券
支
店
長
来
る
。

十
一
月
二
五
日
㈮	

六
本
木
で
昼

食
を
と
り
な
が
ら
仕
事
。

十
一
月
二
六
日
㈯	

オ
ン
ラ
イ
ン

体
育
セ
ミ
ナ
ー（
兵
庫
）で
挨
拶
。
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デジタル化で子供も教師もハッピー特集
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

やる気を引き出す褒め方のポイントやる気を引き出す褒め方のポイント

絵画４

本誌掲

功の
画工作授業（本誌画 ４・５ページ）誌

熱中するルーブリックとは熱中するルーブリックとは

編
集
後
記

▼
教
師
に
な
る
よ
う
な
人
た
ち
で
す
か
ら
、
指

導
案
程
度
の
文
章
を
書
く
力
は
皆
さ
ん
が
お

も
ち
で
す
。
も
し
「
ひ
ど
い
指
導
案
」
が
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
原
因
は
「
ポ
イ

ン
ト
を
適
切
に
教
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
」
と

「
書
く
機
会
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
」

の
二
点
で
す
。
本
特
集
で
学
べ
ば
、
着
実
に
ク

オ
リ
テ
ィ
が
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ

け
の
論
稿
が
揃
っ
て
い
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
指
導
主
事
の
先
生
か
ら
「
指
導
案
に
背
骨

が
な
い
」
と
指
導
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

目
標
と
評
価
に
ズ
レ
が
あ
り
、
単
元
目
標
に

対
し
て
の
児
童
の
実
態
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
今
月
号
を
参
考
に
す
れ
ば
、
背
骨
が

あ
る
指
導
案
を
書
け
ま
す
。
ま
た
、長
谷
川
氏
、

林
氏
の
実
物
指
導
案
を
参
考
に
、
プ
ロ
教
師
の

指
導
案
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
指
導
案
作
成
の

バ
イ
ブ
ル
に
な
る
一
冊
で
す
。（
松
島
）

▼
二
〇
代
の
頃
、
研
究
授
業
の
指
導
案
を
書

く
の
が
苦
手
で
し
た
。
先
輩
に
何
度
も
赤
ペ

ン
を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
時
は
「
ど

う
し
て
こ
ん
な
細
か
い
こ
と
ま
で
考
え
る
の

か
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

に
な
る
と
そ
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

指
導
案
は
教
師
の
表
芸
で
す
。
特
集
を
読
み
、

改
め
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
塩
谷
）
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保坂雅幸(著)

『物語を楽しく深く読む！　新国語ワークシート27
──読解技法による文学の授業=全学年・全単元収録』
B5判並製／160ページ／定価2,750円

保坂雅幸(著)

『国語“説明文教材"の新読解ワークシート26
──コピーしてすぐ使える！　全学年・全単元収録！』
B5判並製／128ページ／定価2,530円

神のみぞ知る「さいころ」で教室大盛況の作文授業！ 
さいころを振って出た目で作文をつくることで、自分
の感想を書くのが恥ずかしい子どもの問題を解決。
主語・述語・修飾語、こそあど言葉など、つまずきが
多い「文法」を楽しく学習できる。
学校で必須の原稿用紙の使い方、作文の書き方も収
録。忙しい朝の会、授業の導入など、ちょっとした時
間でも可能。
視写で作文力も身につき、学習者端末紐付けによる
ICT 活用力も楽しく向上する国語ワークシート！

新教科書の３分の２を占める「書く」単元をどう授業
するかがわかる！　
国語教科書で採択数の多い光村図書。その中の「書
く」単元の９割を掲載したワークシートで、アナログ
×デジタルの授業実現。
作業内容や筆記覧は、子どもが「どのように作業する
か」を捉えられるため、わかりやすくテキパキとした
授業につながる。
通知表にそのまま記入できる所見例や評価ポイント、
授業で実際に起こる指導の難点やポイントも解説。重
版続出のワークシート３作目！
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※定価はすべて税込表示です。

大好評既刊、重版続 ！々

新 刊

3刷 2刷

村野聡作文指導研究室(著)

『村野式熱中ゲーム“さいころ作文”96
──“言葉のきまり”ワクワク身につく新学習方式の提案』
B5判並製／112ページ／定価2,585円

保坂雅幸ほか(著)

『「書く単元」文型入り 文章の書き方ワークシート37
──学習者端末対応「視写→構成→清書」３ステップ作文指導法』
B5判並製／168ページ／定価2,750円








